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都市生活学部 都市生活学科 

 

人材の養成および 

教育研究上の目的 

都市生活学部は，魅力的で持続可能な都市生活の創造のため，生活者のニーズを構想・

企画へと描きあげ，その実現のため事業推進，管理運営を行っていく，企画・実行業務

を担う実践力のある人材を養成することを目的とする。（学則 第４条の２別表６より） 

 

 

 

カリキュラムポリシー 教育課程の編成方針 

 

都市生活学部では，持続的で魅力的な都市生活の創造にかかわる企画・業務において，国内は勿論，グローバルな場で活躍できる人

材を育成するため，以下の方針に基づき教育課程を編成する。 

１．複雑化する都市社会の中で確かな価値を見抜く力を養うとともに,国際人として活躍できるコミュニケーション能力の獲得を目指

して,社会,歴史,文化,芸術分野を幅広く含む「教養科目」と,「外国語科目」および「海外留学プログラム」を設置する。 

２．経営学的な調査分析と空間のデザインという二面の実践能力を併せ持つ人材の育成を目指して「演習科目」を設置するとともに,

都市生活に関する４領域の専門知識と方法論を体系的かつ多角的に修得するために「専門基礎科目」および「専門科目」を設置

する。 

３．特定領域の専門知識を深めるとともに,独創性と問題の発見力および解決力を養い,専門知識を実社会に活かす構想力と実践力を

修得するため,「プロジェクト演習」および「卒業研究」を設定する。 

 

 

 

ディプロマポリシー 学位授与の方針 

 

所定の年限在学し，以下の能力を身につけるとともに所定の単位を修得した者に，学士（都市生活学）の学位を与える。 

１．社会を見通す広い教養と,国際的な場で活躍できるコミュニケーション能力を有し,責任ある社会人として活躍できる基礎能力を

修得している。 

２．社会科学的な方法論と芸術・工学的な方法論を複合的に習得し,それらを企画・業務の実践に生かせる応用力を修得している。 

  

３．都市に関する総合的・横断的な知識と，特定領域の深い専門知識を持ち,それらを応用して都市生活の価値創造に寄与する構想力

および実践力を修得している。 

 

 

 

備考 

 

１．都市生活学部のカリキュラムポリシーとディプロマポリシーは，大学基準協会の大学設置基準，日本学術会議の経営学分野およ

び土木工学・建築学分野の参照基準に準拠している。 

２．カリキュラムポリシーとしては宅地建物取引士資格，1・2 級建築士資格受験，公務員受験等に必要とされる科目群も参照基準と

している。 

３．領域内の系統的な教育を促進するために，履修モデルを作成し，学修要覧などに掲載している。  
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都市生活学部について 

学部長 川口 和英 

 

１．都市を創る人材の育成 

「都市生活」という学部名から皆さんはどのような内容を想像されるでしょうか？これまで「都市」と言えば工学，「生

活」と言えば生活科学などを対象とする分野として考えられる傾向がありました。しかし，私達の学部は東京都市大学が

新しい発想で創る「都市」をテーマに総合的に学ぶ社会科学系の学部としてスタートした学部です。都市は，工学的見地

から捉えようとすると建築や工作物などのハードウェアを中心にした見方になり，生活科学から見た場合には，家の中や

限られた周辺環境の発想にとどまりがちになります。しかし，現実の都市には人々が集まって，働き，暮らし，楽しむ場

としての重要な機能があり，そこには人間の都市における生活のドラマや，そこで生まれる活動やそれを演出する空間が

あります。こうした人間社会を対象とする分野は社会科学が得意とする領域ですが，都市と結びつけた考え方は，これま

でわが国の大学教育の枠組みからは抜け落ちていました。このため，私たちはこうした都市の中で営まれるライフスタイ

ルの創造を目標に据え，愉しみの源となる都市の文化，それを生み出す舞台としての街，活動する人達の居場所としての

住まいの分野を対象にした教育研究を行うため，2009年に「都市生活学部」を開設し，2019年には 10周年を迎えました。 

 さらにこの 10年で，都市を取り巻く情勢は劇的に変化しました。世界的な社会経済の激変や気候変動，少子高齢化や地

方の衰退をはじめとした国内の縮退状況など，グローバル社会の問題系とローカルな都市-地域の問題系の両極から都市の

あり方を捉え直すため，「国際都市経営コース」(50名)，「都市生活創造コース」(110名)を，2020年度よりスタートさせ

ます（両コースの選択は２年次後期）。本格的なグローバリゼーションに対応した都市生活学部は，国際社会に臆せず飛び

込み,多様な観点から都市を創造する力を持つ「新しい都市生活の創造者」を育てていくことを目指します。 

 

今後，都市とそこで働き，住まい，楽しむ人々にとって，新しい世代の価値観を構築する必要があります。グローバル

スタンダード，金融，消費，成長を中心に組み立てられたモノ中心の社会構造から，より精神的な豊かさ，人と人との新

たな繋がり，地球環境や都市と地方の全体的な調和，歴史や文化へのリスペクトに根ざしたコト中心の都市社会の構築へ

と舵を切らなければならないと考えています。以下のような６つの視点をベースとしながら，都市生活を学際的に学び，

社会のなかでニーズを構想・企画へと描きあげ，実現のため事業推進，管理運営を行っていく，企画・実行業務を担う実

践力のある人材として成長していただきたいと考えています。 

 

まず第１に，わが国では，総人口は厳しい少子高齢化の状況が継続しています。しかし，その傾向の中でも，東京を始

めとする大都市への人口集中つまり都市化の傾向が長い間続いてきました。この傾向は欧米先進国にも共通しており，ま

た，人口が増加している発展途上国では急速に都市化が進んでいます。これら世界的な都市化の動きは，資産・情報・文

化・産業の集積へと繋がり，都市は活力と個性を獲得してきました。そして，国家という枠を飛び超え，都市間競争の時

代を迎えています。 

しかし，同時に地域間の格差や地方の活力低下など様々な歪が生まれ，これまでの考え方だけでは解決し得ない複合し

た｢社会課題（Social Issue）｣を生み出しています。それらを横断的に分析し，統合的な解決案を提示し，人々がより精

神的な豊かさを実感しながら働き楽しみ生活する＝｢価値ある都市生活（Value of Urban Life）｣の場と機会を創り出すこ

とが大切になってきました。 

 

第２に，日本は長年続いてきた製造業を核とした産業構造と，サービス・マネジメント・オペレーションといった社会

や人々の生活を持続的に魅力あるものと育てていく，新しい産業と製造業の産業構造が融合していく時代を急速に迎えつ

つあります。IoTに代表されるインターネットとモノづくりの融合や，AI，BIGDATAの活用による，情報技術の蓄積と人工

知能をかけあわせた新しい技術革新と社会変革が進みつつあります。また，ICTや MaaSやシェアリングエコノミーなどの

社会変革や新しいデザイン開発などです。これらの課題に取り組むときに，都市は同時に，フローからストックの時代を

迎えていることを認識しなければなりません。都市に影響を与える様々なイノベーションを取り入れながら，新しい建物

や施設を建設することから，既存の社会資本を活用し，街をより安全で快適で魅力のあるものに育てていくこと，それを

実現するマネジメントが求められています。そのためには，地球環境を見据えて将来の世代に引き継いでいける価値ある

生活環境の構築や，歴史やローカル文化・風土との共生を志向する価値観や理念を確立し，それを支える新しいルールと

社会関係資本を形成していくことが求められます。歴史的には工学系を軸として発展してきた東京都市大学で，都市生活

学部が担うべき責務は，そうした職能を担っていける人材の育成ということになります。 
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第３に，中国やアジア・オセアニアを中心とした発展途上にある国では，人口増加と経済規模の拡大が急速に進んでい

ます。人件費の安い国に工場を作って安い製品を輸入するといった考え方は既に過去のもので，これらの国々が今後消費

の中心にあるのは疑う余地もありません。まだ発展の初期段階にある国も急速に経済力を押し上げてきているのが現状で

す。国際競争の中で，日本は，技術力に加えマネジメント力とデザイン力を磨き，価格競争ではなく，商品・サービス・

空間の価値創造力で戦っていく必要があります。更には，それらの国々も，近い将来消費一辺倒を脱し，人々は豊かさに

価値の軸足を移していくことになり，サービス・マネジメント・オペレーションのニーズが認識されていくでしょう。 

 東京都市大学は，オーストラリアのパースを拠点とした東京都市大学オーストラリアプログラム（TAP），ニュージーラ

ンドカンタベリー大学への留学プログラム（TUCP）,国際化に向けたカリキュラム構築，国際インターンシップの開発など，

国際化に向けて大きな舵を切りました。 

都市生活学部はその先導役を果たし，その中心になることが求められています。都市生活学部では毎年全学部の中でも

多い学生所属割合で最も高い９０名弱の学生が東京都市大学オーストラリアプログラム TAP に参加しています。さらに

TOEIC600点以上の英語力をもつ学生についてはニュージ-ランドのカンタベリー大学への留学プログラム TUCPを通してト

ップアップも図っていきます。また，日本を牽引してきた大企業だけではなく，製造，流通，サービス，そして都市開発

や管理運営分野の企業の多くが国内外というバウンダリーを超え，アジア・オセアニアを中心とした海外で，あるいは，

海外とのビジネスを進めています。 

 ICT技術や，AI，BIGDATAの活用，輸送ノウハウの進歩と国家間の障壁を低くする様々な仕組みづくりが，それに拍車を

かけています。都市生活学部としては，この大きな流れの中でしっかり戦える人材を，社会に送り出していくことが，国

際化に対する答えであると考えます。また前述のように学部の新しい発展の方向性として，「国際都市経営コース」と「都

市生活創造コース」をスタートさせます。国際化社会に飛び出し，都市やまちをつくる知識と技術を学ぶ環境づくりに力

を入れていきます。 

 

第４に，社会の構造や価値観の変化とともに，旧来からの，近隣で完結するあるいは血縁や所属組織を核としたコミュ

ニティの考え方が，成り立たなくなってきました。SNS の発達等が，良くも悪くも，時には距離や国や履歴を超えて，人

と人を新しく結び付けることを可能にしています。そのような新しい時代に相応しい，個々の様々な発想やテーマごとの

集合による新しい連携と，旧来型の地域中心の連携を再生しながら融合させていく，新しいソーシャル・コミュニティの

構築が求められています。また，都市や地域の課題や中心を担う世代や人物は更新されていくので，変化や不確実性に対

して緩やかで打たれ強いマネジメントが必要です。社会全体の豊かさや価値の創造とは，国や自治体による公共政策や法

律・制度・計画と，民間資本による市場原理に基づくビジネスが，地域やテーマによるコミュニティと相互にフィードバ

ックしながら，イノヴェートしていくことの積み重ねであると考えます。 

 

第５に，企業や組織の中ですべての業務が完結しない時代を迎えました。これを個人のネットワークの時代という人も

います。実践的教育を標榜する以上，質量両面で，産業界，行政，他の教育機関と協同していくことが教育の１つの柱に

なると考えます。まずは，様々なシンポジウム，イベント，ワークショップ，コンペティションへの積極的な参加，都市

生活学部の特徴を活かして一定の役割を担う産官学協同プロジェクトへの参加，更には，都市生活学部の 1 つのあるいは

複数の研究室が核になる社会連携プロジェクトの実行に，学部をあげて挑戦することが望まれます。また，将来的には，

本学部の枠を超え，他の学部・学科と単位互換のルール作りを進め，多くの企業と連携を図り，より統合的横断的な教育・

研究環境を整備すべきでしょう。足場を固めた後には，他大学との連携も積極的に図る方向を模索すべきです。 

  

第６に，今後，国際的視野からみた都市づくりへの貢献の観点から SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開

発目標）の目標 11,8,9,12,3,15,6,4,17 に貢献することをめざしていきます。SDGs は，2015 年 9 月に国連で開かれたサミッ

トで決められた，国際社会共通の目標です。このサミットでは，2015 年から 2030 年までの長期的な開発の指針として，

「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」として採択されました。17 の大きな目標と，それらを達成するための具体

的な 169 のターゲットで構成されています。都市生活学部では，SDGs 目標 11 住み続けられるまちづくりを，目標８働

きがいも経済成長も，目標 9 産業と技術革新の基盤をつくろう，目標 12 つくる責任つかう責任，目標 3 すべての人に健

康と福祉を，目標 15 陸の豊かさもまもろう,目標 6 安全な水とトイレを世界に,目標 4 質の高い教育をみんなに,目標 17 パ

ートナーシップで目標を達成，などをめざしていきます。 
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このように，国内外の都市における，今後ますます複雑で横断的になっていくと想定される｢社会課題（Social Issue）｣

を分析し解決策を提案し，人々の｢価値ある都市生活（Value of Urban Life）｣，すなわち質の高い働き方，暮らし方，楽

しみ方，賑わい，そして人と人の新しい繋がりを生み出し，しかも，格差や分断を超えた共生社会，人口構成や気候の変

動を踏まえた新しい社会像を構想し，実現し，運営していく人材が，世界中で必要とされています。私たちの生活の質を

向上させる商品やサービス，街の賑わいや個性的な空間，人々の心を刺激し豊かにする文化，環境と共生する穏やかな社

会，それらを支える制度とシステム，そして，これらがもたらすであろう魅力的で持続可能な都市生活の創造という新し

い価値創造が求められているのです。 

都市生活学部では，都市生活の様々な社会課題を調査分析し，構想・企画へと描きあげ，その実現と継続のためのマネ

ジメントを担う人材を教育と研究の両面で育成します。商学・経営学にベースを置き，工学技術マインド，意匠造形マイ

ンドを有し，国際的な視野を持って，企画・実行・運営業務を担う人材を，実践的に養成していきます。 

 

２．横断型人材育成のストラクチャー 

都市生活学部が目指す横断型人材は，理工学部のように１つの分野を中心に深く掘り下げる専門家ではなく，また，共

通教育部のように浅く広い分野の知識を身につけることが目的ではありません。いわば，その中間にあたり，１つの領域

の専門知識とスキルを持ちながら４つの領域の幅広い知識を有し，グローバルかつローカルに都市の問題を捉えながら多

様な領域の知見を駆使して課題を特定し，解決できる人物像です。プロジェクト演習・卒業研究を軸に，他分野の演習と

専門科目，まちづくり演習や国際ワークショップ，SD-PBLなどアクティブラーニングを取りいれた科目により，１つの専

門領域に軸足を置きつつ，他の３領域を学べるカリキュラム体系となっています。 

横断型人材は，様々な利害関係者をマネジメントする能力育成が不可欠です。文化的背景の異なる人たちとのプロジェ

クトをまとめあげていく力は，国際化社会のなかでますます重要度を増していくでしょう。幅広い知識習得とともに，コ

ミュニケーション能力育成が最も重要で基礎的な要素になります。主として演習科目がその目的を担うことになります。

自分の考えを自分の言葉で話すことから始まり，言葉や文章のほかに CAD・BIM・ICT・模型等の多様なツールを利用して

のプレゼンテーション力を磨き，多様な人々との協働のなかで問題を発見し，解決するトレーニングを行い，合意形成を

していくことのできる人材を育成することに重点を置きたいと考えます。 

※SD-PBL（Sustainable Development Project organized Problem Based Learning）は，持続可能な社会の発展に資する

人材育成という本学の教育目標のためのオリジナルな PBL（Project Based Learning）です。 

※PBL（Project Based Learning）は ，問題解決型学習のことです。知識の暗記などのような受動的な学習ではなく，自

ら問題を発見し解決する能力を養うことを目的とした教育のことです。学生自身の自発性，関心，能動性を引き出し，教

師が学習者のサポートをする立場で授業を進めて行きます。  

 

これらを実現する人材を具体的に示すと以下のようになります。 

・都市空間を生み出す人：渋谷や二子玉川など新しい街の建設では，建築のみならず，環境，文化，社会，経済など，様々

な分野を視野に入れ，都市や街づくりのプランを作成し，各分野の専門家や技術者と協力してプロジェクトを実現させ

ていく人達がいます。その活躍の舞台は，中国・アジア・オセアニアをはじめ世界へと広がっています。 

・街や暮らしをカタチにする人：東京，シンガポール,上海，ニューヨーク，ロンドンなどでは，毎年のように新しい建物

が完成し，街の景観がどんどん変化していきます。独自の個性や魅力的な景観を持った都市空間を実現するため，新し

い都市開発や街づくりのコンセプトに合わせて建築や都市空間をデザインしていく人達がいます。また，都市に暮らす

人々の様々な価値観やライフスタイルに合った暮らしの空間が求められています。グローバルな現代社会では，居住空

間を商品として多様なサービスを含めて提供することも重要となっています。そして，スクラップアンドビルドだけで

はなく，空間の価値と採算性を考慮してリノベーションを行ったり，非居住空間を住空間へ再生したり，質の高い工業

化住宅の開発に取り組む人達がいます。 

・街の仕組みをつくる人：まちづくりやその運営には都市の特徴や文化に根差しながら未来を見据えたルールづくりやス

テークホルダー間の協働が必要です。環境への配慮やエリア全体の調整をマネジメントする専門家，大きく気候が変動

するなか予期せぬ災害に備える専門家が必要とされています。また，都市整備には財源が必要であり，都市の開発には

資金調達と収入の確保が不可欠です。そのため行政や不動産，金融の専門家たちが活躍しています。これらすべてが都

市を舞台にした，私たちの生活を豊かにするための活動です。 

・持続可能な地域づくりを実践する人：限りある資源を活かし，複雑な都市課題を解決していくためには，市民の自発的

な参加が欠かせません。大都市だけではなく地方都市や中山間地域においても持続可能な地域経営のために，行政，地 
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域，民間企業など様々な立場で，地域運営のシステムをイノヴェートしコミュニティをデザインしていく人たちが活躍

しています。 

・都市の魅力的なサービスをデザインする人：素晴らしい商品やサービスがあって初めて，街での生活は豊かなものとな

り，その街の魅力が形成されていきます。また，情報技術は都市生活を支える基盤の一つです。新たな都市課題やニー

ズに応える情報サービスを，斬新な感覚や新たな情報技術を用いてデザインし，ビジネスや公共サービスとして提供す 

る人達がいます。 

・商品やサービスの魅力を伝える人：商品やサービス，都市空間の魅力を引き出し，伝えることが重要です。マーケティ

ングや PR の技術，インターネットをはじめとした新しい媒体を駆使して都市に活力をあたえる専門家がいます。また，

BIG DATAの分析により市場の予測やサービス開発を行うデータサイエンスの専門家も重要になっています。 

・都市文化を生み出す人：イベント，お祭り，エンターテイメント，テーマパークなど都市には楽しみが集まっています。

これらを演出し，街に人々を集客するには，伝統を掘り起こしたり，エンターテイナーを呼び寄せたり，空間を魅力的

に演出したりして，楽しみを様々に提供する人達が活躍しています。 

 

これらの人々すべてが都市を舞台に私たちの生活を豊かにするための活動を行っています。そのため，都市生活学部で

は，新しいライフスタイルを生み出す商品やサービス，美しい街や快適な住まい，そして，これらがもたらす魅力的で持

続可能な都市生活の創造のため，商学・経営学をベースに，工学マインド，意匠造形マインドをもって企画・実行業務を

担う実践力のある人材を育成していきます。 

 

３．４つの領域と２つのコース 

都市生活学部は，都市のライフスタイル，都市のマネジメント，都市のデザイン，都市のしくみという 4 領域で構成さ

れており，｢社会課題（Social Issue）｣と｢価値ある都市生活（Value of Urban Life）｣を構成する都市生活学が対象とす

る都市研究領域のひろがりをあらわしています。都市の創造は，公共から民間まで幅広いセクターが関わります。都市生

活学は，都市開発やビジネス創造，社会起業といった民間が主導する経営学や商学を基盤とする民間の活動領域（都市の

ライフスタイル Lifestyle）から，行政やコミュニティによるまちづくりなど行政学，政策学，インフラなどに関わる公

共的な領域（都市のしくみ System）までを対象としています。また課題発見とそのソリューションを導き出すデザイン

の領域（都市のデザイン Design）から，それを実際に社会実装し維持・発展させていくマネジメントの領域（都市のマ

ネジメント Management）までを広く扱います。 

 

都市のライフスタイル（Lifestyle）の領域を構成する要素としては，都市生活をより創造的なものにする文化・芸術・

楽しみ，それを世界の人と共有する観光と集客，都市の経済を活性化し商品やサービス，それらを支える経営戦略，マー

ケティング，物流，金融のシステムです。 

都市のマネジメント（Management）の領域を構成する要素は，都市の将来像を中長期に渡って描くマスタープラン，都

市開発を支える不動産マネジメントとプロジェクトマネジメント，都市生活の新しい人と組織の関係を創造するソーシャ

ル・コミュニティマネジメント，都市の経営運営を担うタウンマネジメント・エリアマネジメント，施設の経営運営を担

うプロパティマネジメントとオペレーションとなります。 

都市のデザイン（ Design）の領域を構成する要素は，都市の美しい景観や豊かな都市空間の創造を担う都市デザイン， 

都市の活動の拠点となる建築・空間，人々の生活の基本である居住を支えるハウジングと居住環境のコミュニティデザイ

ン，CAD，CG，プログラミング，BIMなどのデザインや企画・設計を支える技術です。 

 都市のしくみ（System）を構成する要素は，都市の様々なアクティビティを支える社会制度とインフラ，豊かな都市生 

活を共有するための環境，様々な都市の活動を有効に機能させるために不可欠の公共政策，高齢化社会に向けた社会福祉 

のシステムとデザインと考えます。 

 

これら都市生活学の 4 領域をベースに，都市を，世界的に広がる複雑なグローバル社会の問題系のなかで考える国際都

市経営コースと，世界に先駆けて生じる日本の縮退状況へ対応する先端的な都市・地域問題として捉える都市生活創造コ

ースの 2 コースを用意しています。近代化によって拡大・発展してきた都市は，急速に進むグローバリゼーションへ機能

的な対応，地球規模の気候変動や資源の枯渇問題，格差の進行や民族対立など 21世紀に入りその根本的なあり方が揺るが

されています。そして国内に目を向けても，高度な経済成長の望めない超高齢化社会の到来，人口減少への対応や地方創

生への期待など，都市は拡大から縮絨へ転換しつつあり，これは日本が対応を迫られる世界的な先端課題だといえます。 
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こうしたなか，グローバルな視点とローカルな視点の両極を見据えた複眼的な都市研究が求められ，またそうした視点か

ら課題発見・解決の具体的アクションを起こせる人材が求められているといえるでしょう。なお，「国際都市経営コース」，

「都市生活創造コース」のいずれのコースに所属していても，都市生活学の 4 つの領域を体系的に学べるように，カリキ

ュラムが構成されています。２つのコースのコンセプトは以下です。 

・都市生活創造コース（定員 110名） 

都市に関する多様な領域に渡る幅広い知見とビジネス，マネジメント，デザインの専門性を活かして都市・地域に求め

られる様々な課題を解決し，新たな価値を総合的に創造できる人材を育成する。 

 

・国際都市経営コース（定員 50名） 

国際都市ビジネスの現場で必要な知識・スキル・経験を修得することで，多様な価値を持つ人々の中でマネジメント能

力を発揮できる人材を育成する。 

 

 

 

都市生活学部は，魅力的で持続可能な都市生活の創造のため，生活者のニーズを構想・企画へと描きあげ，その実現の

ため事業推進，管理運営を行っていく，企画・実行業務を担う実践力のある人材を養成します。都市の国際化へ対応し，

ビジネスなどの場で必要な知識・スキル・経験を修得して，多様な国際的価値を持つ人々の中でマネジメント能力を発揮

できる人材を育成していきます。 

 

４．教育の理念と体系 

都市生活学部においては，次世代の都市創造を担う人材育成を目標に，商学・経営学に軸足を置き，社会（生活者，市

場など）に対する方法論を基盤に据えつつ，工学・芸術（技術，意匠造形）の方法論を活用し，都市における空間，商品・

サービスに関する生活者のニーズを構想・企画へと描きあげ，その実現のため事業推進，管理運営を行っていく企画・実

行力を身につけるための教育研究を行うことを理念とします。そのため，都市に関する広範な専門性に加え，商学・経営

学の専門知識，社会学系および工学・芸術系の技術を身につけ，それらの知識と技術を活用して問題発見・問題解決に取

り組むプロジェクト型の学習を実施することで，グローバリゼーションが進行する多文化社会で活躍できる企画・実行力

を身につけます。このような実践的な教育体系は，以下の図のようになります。 
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                経営学概論・マーケティング概論 

会計学概論・都市の経済学など 

 

 

 

 

マーケティングリサーチ演習       プロジェクト演習         空間デザイン演習 

統計と分析 など        国際ワークショップ，まちづくり演習  グラフィックデザイン演習 

                        SD-PBL           都市デジタルシミュレーション など 

                        

 

 

都市生活創造コース                                国際都市経営コース 

                                         英語開講の専門科目 

 

 

 

 また，この体系の下，具体的には下記の専門領域ごとに下記の要素を学習する諸科目を配置しています。 

 

（１）都市のライフスタイル Lifestyle                      

  この専門領域では下記の要素について学習します。 

 ①Culture, Art, & Amusement 文化・芸術・アミューズメント 

  ②Product & Service 商品・サービス 

③Marketing マーケティング 

④Logistics 物流・商流 

⑤Finance & Accounting金融・会計 

⑥Tourism 観光 

⑦Human Attract 集客  

  

（２）都市のマネジメント Management                      

 この専門領域では下記の要素について学習します。 

①Master Plan マスタープラン 

②Real estate 不動産 

③Project management プロジェクトマネジメント 

④Area・Town management エリア・タウンマネジメント 

⑤Property Management & Operation 管理運営 

⑥Community Management コミュニティマネジメント 

 

（３）都市のデザイン Design  

  この専門領域では下記の要素について学習します。 

  ①Urban design 都市デザイン  

  ②Space & Architecture 空間と建築 

③Housing & Community Design 住居とコミュニティデザイン 

 ④Computer Technology コンピュータ技術 

 

（４）都市のしくみ System  

この専門領域では下記の要素について学習します。 

 ①Infrastructure インフラ 

②System 制度・システム 

③Public Policy  公共政策 

④Environment 環境 

⑤Social Welfare 社会福祉 

 ⑥Urban Mobility  開発経済 

 

 

商学・経営学に軸足 

企画・実行業務の実践力 社会系方法論を基盤 工学・芸術系方法論を活用 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

デ
ザ
イ
ン 

し
く
み 
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カリキュラムには，これらは次のように具体的に反映されています。 

①都市のライフスタイル，マネジメント，デザイン，しくみ領域についての実践的な教育研究 

都市生活に関する４つの専門領域（都市のライフスタイル領域，都市のマネジメント領域，都市のデザイン領域，都市

のしくみ領域）の専門科目を設置し，グローバルかつローカルな多面的な都市課題を理解する実践的な教育研究を行い

ます。 

②構想・企画を描きあげ事業推進，管理運営を行う企画・実行業務の実践力育成 

「プロジェクト演習」，「国際ワークショップ」，「まちづくり演習」，「SD-PBL」などのプロジェクト型の演習科目では，

専門科目，演習科目で身につけた知識と技術を生かして都市課題を発見し解決する実践を行い，都市創造に向けた構想

力と実行力を身につけます。 

③国際的な多文化社会で活躍できるプロジェクトマネジメント力の涵養 

英語での調査やディスカッションを行う英語開講科目（国際都市創造コース指定科目），海外でのフィールドワークや外

国人学生とのプロジェクトなどを行う「国際ワークショップ」により，国際社会でプロジェクトをリードできる知識や

コミュニケーション力を育みます。 

④商学・経営学をベース 

必須科目の「マーケティング概論」，「経営学概論」，「都市の経済学」のほか，「経営財務」，「会計学概論」，「経営戦略論」

を学ぶことにより商学・経営学のエッセンスを学びとります。 

⑤社会（生活者，市場など）系方法論を基盤 

社会系方法論の修得として「マーケティングリサーチ演習」により，社会調査，マーケティングリサーチのスキルを身

に付けます。また，社会学系の科目として「統計と分析」，「ブランド戦略」，「都市の社会学」，「広告コミュニケーショ

ン」，「まちの観察」，「ユニバーサルデザイン」などにより，生活者や市場の問題を読み解き，戦略を立案するための基

盤となる知識を学びます。 

⑥工学・芸術（技術，意匠造形）系の方法論を活用 

工学・芸術（技術，意匠造形）双方の方法論として「グラフィックデザイン演習」「空間デザイン演習」，「都市デジタル

シミュレーション」で，社会課題の解決に向けたデザインを提案するためのスキルを身に付けます。 

 

都市生活学部では，社会系の方法論を基盤に工学・芸術系の方法論を活用するという複合的な教育体系の中で学習してい

くことから，さまざまな資格への挑戦が可能となります。その中で，特に建築デザイン分野は，建築都市デザイン学部の

建築学科と専門的に一部,近い関係となります。建築学科では建築空間を対象に工学・芸術（技術，意匠造形）の方法論を

基盤に据えつつ社会（生活者，市場など）の方法論を活用していく立場となるのに対して，都市生活学部都市生活学科で

は，都市における空間のみならず商品・サービスをも対象として商学・経営学にベースをおき，社会（生活者，市場など）

に対する方法論を基盤に据えつつ，工学・芸術（技術，意匠造形）の方法論を活用して，「都市文化のクリエイター」，「街

づくりのプロデューサー」，「住環境・商環境のデザイナー」になれる素養を有した人材を育てていきます。 

これらの点から，都市生活学部卒業生は建築学科と異なり，全員がものづくりに携わるのではなく，営業，開発，事務

をはじめ多岐の業務に携わります。そのため，スキルの教育に当たっては「ものづくり」教育よりも「理解する」教育を 

主眼としています。当学部卒業生が実社会で活躍する場合，幅広く商品・サービスの企画開発と事業展開を行っていくた

めには，都市建築系やデザイン系の専門家，行政，住民との協同作業が頻繁にあることが予想されますが，その際，協同

作業者に自分の企画内容を的確に伝えて技術的，意匠的に深めてもらうためには，最低限必要なスキルと知識を習得する

ことが必要となり，そのため，ものづくりを「理解する」力を養うためのスキル教育を用意しています。 

 

５．カリキュラムの特徴      

 

 

都市生活学部は，１～２年次を中心に教養科目や専門の基礎となる科目を学んだのち，２～３年次を中心に４領域の専

門科目で知識を深めていきます。それと併行して，１～２年次で専門スキルを演習形式で身に付け，３年次のプロジェク

ト演習や４年次の卒業研究で学んできた専門知識と結び付けて応用展開し，個人毎の専門能力を育成します。一方，大学

生活やキャリア形成を行うため，少人数クラス制の SD PBL(1)，キャリアデザインによって個人単位でのきめ細かい指導

を行い，進路の適切な選択，決定へと導きます。こうした専門能力の育成と進路選択という二筋の教育によって実践力の 

  

「国際都市経営コース」(50名)，「都市生活創造コース」(110名) 
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ある人材となって社会に出ていきます。 

なお，「国際都市経営コース」(50名)，「都市生活創造コース」(110名)は，２年次後期に選択することになります。 

  

 

 

１）４つの専門領域の科目と進路 

専門科目は「都市のライフスタイル」「都市のマネジメント」「都市のデザイン」「都市のしくみ」の４領域に分類され，

将来の進路にあわせた専門性を身につけられるよう選択が可能です。「国際都市経営コース」，「都市生活創造コース」い

ずれのコースを選択しても，興味や関心に応じて横断的に科目の選択ができます。 

 

【専門領域１ 都市のライフスタイル】 

①専門科目 ： 人々の創造性を刺激し，生活を楽しくしてくれる都市の文化を企画・実施する能力の涵養 

 都市の社会学，経営戦略論，経営財務，Urban Area Marketing, Urban Tourism，広告コミュニケーション，ブラン

ド戦略，集客学 

②将来の進路 ： 都市文化のクリエイターの育成 

商品開発クリエイター（流通，メーカー），文化・芸術イベントのプロデューサー，広告プランナー（広告代理店），

編集者（出版社），トラベルコーディネーター（旅行業，航空，鉄道），インターネット開発クリエイター など 

 

【専門領域２ 都市のマネジメント】 

①専門科目 ： 美しく暮らしやすい都市の空間を企画・開発・運営する能力の涵養 

プロジェクトマネジメント，住宅と不動産，都市空間の演出，Urban Development & Management，不動産ビジネス，

エリアマネジメント，コミュニティマネジメント 

②将来の進路 ： 街づくりのプロデューサーの育成 

都市開発プロデューサー（デベロッパー），都市プランナー，まちづくりコンサルタント，不動産ビジネスマン（不

動産会社），資産投資マネージャー（金融），公務員（街づくり担当） など 

 

【専門領域３ 都市のデザイン】 

①専門科目 ： 社会ニーズに合った環境に優しい，安全で快適な住環境や商環境をデザインする能力の涵養 

  都市デザイン，建築空間論，Urban Landscape，Urban Environment Design，インテリアデザインと実務，建築史，

住宅計画，リノベーションとコンバージョン 

「国際都市経営コース」(50

名)，「都市生活創造コース」

(110名)選択 
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②将来の進路 ： 建築士・住環境や商環境デザイナーの育成 

建築士（設計事務所・建設会社），住宅・商業関連商品開発クリエイター（メーカー），住宅デザイナー・営業（ハ

ウスメーカー），インテリアデザイナー・コーディネーター，建築家，建築コンサルタント など 

 

【専門領域４ 都市のしくみ】 

①専門科目 ： 都市をシステムと捉え，機能的な活動と快適な生活環境を支えるための知的能力の涵養 

 都市政策，Urban Mobility，ユニバーサルデザイン，住まいの構法・生産・流通，まちの防災，住まいと環境，都

市計画(2)  

②将来の進路 ： 都市社会の制度設計者，都市自治体を経営する公務員，公益事業の企画経営者の育成 

国家公務員，地方公務員，中央・地方の独立行政法人職員，公益法人職員，建設コンサルタント，建設会社員，鉄

道会社・バス会社社員，電力・ガス・通信事業会社社員，ソーシャルビジネスの起業家など 

 

２）３・４年次のプロジェクト経験 

３年次での「プロジェクト演習」は，専門科目で学んだ知識と演習で身に付けた専門スキルを結びつけ，応用展開す

るものです。４年次の「卒業研究」ではそれをさらに深化させ，４年間の学習の総仕上げを行います。プロジェクト演

習と卒業研究では，それぞれ専門分野毎の研究室に所属し，実際の都市プロジェクトに参画したり，具体的な研究テー

マをもとに深く都市を研究する貴重な経験を積むことができます。このほか，「国際ワークショップ」，「まちづくり演習」

など総合的なプロジェクト型授業もあります。 

 

３）少人数クラスのベストケア 

10～15名程度の学生を教員１名が担当するクラス担任制を導入しています。学習をはじめ，大学生活全般にわたる個

人指導を行います。１年次での SD-PBL⑴，２年次での SD-PBL⑵，３年次でのキャリアデザインなど，大学生活の始動や

進路探索，就職支援に関するプログラムを用意して，学生一人ひとりの興味や能力を把握した上での指導を行ないます。 

クラス配属は，１年次～３年次前期は入学時に学籍番号を基準として行い，３年次後期～４年次においては研究内容

や進路希望の申請をもとに定員を配慮して研究室ごとに振り分けを行ないます。 

①大学生活始動：SD PBL(1)（１年次） 

キャンパスプランの作成 

専門教育のための基礎的能力育成 

②進路探索：SD PBL(2),キャリアデザイン（２年次後期～３年次前期） 

進路選択指導 

インターンシップ指導 

③就職支援：ゼミでの個人指導（３年次後期～４年次） 

エントリー指導 

面接指導 

就職活動カルテによる指導 

 

４）情報化社会のビジネススキル 

ノートＰＣ必携で基礎から応用まで，情報化社会に不可欠なＩCＴスキルを身に付けて社会に出て行きます。 

入学時にノートパソコンを購入し，まずコンピュータの基礎スキルを修得します。そして，「空間を創造できる能力」，

「コンピュータでデザインする能力」，「情報の収集・分析能力」といった３種類のスキルを習得するため，１・２年次

に「空間デザイン演習」，「都市デジタルシミュレーション」，「マーケティングリサーチ演習」の各科目を配置します。

さらに，２年次では「Facilitation & Communication」の授業で，社会では不可欠なプレゼンテーション能力を養いま

す。 

 

５）街における実体験学習 

①街観察のフィールドワーク 

都市を学ぶ上で，「実物」を観察することが何より大切です。自由が丘や代官山，渋谷など，キャンパスの近くにある

人気の街を学びの舞台にして，景観や建築デザイン，環境，ファッションなどの調査を行います。 
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②海外研修 

希望者を対象に，世界の都市を視察し，フィールドサーベイを行う海外研修を予定しています。海外の複数の都市を

自分の目で観察し，視野を広げるのが目的で，これまでの実績は以下の通りです。 

・「世界の都市」研修―ヨーロッパ編 

研修先：イタリア・フランス・イギリス 

実施年：H22.03，H23.03，H24,03，H25,03，H26.03，H27.03，H29.03，H30.03，H31.02～03 

・「世界の都市」研修―中国編［中国都市開発ビジネスインターンシップ］ 

研修先：上海 

実施年：H23.09 

・「世界の都市」研修―アジア編 

研修先：シンガポール・ベトナム 

実施年：H26.02，H27.02，H28.02 

③東京都市大学オーストラリアプログラム（TAP） 

 オーストラリア，西豪州パースのエディスコーワン大学（ECU）または,マードック大学（MU）に短期留学しています。 

 都市生活学部においては，サイクル A（2月～6月まで，H31より 2月～5月まで）での実施となります 

   短期留学先：エディスコーワン大学（ECU）または,マードック大学（MU） 

   実施年：H28.2～6，H29.2～6，H30.2～6，H31.2～5，R2.2～5 

④東京都市大学カンタベリー大学留学プログラム（TCUP） 

TOEIC600点以上の英語力をもつ学生については，ニュージランドのカンタベリー大学への短期留学プログラム（TUCP） 

への支援をとおして，より高いレベルでの学生のトップアップも図っていきます。 

⑤その他 

特別プログラムとして，以下の実体験を行ったこともありました。 

・「東北地方ボランティア活動と復興視察プログラム」 

研修先：石巻市・女川町・南三陸町など 

実施年：H23.09 

 

６）都市生活学部における国際化の方針 

 領域横断的・実践的に都市／地域づくりを学ぶ都市生活学部は，「都市生活創造コース」と「国際都市経営コース」の２

つのコースを設置しています。特に国際都市経営コースでは，世界の先端的な都市・地域マネジメント技術を学び，国際

都市ビジネスで活躍できる人材を育成することを目的としています。都市生活学部が育成する人材像とは，日本の都市技

術・文化を深く知りながら，国際的な文脈で課題を発見し解決できる構想力を持つ人材であり，多様な国籍や文化的背景

を持つ他者を理解し，共感し，共創できるマインドを持つ人材であり，現代の複雑な状況・組織の中で，各種のプロジェ

クトを力強く推進するスキルを持つ人材です。たとえば，海外諸国で展開される様々な都市プロジェクトへ関わる仕事を

したり，日本企業の海外部門で，日本の都市創造が持つ技術的知的資源を生かし，それぞれの国や地域の状況にあわせて

新たな価値を創りあげていく仕事（デベロッパー，不動産管理，建築設備などの海外部門など）で活躍する者。また，国

内であっても，会社員や若者だけではなく，子供や高齢者など多様な立場の人とともに，定常化時代に適応したあらたな

都市や地域を創りあげていく仕事（公務員，不動産，住宅，建築設計，IT，広告など）に従事する者などです。 

 すなわち，真に国際的な感性を持つ人材ということですが，ここで言う「国際」的観点とは，文化や社会経済的背景の

異なる海外関係者と，日本国内外にて，都市における価値実現に携わり成果を挙げるために必要な素養を指します。また

「ビジネス」とは，民間企業による営利活動に限定することなく行政やコミュニティなどの活用も含む広く「持続的価値

実現」に関わる活動全体を指しています。 

 こうした人材育成のためには，カリキュラムを通じて，次の力を涵養することが必要となります。 

 

①問題発見能力・センスの涵養＝各分野の基礎的な知見と対象の見方，プロジェクト（プログラム）として課題を具体

化する力。 

②問題を解決するマネジメント力＝背景・文化・利害の異なる関係者が複雑に関わる課題，問題を解決し価値を実現す

る力，スキル。 

③これらを支えるコミュニケーション力，チームワーク（語学力を含む） 
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 これらは，都市生活学部の教育全体に当てはまりますが，特に国際都市経営コースでは，問題発見能力，問題解決マネ

ジメント力，コミュニケーション力を，グローバルな視点，多文化的な状況で発揮できる人材育成に力を入れています。 

 

TAP生:TOEIC650（目標点） 

M0生（大学院進学予定４年生）等(TUCP申請時):TOEIC600 

 

[単位を取得できる留学] 

東京都市大学留学プログラム 95名を目標 

・TAP海外研修 90名を目標 （学部定員 56％） 

・TUCP海外研修 5名を目標 （学部定員 3％） 

[語学研修，５大学連合等] 

・デラサール大学英語短期研修 

・海外インターンシップ（単位認定あり） 

・アジア・大洋州 5 大学連合（AOFUA）ASIA-OCEANIA FIVE UNIVERSITIES ALLIANCE による交流等 

締結校：デラサール大学（フィリピン），エディスコーワン大学（オーストラリア），東京都市大学（日本），タマサー

ト大学シリントーン国際工学部（タイ），マレーシア日本国際工科院（マレーシア） 

 

東京都市大学留学プログラム：12単位を取得できる。 

（TAP  12単位，TUCP  12単位） 

国際都市経営コースについては 2年次 9月時点で TAPより帰国後に選抜により決定。 

5大学デラサール研修等：2単位 

海外インターンシップ等：2単位 

到達目標・効果測定： 

国際都市経営コースは 

・TOEIC:750 

・IELTS：6.0 

を目標値とする。 

国際都市経営コース以外の学生（都市生活創造コース）は 

・卒業時 TOEIC550点 

・M0生 TOEIC600点 

を目標値とする。 

 

卒業研究を前期と後期に分け柔軟性をもたせる 

国際都市経営コース：英語による卒論提出対応 

 

卒業研究を前期と後期に分けることで，M0生が留学プログラムを実施しながら，卒業研究を取得可能とする。 

TOEIC600点以上が望ましい 

・国際都市経営コースの設置 

都市のライフスタイル，マネジメント，デザイン，しくみの領域をまたがり，学年をおって東京都市大学留学プログラム

（TAP，TUCP)以降も継続的に英語の PBL型，および授業を受けることができる。 

国際ワークショップなどの一定の活動に単位を付与する。 

・Urban Area Marketing,Global Business 

・Urban Development & Management,Urban Innovation 

・Urban Landscape,Built Environment Design 

・Urban Planning System,Urban Mobility（開発経済） 
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2020年度 都市生活学部 都市生活学科 教育課程表 １ 

①：都市生活創造コース ②：国際都市経営コース       ○印必修 △選択必修 ☆印国際都市経営コース指定科目 

Ｇ：国際化（グローバル化）に対応した教養科目 

「教養科目」において，「海外の歴史と文化」「我が国の歴

史と文化」に関連し,国際化（グローバル化）に対応した教

養となる科目に「Ｇ」を付しています。 

科
目
群 

区 

分 

授  業  科  目 

必選 

の別 
単 

位 

数 

週 時 間 数 
担 当 者 

（２０２０年度現在） 

科目 

ナンバ 

リング 

１年 ２年 ３年 ４年 

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後 

001 

教 
 

養 
 

科 
 

目 

人
文
学
系 

哲学(1) Ｇ   2 2        他キャンパス開講 00-111 
002 哲学(2) Ｇ   2  2       他キャンパス開講 00-112 
003 倫理学(1)    2 2        他キャンパス開講 00-113 
004 倫理学(2)    2  2       他キャンパス開講 00-114 
005 倫理学(a)    1  1       他キャンパス開講 00-115 
006 倫理学(b)    1  1       他キャンパス開講 00-116 
007 文化人類学    2  2       他キャンパス開講 00-117 
008 視覚芸術史(1) Ｇ   2 2        他キャンパス開講 00-118 
009 視覚芸術史(2) Ｇ   2  2       他キャンパス開講 00-119 
010 デザイン概論(1) Ｇ   2   2      他キャンパス開講 00-211 
011 デザイン概論(2) Ｇ   2    2     他キャンパス開講 00-212 
012 日本文学 Ｇ   2   2      木内英実 00-213 
013 日本史(1) Ｇ   2 2        他キャンパス開講 00-11A 
014 日本史(2) Ｇ   2  2       他キャンパス開講 00-11B 
015 西洋史(1) Ｇ   2 2        他キャンパス開講 00-11C 
016 西洋史(2) Ｇ   2  2       他キャンパス開講 00-11D 
017 民俗学(a) Ｇ   1  1       他キャンパス開講 00-11E 
018 民俗学(b) Ｇ   1  1       他キャンパス開講 00-11F 
019 宗教学 Ｇ   2 2        他キャンパス開講 00-11G 
020 

社
会
科
学
系 

社会学(1a)    1 1        後藤美緒 00-121 
021 社会学(1b)    1 1        後藤美緒 00-122 
022 社会学(2a)    1  1       後藤美緒 00-123 
023 社会学(2b)    1  1       後藤美緒 00-124 
024 社会学入門(a)    1 1        他キャンパス開講 00-125 
025 社会学入門(b)    1 1        他キャンパス開講 00-126 
026 経済学(1a)    1 1        坂本純一 00-127 
027 経済学(1b)    1 1        坂本純一 00-128 
028 経済学(2a)    1  1       坂本純一 00-129 
029 経済学(2b)    1  1       坂本純一 00-12A 
030 日本経済論(a) Ｇ   1     1    他キャンパス開講 00-321 
031 日本経済論(b) Ｇ   1     1    他キャンパス開講 00-322 
032 政治学(1a)    1 1        他キャンパス開講 00-12B 
033 政治学(1b)    1 1        他キャンパス開講 00-12C 
034 政治学(2a)    1  1       他キャンパス開講 00-12D 
035 政治学(2b)    1  1       他キャンパス開講 00-12E 
036 日本の政治(a) Ｇ   1   1      他キャンパス開講 00-221 
037 日本の政治(b) Ｇ   1   1      他キャンパス開講 00-222 
038 国際関係論(1a) Ｇ   1 1        都築正奏 00-12F 
039 国際関係論(1b) Ｇ   1 1        都築正奏 00-12G 
040 国際関係論(2a) Ｇ   1  1       宮下大夢 00-12H 
041 国際関係論(2b) Ｇ   1  1       宮下大夢 00-12I 
042 日本国憲法    2 2 (2)       他キャンパス開講 00-12J 
043 民法    2  2       他キャンパス開講 00-12L 
044 法学    2 2        他キャンパス開講 00-12K 
045 西洋経済史 Ｇ   2 (2) 2       他キャンパス開講 00-12M 
046 人文地理学(a)    1 1        他キャンパス開講 00-12N 
047 人文地理学(b)    1 1        他キャンパス開講 00-12O 
048 現代中国論 Ｇ   2  2       他キャンパス開講 00-12P 
049 

人
間
科
学
系 

教育学(1a)    1 1        他キャンパス開講 00-131 
050 教育学(1b)    1 1        他キャンパス開講 00-132 
051 教育学(2a)    1  1       他キャンパス開講 00-133 
052 教育学(2b)    1  1       他キャンパス開講 00-134 
053 スポーツ・健康論    2 2 (2)       他キャンパス開講 00-135 
054 心理学(1a)    1 1        他キャンパス開講 00-136 
055 心理学(1b)    1 1        他キャンパス開講 00-137 
056 心理学(2a)    1  1       他キャンパス開講 00-138 
057 心理学(2b)    1  1       他キャンパス開講 00-139 



60 

 

注：週時間数の欄に記載されている数字は授業の時間数を表し，100分を 2時間（１コマ）としてカウントします。 

単位数の計算もこの原則に基づいて行います（「1-2.単位数」の項参照）。 

 

 

 

科
目
群 

区 

分 

授  業  科  目 

必選 

の別 
単 

位 

数 

週 時 間 数 
担 当 者 

（２０２０年度現在） 

科目 

ナンバ 

リング 

１年 ２年 ３年 ４年 

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後 

058 

教 
 

養 
 

科 
 

目 

人
間
科
学
系 

心理学概論(a)    1 1        森山徹 00-13A 
059 心理学概論(b)    1 1        森山徹 00-13B 
060 心理学入門    2 2        他キャンパス開講 00-13C 
061 社会とジェンダー(a)    1  1       他キャンパス開講 00-13D 
062 社会とジェンダー(b)    1  1       他キャンパス開講 00-13E 
063 国際化と異文化理解(a) Ｇ   1      1   山中美子 00-331 
064 国際化と異文化理解(b) Ｇ   1      1   山中美子 00-332 
065 日本文化の伝承(a) Ｇ   1  1       榎本宗白 00-13F 
066 日本文化の伝承(b) Ｇ   1  1       榎本宗白 00-13G 
067 

自
然
・
情
報
科
学
系 

データサイエンスリテラシー(1) ※DS   1 2 (2)       未定 00-149 
068 データサイエンスリテラシー(2) ※DS   1 (2) 2       未定 00-14A 
069 文系のための数理基礎  ※MS    2 2 (2)       未定 00-14B 
070 論理学(1a)    1 1        他キャンパス開講 00-141 
071 論理学(1b)    1 1        他キャンパス開講 00-142 
072 論理学(2a)    1  1       他キャンパス開講 00-143 
073 論理学(2b)    1  1       他キャンパス開講 00-144 
074 生活とメディア    2   2      松浦李恵 00-242 
075 公衆衛生学    2      2   早坂信哉 00-341 
076 現代の物理(a)    1 1        他キャンパス開講 00-145 
077 現代の物理(b)    1 1        他キャンパス開講 00-146 
078 現代の化学    2 2        他キャンパス開講 00-147 
079 現代の地学    2 2        他キャンパス開講 00-148 
080 科学技術と社会    2    2     他キャンパス開講 00-241 
081 

そ
の
他 

ボランティア(1)    1         信太洋行 00-951 
082 ボランティア(2)    1         信太洋行 00-952 
083 教養ゼミナール(1)    2 2 (2) 教養ゼミナールと教養特別講義は，各４単位

まで「教養科目」区分の卒業要件として算入

できる。それぞれ４単位を超える同科目の単

位は，卒業要件に算入できない。科目詳細は，

シラバスを参照すること。 

別指定 00-953 

084 教養ゼミナール(2)    2 2 (2) 別指定 00-954 
085 教養特別講義(1)    2 2 (2) 別指定 00-955 
086 教養特別講義(2)    2 2 (2) 別指定 00-956 

087 

外
国
語
科
目 

英
語
科
目
（
ス
キ
ル
） 

Communication Skills(1) ○ ○ 1 2        杉本,グレコ,中村 02-111 
088 Communication Skills(2) ○ ○ 1  2       杉本,グレコ,中村 02-113 
089 Reading and Writing(1a) ○ ○ 0.5 1        植野,染谷,水戸 02-115 
090 Reading and Writing(1b) ○ ○ 0.5 1        植野,染谷,水戸 02-116 
091 Reading and Writing(2a) ○ ○ 0.5  1       植野,染谷,水戸 02-117 
092 Reading and Writing(2b) ○ ○ 0.5  1       植野,染谷,水戸 02-118 
093 Basic English Training(a)   1   1 (1)     丸山令子 02-211 
094 Basic English Training(b)   1   1 (1)     丸山令子 02-212 
095 Grammar(1a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-213 
096 Grammar(1b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-214 
097 Grammar(2a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-215 
098 Grammar(2b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-216 
099 Test Taking Skills(1a)   1   1 (1)     松本弘法 02-217 
100 Test Taking Skills(1b)   1   1 (1)     松本弘法 02-218 
101 Test Taking Skills(2a)   1   1 (1)     植野貴志子,杉本裕代  02-219 
102 Test Taking Skills(2b)   1   1 (1)     植野貴志子,杉本裕代  02-21A 
103 Test Taking Skills(3a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-311 
104 Test Taking Skills(3b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-312 
105 Critical Reading(1a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-22B 
106 Critical Reading(1b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-22C 
107 Critical Reading(2a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-22D 
108 Critical Reading(2b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-22E 
109 Critical Reading(3a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-313 
110 Critical Reading(3b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-314 
111 Critical Listening(1a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-21F 
112 Critical Listening(1b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-21G 
113 Critical Listening(2a)   1   1 (1)     杉本裕代,松本弘法 02-21H 
114 Critical Listening(2b)   1   1 (1)     杉本裕代,松本弘法 02-21I 
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2020年度 都市生活学部 都市生活学科 教育課程表 ２ 

①：都市生活創造コース ②：国際都市経営コース       ○印必修 △選択必修 ☆印国際都市経営コース指定科目 

 

 

 

 

 

科
目
群 

区 

分 

授  業  科  目 

必選 

の別 
単 

位 

数 

週 時 間 数 
担 当 者 

（２０２０年度現在） 

科目 

ナンバ 

リング 

１年 ２年 ３年 ４年 

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後 

115 

外
国
語
科
目 

英
語
科
目
（
ス
キ
ル
） 

Critical Listening(3a)   1   1 (1)     杉本裕代 02-315 
116 Critical Listening(3b)   1   1 (1)     杉本裕代 02-316 
117 Communication Strategies(1a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-21J 
118 Communication Strategies(1b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-21K 
119 Communication Strategies(2a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-21L 
120 Communication Strategies(2b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-21M 
121 Communication Strategies(3a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-317 
122 Communication Strategies(3b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-318 
123 Academic English(1a)   1   1 (1)     岡野恵, 沢村静 02-21N 
124 Academic English(1b)   1   1 (1)     岡野恵, 沢村静 02-21O 
125 Academic English(2a)   1   1 (1)     植野貴志子 02-21P 
126 Academic English(2b)   1   1 (1)     植野貴志子 02-21Q 
127 Academic English(3a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-319 
128 Academic English(3b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-31A 
129 

英
語
科
目
（
教
養
） 

Literature in English(1a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-221  
130 Literature in English(1b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-222  
131 Literature in English(2a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-223 
132 Literature in English(2b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-224 
133 Global Culture(1a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-225 
134 Global Culture(1b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-226 
135 Global Culture(2a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-227 
136 Global Culture(2b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-228 
137 Language Sciences(1a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-229 
138 Language Sciences(1b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-22A 
139 Language Sciences(2a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-22B 
140 Language Sciences(2b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-22C 
141 Global Society(1a)   1   1 (1)     沢村静 02-22D  
142 Global Society(1b)   1   1 (1)     沢村静 02-22E 
143 Global Society(2a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-22F 
144 Global Society(2b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-22G 
145 

共
通 

海外・特別選抜セミナー   2 2 (2)       他キャンパス開講 02-931 
146 外国語特別講義(a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-932 
147 外国語特別講義(b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-932 
148 

英
語
以
外
の
外
国
語
科
目 

ドイツ語(1a)   1   1 (1)     清水紀子 02-241 
149 ドイツ語(1b)   1   1 (1)     清水紀子 02-242 
150 ドイツ語(2a)   1   1 (1)     清水紀子 02-243 
151 ドイツ語(2b)   1   1 (1)     清水紀子 02-244 
152 フランス語(1a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-245 
153 フランス語(1b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-246 
154 フランス語(2a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-247 
155 フランス語(2b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-248 
156 スペイン語(1a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-249 
157 スペイン語(1b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-24A 
158 スペイン語(2a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-24B 
159 スペイン語(2b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-24C 
160 イタリア語(1a)   1   1 (1)     清水英夫 02-24D 
161 イタリア語(1b)   1   1 (1)     清水英夫 02-24E 
162 イタリア語(2a)   1   1 (1)     清水英夫 02-24F 
163 イタリア語(2b)   1   1 (1)     清水英夫 02-24G 
164 中国語(1a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-24H 
165 中国語(1b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-24I 
166 中国語(2a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-24J 
167 中国語(2b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-24K 
168 アラビア語(1a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-24L 
169 アラビア語(1b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-24M 
170 アラビア語(2a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-24N 
171 アラビア語(2b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-24O 



62 

 

注：週時間数の欄に記載されている数字は授業の時間数を表し，100分を 2時間（１コマ）としてカウントします。 

単位数の計算もこの原則に基づいて行います（「1-2.単位数」の項参照）。 

 

 

 

 

 

科
目
群 

区 

分 

授  業  科  目 

必選 

の別 
単 

位 

数 

週 時 間 数 
担 当 者 

（２０２０年度現在） 

科目 

ナンバ 

リング 

１年 ２年 ３年 ４年 

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後 

172 

外
国
語
科
目 

英
語
以
外
の 

外
国
語
科
目 

韓国語(1a)   1   1 (1)     長渡陽一 02-24P 
173 韓国語(1b)   1   1 (1)     長渡陽一 02-24Q 
174 韓国語(2a)   1   1 (1)     長渡陽一 02-24R 
175 韓国語(2b)   1   1 (1)     長渡陽一 02-24S 
176 日本語表現(a)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-24T 
177 日本語表現(b)   1   1 (1)     他キャンパス開講 02-24U 
178 

体育 
科目 

基礎体育(1)   1 2        他キャンパス開講 01-111 
179 基礎体育(2)   1  2       他キャンパス開講 01-112 
180 応用体育(1) ＊集中授業あり   1   *2 (*2)     他キャンパス開講 01-211 
181 応用体育(2) ＊集中授業あり   1   *2 (*2)     他キャンパス開講 01-212 
182 

PBL 
科目 

SD PBL(1) ○ ○ 1 1 1       明石達生，橋本倫明 03-99A 
183 SD PBL(2) ○ ○ 1    2     宇都正哲 03-99B 
184 SD PBL(3) ○ ○ 1      2   永江総宜 03-99C 
185 

専
門
基
礎
科
目 

基
幹
科
目 

マーケティング概論 ○ ○ 2 2        北見幸一 41-111 
186 経営学概論 ○ ○ 2 2        橋本倫明 41-112 
187 都市の経済学 ○ ○ 2  2       橋本倫明，林和眞 41-114 
188 世界の都市 ○ ○ 2  2       川口和,山根,川口英,末繁 41-117 
189 

基
礎
共
通
科
目 

都市計画(1) △ △ 2 2        明石達生，末繁雄一 41-113 
190 世界の住まい △ △ 2 2        三井所清史 41-115 
191 都市の文化・芸術 △ △ 2   2      茅原佳乃，宮﨑俊哉 41-116 
192 民法と商法 △ △ 2     2    髙橋明弘 41-118 
193 会計学概論 △ △ 2    2     永江総宜 41-119 
194 統計と分析           ※MS △ △ 2     2    林和眞 41-11A 
195 国際都市経営概論(1) △ △ 2  2       沖浦文彦，坂倉杏介 41-11B 
196 国際都市経営概論(2)  △ 2   2      沖浦，宇都，江尻 41-11C 
197 

演
習
領
域 

コンピュータ演習 ○ ○ 2 2        橋本,諫川,林,武田       41-121 
198 グラフィックデザイン演習 ○ ○ 2 2        諫川,田久保,斉藤恵,末繁 41-122 
199 まちの観察 ○ ○ 2   2      末繁雄一 41-123 
200 Facilitation & Communication △ △ 2    2     坂井文，北見幸一 41-124 
201 空間デザイン演習(1) ○ ○ 3 4        中島,高柳,伊藤,押尾,添田 41-125 
202 空間デザイン演習(2) △ △ 2  2       川口英,高柳,中島,押尾, 佐々木,基 41-126 
203 空間デザイン演習(3) △  2  2       川口英,高柳,中島,押尾, 佐々木,基 41-127 
204 空間デザイン演習(4) △  2   2      川口英俊 41-128 
205 都市デジタルシミュレーション(1) ○ ○ 2  2       末繁,齊藤圭,諫川,山川,木原 41-129 
206 都市デジタルシミュレーション(2) △ △ 2    2     高柳,信太,齊藤圭,末繁,木原 41-12A 
207 都市デジタルシミュレーション(3) △  2    2     高柳,信太,齊藤圭,末繁,木原 41-12B 
208 マーケティングリサーチ演習(1) ○ ○ 2  2       西山,北見,坂倉,林,橋本 41-12C 
209 マーケティングリサーチ演習(2) △ △ 2    2     坂倉,永江,西山,花上 41-12D 
210 マーケティングリサーチ演習(3) △  2    2     西山,永江,北見,坂倉,林, 41-12E 
211 

専
門
科
目 

都
市
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル 

都市の社会学 △ △ 2  2       坂倉杏介 41-231 
212 経営戦略論 △ △ 2     2    橋本倫明 41-331 
213 経営財務   2     2    永江総宜 41-335 
214 Urban Area Marketing  ☆ 2    2     林和眞，北見幸一 41-232 
215 Urban Tourism  ☆ 2      2   川口和英，齊藤圭 41-332 
216 広告コミュニケーション   2      2   京井良彦 41-333 
217 ブランド戦略   2      2   北見幸一 41-334 
218 集客学   2    2     川口和英 41-233 
219 

都
市
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

プロジェクトマネジメント △ △ 2     2    山根格 41-341 
220 住宅と不動産   2   2      宇都正哲 41-241 
221 都市空間の演出   2    2     末繁雄一, 山根格 41-242 
222 Urban Development & Management  ☆ 2    2     沖浦文彦，末繁雄一 41-246 
223 不動産ビジネス   2    2     宇都正哲 41-243 
224 エリアマネジメント △ △ 2    2     坂井文 41-244 
225 コミュニティマネジメント   2   2      坂倉杏介 41-245 
226 

都
市
の 

デ
ザ
イ
ン 

都市デザイン △ △ 2  2       川口英俊 41-251 
227 建築空間論 △ △ 2     2    中島伸 41-351 
228 Urban Landscape  ☆ 2     2    坂井文，川口英俊 41-352 
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2020年度 都市生活学部 都市生活学科 教育課程表 ３ 

①：都市生活創造コース ②：国際都市経営コース       ○印必修 △選択必修 ☆印国際都市経営コース指定科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科
目
群 

区 

分 

授  業  科  目 

必選 

の別 
単 

位 

数 

週 時 間 数 
担 当 者 

（２０２０年度現在） 

科目 

ナンバ 

リング 

１年 ２年 ３年 ４年 

① ② 前 後 前 後 前 後 前 後 

229 

専
門
科
目 

都
市
の
デ
ザ
イ
ン 

Urban Environment Design  ☆ 2     2    齊藤圭，中島伸 41-353 
230 インテリアデザインと実務   2   2      高柳英明 41-252 
231 建築史   2   2      岩谷洋子 41-253 
232 住宅計画   2      2   佐々木龍郎 41-354 
233 リノベーションとコンバージョン   2     2    吉村淳 41-355 
234 

都
市
の
し
く
み 

都市政策 △ △ 2  2       明石達生 41-261 
235 Urban Mobility  ☆ 2      2   西山，諫川，太田 41-361 
236 ユニバーサルデザイン △ △ 2    2     西山敏樹 41-262 
237 住まいの構法・生産・流通   2    2     信太洋行 41-263 
238 まちの防災   2   2      諫川輝之 41-264 
239 住まいと環境   2    2     齊藤圭 41-265 
240 都市計画(2)   2     2    明石達生 41-362 
241 

建
築
士
対
応
科
目 

建築法規   2   2      信太洋行 41-271 
242 建築材料   2   2      信太洋行 41-272 
243 建築構造   2      2   下久保亘 41-371 
244 構造力学(1)及び演習   3     4    遠藤龍司 41-372 
245 構造力学(2)及び演習   3      4   遠藤龍司 41-373 
246 鉄筋コンクリート構造   2      2   遠藤龍司 41-374 
247 環境と設備   2     2    木原己人 41-375 
248 総

合
領
域
１ 

キャリアデザイン(1) ○ ○ 1     2    北見幸一 他 41-381 
249 キャリアデザイン(2) ○ ○ 1     2    信太洋行 他 41-382 
250 プロジェクト演習(1) ○ ○ 2     4    橋本倫明 他 41-383 
251 プロジェクト演習(2) ○ ○ 2      4   橋本倫明 他 41-384 
252 

総
合
領
域
２ 

海外研修(1)   2         末繁雄一 41-581 
253 海外研修(2)   1         山根格 41-582 
254 インターンシップ(1)   1         信太洋行 41-583 
255 インターンシップ(2)   1         信太洋行 41-584 
256 卒業研究(1) ○ ○ 3       6 (6) 山根格 他 41-481 
257 卒業研究(2) ○ ○ 3       (6) 6 山根格 他 41-482 
258 まちづくり演習(1)   2         各教員 41-585 
259 まちづくり演習(2)   1         各教員 41-586 
260 まちづくり演習(3)   1         各教員 41-587 
261 国際ワークショップ(1)  ☆ 2         各教員 41-58B 
262 国際ワークショップ(2)  ☆ 1         各教員 41-58C 
263 国際ワークショップ(3)  ☆ 1         各教員 41-58D 
264 特別講義(1)   2         山根格 41-588 
265 特別講義(2)   2         諫川輝之 41-589 
266 特別講義(3)   2         各教員 41-58A 
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注 卒業必要単位数は下表のとおりとする。 

①：都市生活創造コース 

合 計 １２４単位  以下を含むこと 

教養科目 １０単位  

外国語科目 ８単位 右記を含むこと  ○必修  ４単位 

PBL科目 ３単位 右記を含むこと  ○必修  ３単位 

専門基礎科目 ３７単位 右記を含むこと  ○必修 ２１単位 △選択必修１６単位 

（演習領域８単位を含む） 

専門科目 ５３単位 右記を含むこと  ○必修 １２単位 △選択必修１０単位 

数理・データサイエンス 

プログラム 

(※ＤＳ及び※ＭＳ) 

４単位 右記を含むこと  ※ＤＳ  １単位 

 

②：国際都市経営コース 

合 計 １２４単位  以下を含むこと 

教養科目 １０単位  

外国語科目 ８単位 右記を含むこと  ○必修  ４単位 

PBL科目 ３単位 右記を含むこと  ○必修  ３単位 

専門基礎科目 ３７単位 右記を含むこと  ○必修 ２１単位 △選択必修１６単位 

（演習領域４単位を含む） 

専門科目 ５３単位 右記を含むこと  ○必修 １２単位 △選択必修１０単位 

☆国際都市経営コース指定６単位 

数理・データサイエンス 

プログラム 

(※ＤＳ及び※ＭＳ) 

４単位 右記を含むこと  ※ＤＳ  １単位 

 

科目ナンバリング： YY-LMD 

　YY：科目区分 41：都市生活学科 専門科目

　L ：レベル 1 ：基礎 2 ：応用 3 ：発展 4 ：卒業研究 5 ：その他

　M ：科目群 1 ：専門基礎科目 2 ：演習科目 3 ：都市のﾗｲﾌｽﾀｲﾙ 4 ：都市のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 5 ：都市のﾃﾞｻﾞｲﾝ

6 ：都市のしくみ 7 ：建築士対応科目 8 ：総合領域

　D ：識別番号  
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履修要綱 

 

履修要綱は，本学の学則第５章及び第８章に基づき定められたものです。学生諸君はこの要綱を精読し，記載された内

容とルールに従って授業を履修してください。 

 

１．単位 

 

1-1．単位制度 

本学の教育課程は「単位制度」に基づいて編成されています。この単位制度は学修の基本ですので，各自が十分に理

解する必要があります。「単位」は履修した科目の学力が一定レベルに達したと認められた場合に与えられるものです。

そのためには教室内で授業を受けるだけでは不十分であり，予習，復習，宿題などの「自学自習」を必要とします。 

大学の授業は講義，演習，実験，実習及び実技等の方法で行われ，各授業科目の単位数は，学則第１８条の基準に従

い，１単位の履修時間を教室内及び教室外を合せて４５時間として計算されます。本学では講義および演習については，

２時間の授業に対して，４時間の自学自習を行わせることを基準にしています。 

なお，本学都市生活学部を卒業するためには，４年以上在学して総計１２４単位以上を修得しなければなりません。 

 

1-2．単位数 

授業の方法によって授業時間に対する自学自習の必要時間が異なりますから，週１時限（２時間）の授業に対して与

えられる単位数は次の通りです。（学則第１８条参照） 

(1) 講義・演習 

①２時間の授業，４時間の自学自習，週１回半期１５週では， 

（２＋４）×１５＝９０時間 ９０÷４５＝２単位 

②通年３０週の場合：４単位 

(2) 実験・実習・製図・実技 

①２時間の授業，１時間の自学自習，週１回半期１５週では， 

（２＋１）×１５＝４５時間 ４５÷４５＝１単位 

ただし，授業時間外の自習によって準備または整理を行う必要のある科目については，その程度に応じて単位数 

増加してあります。 

また，学則第１８条の２に基づき，各授業科目の授業は，１０週または１５週にわたる期間とするものの，教育上

必要があり，かつ，十分な教育効果がある場合，この期間を変更する場合があります。科目によってはクォーター

開講（前学期・後学期をさらに分割した期間で開講）する場合がありますが，詳細は授業時間表で確認してくださ

い。 

 

1-3．単位の授与 

各授業科目を履修した者に対して，試験（中間試験その他の評価を含む）によりその成果を判定した上で単位を与え

ます。この場合の履修とは単位制度に基づくもので，所定の単位を修得するためには必要な時間数の授業を受けていな

ければならないことは勿論，定められた時間数の自学自習が行われていなければなりません。 

なお，履修したが合格点に達せず単位を与えられなかった科目のうち，単位の修得が義務づけられた科目（必修科目）

は，次年度以降に低学年の授業時間表に従って再履修しなければなりません。 

 

1-4．標準履修の目安 

学生諸君は，４年次においてはその１／２～２／３の時間が卒業研究に費やされますから，３年次末までには１１５

程度の単位を修得することが望まれます。そのための目安として，１日に２科目以上を履修し，それらが合格すれば，

標準の単位数を修得することができます。 
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２．授業科目 

 

2-1．科目の区分 

授業科目はその内容により，「教養科目」「外国語科目」「体育科目」「ＰＢＬ科目」「専門基礎科目」「専門科目」に区

分されています。それぞれに属する各授業科目については，別ページに掲げる「教育課程表」にすべて記載されている

ので同表を参照してください。 

 

2-2．科目の種類 

授業科目は必修科目，選択必修科目，および選択科目に分かれます。その定義は次の通りです。 

(1) 必修科目…………必ず履修しなければならない科目（教育課程表中の○印） 

(2) 選択必修科目……学科で指定された科目の中から選択して履修しなければならない科目（教育課程表中の△印） 

(3) 選択科目…………自由に選択して履修できる科目（教育課程表中の無印） 

なお，科目の選択は各自の履修上特に慎重な配慮を要するので，選択にあたっては必ず以下の＜３．履修心得＞の項

を参照してください。 

 

３．履修心得（卒業要件と履修登録上の心得） 

 

3-1．卒業の要件 

本学を卒業するためには４年以上在学して，次の表に従いそれぞれの区分の単位を修得する必要があります。    

なお，この表は各自の履修の基準になるので，必ず学年始毎に参照し確認するようにしてください。 

区   分 
卒 業 要 件 

（必要最少単位数） 

教養科目 １０単位  

外国語科目 ８単位 必修科目（○印）４単位を含む。 

ＰＢＬ科目  ３単位  

専門基礎科目 ３７単位 

必修科目（○印）２１単位，選択必修科目（△印）から１６単位を含

む。（うち都市生活創造コースは演習領域８単位，国際都市経営コー

スは演習領域４単位を含む。） 

専門科目 ５３単位 必修科目（○印）１２単位，選択必修科目（△印）から１０単位 

小  計 １１１単位 ただし，国際都市経営コースは，指定科目（☆印）６単位を含む。 

 自由選択※1 

（体育科目を含む） 
１３単位 

合  計※2 １２４単位以上 

※1自由選択として，各区分の卒業要件を超える分を合算して１３単以上修得しなければならない。「体育科目」は

自由選択に含める。 

※2数理･データサイエンスプログラム（※DSおよび ※MS）に指定されている科目の中から４単位を修得し，その

中にはデータサイエンス（※DS）に指定されている科目より１単位を含める。 

 

3-2．履修科目区分 

以下は履修上の科目区分の一覧で，それぞれ必要最少修得単位数が決められています。これに従って履修計画を立て

てください。 

(1) 教養科目： 必要最少単位数は１０単位です。この中には，「教養ゼミナール」「教養特別講義」をそれぞれ４単位

まで算入できます。なお，それぞれ４単位を超えると，卒業要件に算入できない修得単位（卒業要件非加算の特別

履修）となります。また，等々力キャンパスで開講する科目のほか，世田谷キャンパスで開講する科目もあります

ので，よく確認してください。 
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(2) 外国語科目： 必要最少単位数は８単位です。このうち，外国語科目４単位の必修科目は必ず履修しなければなり

ません。また,選択科目として,必修科目以外の英語科目（スキル），英語科目（教養），共通科目，ドイツ語，フラ

ンス語，スペイン語，イタリア語，中国語，アラビア語，韓国語，日本語表現の中から４単位を修得することで,

必要最小単位数を充たすことになります。 

(3) 体育科目： 「体育科目」区分として履修した単位数は，「自由選択」に含めます。なお，この科目は世田谷キャン

パスで開講されます。 

(4) ＰＢＬ科目： 「ＰＢＬ科目」区分における必要最少単位数は３単位です。SD PBL(1)～(3)３単位を修得することで，

必要最少単位数を充たすことになります。 

(5) 専門基礎科目： 必要最少単位数は３７単位です。このうち，２１単位の必修科目は必ず履修しなければなりませ

ん。また，選択必修科目として１６単位（うち都市生活創造コースは演習領域８単位，国際都市経営コースは演習

領域４単位）を修得しなければなりません。 

(6) 専門科目： 必要最少単位数は５３単位です。このうち，１２単位の必修科目は必ず履修しなければなりません。

また，選択必修科目として１０単位，さらに国際都市経営コースは，指定科目６単位を修得しなければなりません。 

(7) 自由選択： 上記４区分の必要最少単位数の小計は１１１単位となりますが，卒業要件を充たすには，各区分の必

要最少単位数を超えた分を合算して１３単位以上修得しなければならず，この１３単位分を「自由選択」とします。

これにより，卒業要件は合計１２４単位となります。 

(8) 副専攻プログラム： 

   学際的なテーマ，あるいは特定学問分野に関する授業科目で編成されるプログラムであり，複眼的な思考力と統合

的な理解力の育成を目的としています。該当する授業科目を１０単位以上取得することで履修した副専攻プログラ

ムの修了が認定されます（修了要件はプログラムより異なるので，注意しましょう）。副専攻プログラムの履修によ

って取得した科目の大半は「他学部他学科科目」ですが，自由選択科目として卒業要件単位に含めることができま

す。なお，プログラムの修了を認定するには，所定の申請書を提出することが必要です。 

以下に本年度から始まる副専攻プログラムの名称などを記します。 

プログラム名称 担当学部 履修可否 修了要件 

社会変革のリーダー育成 教育開発機構 可 14単位 

エンジニアリング教養 理工＋建都デザイン 否 － 

データサイエンス技術者養成 情報工 可 10単位 

情報デザイン メディア情報＋都市生

活 

可 12単位 

情報マネジメント メディア情報 可 12単位 

環境基礎 環境 未定 － 

情報工学基礎 メディア情報 否 － 

都市・マーケティング 都市生活 未定 － 

児童学基礎 人間科学 可 10単位 

   各プログラムを構成する科目群などの詳細は，ガイダンスなどで紹介・説明します。また，新たな副専攻プログラ

ムが創設されたときは，学期当初のガイダンスなどで紹介します。 

 

(8)数理・データサイエンスプログラム： 

   社会から数理的思考力とデータ分析・活用能力の修得が求められています。その要請に応えるため，卒業要件として

「数理・データサイエンスプログラム」の充足を定めました。「数理・データサイエンスプログラム」は，数理科学

分野（教育課程表備考欄の※MS が該当科目である）とデータサイエンス分野（教育課程表備考欄の※DS が該当科

目である）で構成され，データサイエンス分野（※DS）1 単位以上を含み，合計で 4 単位以上の修得を要します。こ

れを充たさないと卒業延期となるため，注意してください。 



68 

 

 

履修要綱 

 

  

学部 学科 合計 ※MS ※DS
(※MS＋※DS)

環境学部 環境創生学科 4単位 ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾘﾃﾗｼｰ(1) 1単位
ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾘﾃﾗｼｰ(2) 1単位

環境経営ｼｽﾃﾑ学科 4単位 統計学基礎○ 2単位 ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾘﾃﾗｼｰ(1) 1単位
数学入門 2単位 ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾘﾃﾗｼｰ(2) 1単位
環境数理学入門 2単位 ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造 2単位
環境統計学 2単位
マネジメント数学 2単位

ﾒﾃﾞｨｱ情報学部社会メディア学科 4単位 統計学基礎○ 2単位 ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾘﾃﾗｼｰ(1) 1単位
応用統計 2単位 ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾘﾃﾗｼｰ(2) 1単位

情報システム学科
都市生活学部 都市生活学科 4単位 文系のための数理基礎 2単位 ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾘﾃﾗｼｰ(1) 1単位

統計と分析 2単位 ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾘﾃﾗｼｰ(2) 1単位
人間科学部 児童学科 4単位 文系のための統計基礎 2単位 ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾘﾃﾗｼｰ(1) 1単位

文系のための数理基礎 2単位 ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾘﾃﾗｼｰ(2) 1単位
○印：当該学科の必修科目

卒業要件充足で充たす

卒業要件充足で充たす

(1単位以上を修得)

 

3-3．履修方針の作成 

(1) 学期の始めに当り，「シラバス（教授要目）」を熟読するとともに入学した年度の教育課程表を充分理解した上で，

各自一年間の履修方針を策定してください。 

(2) 当該年度に組まれている授業時間表に従い，必修科目，選択必修科目，選択科目の順に，履修方針に基づき選択し

た上で，学部に履修申告をしなければなりません。 

(3) 自学自習に多くの時間を要する単位制度の下では，授業時間表に組まれている選択科目の全部について履修するこ

とは困難です。従って，科目選択に当たっては，クラス担任教員等の助言を受け，無理のないように適切に選択す

ることが必要です。 

(4) 所属学年に組まれている授業科目は，できるだけその学年で修得するよう努力すべきです。次の年度で再履修しよ

うとしても，他の授業時間や試験時間と重複して履修できない場合があるからです。また，学年進行に伴うカリキ

ュラム変更等により，当該年度の開講をもって廃止となる場合や新規に開講する科目に振替える場合がありますの

で，各自キャンパス内掲示板やポータルサイト等で充分に確認，注意をしてください。 

 

3-4．履修登録の流れ 

「履修登録」とは，その学期に履修する科目を登録することです。登録手続きはＷＥＢ上から指示された期日までに

必ず行うことが必要です。この手続を経ない科目は，受講の上試験に合格しても単位は与えられません。以下は，履修

申告に関する各学期の流れです。 

(1) 履修科目の選択・調整期間 

学期開始から履修登録までに１～２週間の期間があります。この時間を活用し，前項に従い自分の履修科目を選択

し確定します。その際，「学修要覧」「シラバス（教授要目）」等を参考にし，実際に授業を体験するなど十分検討し

てください。 

なお，この期間に履修者を調整する科目もあります。履修登録前に履修者を確定する場合もあるので，１週目の授

業は特に重要ですから必ず出席してください。 

(2) 履修科目の登録 

履修登録はＷＥＢ上から行います。なお，登録期間後の履修科目の追加はできません。また，本人の不注意による

履修登録の誤りは，すべて自己の責任となりますので，特に慎重な注意が必要です。 

他学部や他学科，他大学などの科目を履修する場合には，ＷＥＢ上での登録ではなく，別途所定用紙（特別履修科

目履修申告書など）によって提出します。科目によっては，担当者の許可印を必要とする場合もあります。 

なお，必修科目も自動的にその履修が登録されるようなことはありません。すべての科目は所定の手続きにより各

自が登録を行う必要があるので十分注意してください。 
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(3) 履修登録の確認 

履修登録の１～２週間後，履修科目が正しく登録できているか否かを確認する機会を設けています。 

 

(4) クォーター開講科目の履修登録 

科目によってはクォーター開講（前学期・後学期をさらに分割した期間で開講）する場合がありますが，履修登録

の手続きについては「前学期」「後学期」として学期ごとに行う必要がありますので注意してください。 

 

(5) 大学院先行履修制度 

本大学では，学部在学中に，大学院修士課程の授業科目を先行履修することができます。（ただし在学年次，受講

資格等制限があります）。 
なお，本大学院に進学後，各研究科各専攻において，修得した単位を「１０単位」を超えない範囲で認定すること

ができます。申請手続等詳細については，事務局で確認してください。 
 

3-5．習熟度別クラス編成・履修免除 

英語科目においては， 入学後オリエンテーション期間内で実施する基礎学力調査の結果により，習熟度別に編成した

クラスを指定する場合や，履修を免除する場合があります。詳細は，別途配布される「授業時間表」の注意事項を参照

してください。 

 

3-6．履修登録単位数の制限 

(1) 履修登録単位数の上限 

１学期あたりの履修登録単位数は２４単位を上限とします。 

なお，通年科目については，単位数に１／２を乗じた値を１学期分の単位数とします。 

(2) 履修登録単位数の上限対象外とする科目 

「集中講義系科目」「学外実習系科目」「海外体験関係科目（「海外研修」等）」「卒業要件非加算科目」については，

履修登録単位数の制限内に含みません。具体的な科目については，事務局に確認して下さい。 

 

3-7．履修登録上の注意事項 

(1) 履修登録方法 

履修登録は，ＷＥＢ上から行います。他学部，他大学などの科目を履修する場合は，ＷＥＢ上での登録ではなく別

途所定用紙による登録が必要です (前項参照）。詳しくは，事務局に照会してください。 

(2) 再履修とは 

過去に不合格になった科目を，再度履修する場合の履修を「再履修」として取り扱います。 

(3) 合格科目の再履修 

既に合格（単位修得）した科目を再度履修することはできません。（すなわち，一度履修して合格した科目の成績評

価の変更はできません。） 

(4) 高学年配当科目の履修 

自己の学年よりも高学年に配当されている科目は履修できません。 

(5) 履修者指定のある科目 

科目によっては，所属学科・クラス・班などによる履修者指定をしている場合があります。また，授業開始前の希

望者事前審査や，授業開始時の出席状況により，受講者指定や履修者の人数制限をする科目もあります。 

(6) ２年次以降の履修登録注意事項 

２年次以降に履修登録する際には，以下の事項に注意してください。 

・履修する科目は初めての履修，再履修を問わず，すべて登録する。 

・低学年の必修科目と所属学年に配当されている必修科目の授業時間が重複している場合は，低学年の科目を優先

して履修する。 

(7) 他学部・他大学の科目の履修について 

他学部や他学科，他大学などの科目を履修する場合については，ＷＥＢ上での登録ではなく別途申請が必要となり

ます。詳細は「13．他学部・他大学の科目の履修」を参照してください。 
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(7) 副専攻プログラムの履修について 

通常の履修登録と併せて，履修希望科目を記した「副専攻プログラム計画書」の提出が必要です。ただし，履修計

画書に記したプログラム対象科目と実際に取得したプログラム対象科目が合致していなくても要件が満たされてい

ればプログラム修了を認定します。 

 

４．履修心得（科目履修上の心得） 

 

4-1．出席の定義 

「出席」とは，授業の開始時間から終了時間まで受講していることであり，それ以外は，原則として「出席」と認め

られません。欠席はもちろんのこと，どんなやむをえない事情の遅刻や早退も，授業を受講していない以上は「出席」

にはならないということです。 

 (1) 欠席       

事務局には「欠席届」（短日の欠席により授業科目ごとに提示する書式と，インフルエンザなど長期欠席の際にまと

めて提示する書式があります）や「課外活動の公式[試合･行事]参加証明書」という書類がありますが，これらは授

業に「欠席」したことの理由を明示する書類に過ぎません。 

欠席の際に提出を義務づけられているものではありませんし，このような書類を提出したことによって，「出席」扱

いになるわけでもありません。 

ただし，当該担当教員が欠席理由を鑑みた上で，当該授業科目の学修目標を達成するための自主的課題を指示する

などの配慮がされることがあります。これらの措置は担当教員の裁量に委ねられます。 

(2) 遅刻・早退 

授業の開始時間から終了時間まで受講していないものは「出席」とは認められません。担当教員によっては「遅刻」

や「早退」などの記録をとる場合がありますが，「出席」扱いにするためのものではありません。その取扱いは担当

教員に確認して下さい。 

なお，２０分以上の遅刻・早退，および入退室等の時間が明確に確認できない場合は欠席として扱われます。 

 

4-2．出席管理 

等々力キャンパスで開講する科目については，出席管理の方法として，学生証のＩＣカード機能を利用した「出席管

理システム」を利用しています。各自でリーダーが読み取ったことを必ず確認してください。 

この他，重複して出席カードの利用，呼び上げ確認を行うなど，出席確認の方法は担当教員の裁量に委ねられていま

す。学生は，科目ごと，担当教員からの指示による方法で，出席の確認を受けてください。 

なお，代返等は不正行為であり，処分の対象となります。 

 

4-3．出席に関する各種対応 

前述までの基本的なルールを前提に，「出席」のルールは担当教員の裁量に委ねられる部分もあります。 

また，出席に関する具体的な対応についてまとめました。 

(1) 対象となる科目 

この書面に記された「出席」に関するルールと取り扱いは，都市生活学部の学生が，都市生活学部で開講する科目

を受講する際において適用されます。 

(2) 学生証を紛失して，出席管理システムに登録できない場合 

学生は，学生証携帯の義務があり，学生証がないと本来は受講そのものができません。したがって学生証紛失の場

合は，自己責任により，当該科目の出席は登録されないことになります。 

ただし，緊急的な措置として「(3)学生証を忘れた場合」により，緊急対応をすることが可能です。 

なお，学生証の再発行は，事務局で所定の手続き（有料：3000円）を行えば，交付されます。 

お渡し日については，別途事務局にて確認してください。 

(3) 学生証を忘れた場合 

学生は，学生証携帯の義務があり，学生証がないと本来は受講そのものができません。したがって学生証不携帯の

場合は，自己責任により，当該科目の出席は登録されないことになります。 

ただし，緊急的な措置として，事務局で発行する「受験（受講）のための証明書（１通 200円）」を，学生証の代替 
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措置とすることを認めます。１日に１枚の証明書が必要です。 

交付手続きには５分ほどかかりますので，余裕をもって手配してください。 

また，担当教員に提示した時間が出席登録の時間になります。授業終了時に提示した場合は既に無効になるわけで

すから十分に注意してください。 

 (4) 電車が遅れて遅刻したことによる「遅延証明書」 

通学電車等の日常的な遅延には特に注意し，普段から余裕をもった生活行動をとるように心がけてください。 

したがって，原則として「遅延証明書」は無効であり，提出する必要はありません。 

ただし，ストライキ等による全面運休や事故等による長時間にわたる遅延で，２０分以上の遅刻により「欠席」に

なる場合は，「欠席届」に「遅延証明書」を添付しても構いません。あくまでも欠席であることには変わりありませ

んが，担当教員により，自主的課題の指示などがあれば従ってください。 

 

4-4．授業に関連する伝達事項 

授業に関連して，担当教員から受講学生に伝達事項がある場合，以下の方法があります。科目ごとに運用が異なりま

すので，授業中の指示に注意するほか，日常的に各伝達方法を確認するようにしてください。 

なお，最も主たる伝達方法は掲示（学内の掲示板・電子掲示板）としています。 

 

(1) 掲示板 

学内の掲示板・電子掲示板は，最も主たる伝達方法となりますので日常的に確認してください。 

(2) ＷＥＢ 

ＷＥＢ上の「ポータルサイト」における「お知らせ」や，「授業支援システム」における「ＷＥＢ掲示板」に伝達事

項を掲載することがあります。 

(3) 電子メール 

特に個人別の伝達事項の場合は，大学から学生に付与された「ｇ（学生番号）＠ｔｃｕ．ａｃ．ｊｐ」に限り連絡

します。携帯の電子メールアドレスは対象外となります。 

 

4-5．課題提出 

授業では適宜，課題提出を求める場合があります。提出方法として，ＷＥＢ上の「授業支援システム」や，電子メー

ル（添付ファイル）等を利用する場合もありますので指示に従ってください。 

(1) 授業時間内提出・提出ポスト 

授業時間内に課題提出をする場合や，研究室や事務局の課題提出ポストへ提出するよう指示する場合があります。 

(2) ＷＥＢ 

ＷＥＢ上の「授業支援システム」から課題提出を指示する場合があります。 

(3) 電子メール 

電子メールからの課題提出は，大学から学生に付与された「ｇ（学生番号）＠ｔｃｕ．ａｃ．ｊｐ」のアドレスを

利用してください。それ以外のアドレスについて，特に携帯電話からのメールなどは提出者情報の確認ができず，

提出や連絡が認められない場合があります。 

 

５．授業時間 

各時限の授業時間は次の通りです。 

時  限 １ ２ ３ ４ ５ 

時  間 9:00～10:40 10:50～12:30 13:20～15:00 15:10～16:50 17:00～18:40 

 

６．休講措置 

学校行事や，担当教員の都合などにより授業を休講とする場合があります。その場合は補講措置，代行措置を含め，

事前に掲示板等にて連絡します。 

なお，休講の掲示やその他特段に指示がなく，授業開始時間から３０分以上遅れても授業が行われない場合は，休講

の扱いとします。 
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７．ストライキ等により交通機関が運行停止した場合及び台風による気象警報発表時の授業措置 

 

7-1．東急電鉄（大井町線）がストライキ等により運行を停止した場合 

以下の状況に応じて段階的な措置をとります。 

１ 
午前６時までにスト等による 

運行停止が解除された場合 
→ 平常どおりの授業を行う 

２ 
午前９時までにスト等による 

運行停止が解除された場合 
→ 午前は休講とし，午後は平常どおりの授業を行う 

３ 
午前９時までにスト等による 

運行停止が解除されない場合 
→ 全日休講とする 

 

7-2．東急電鉄（大井町線）がストライキ等により運行を停止しない場合 

ＪＲ東日本やその他の電車がストライキ等により運行を停止しても，授業は平常どおり行います。 

 

7-3．台風による暴風警報が発表された場合 

東京地方（２３区西部，２３区東部）及び神奈川県東部に暴風警報が発表されている場合，以下の状況に応じて段階

的な措置をとります。 

１ 
午前６時までに 

暴風警報が解除された場合 
→ 平常どおりの授業を行う 

２ 
午前６時から午前９時までの間に 

暴風警報が解除された場合 
→ 午前は休講とし，午後は平常どおりの授業を行う 

３ 
午前９時以降に 

暴風警報が解除された場合 
→ 全日休講とする 

なお，暴風警報が発表されていない場合でも，気象状況は時間の経過とともに変化することが想定されます。状況に

応じて休講の措置をとることもあるので，大学発表の情報を必ず確認してください。また，授業開始以後に暴風警報

が発表された場合は，学内放送等で授業措置の情報を発信します。 

 

7-4．その他 

その他，緊急事態の状況によっては，前述にかかわらず別途の措置を講ずる場合があります。 

そのような場合，直ちに大学ホームページおよびポータルサイトへ掲載するので，各自で確認してください。 

 

８．科目試験 

 

8-1．試験の内容 

定期試験は，全学一斉に期間を指定して行う試験で，前期末の「前期末試験」と，学年末の「学年末試験」がありま

す。また，クォーター開講科目の場合は，クォーター終了時点に「前期前半末試験」「後期前半末試験」という定期試験

を設定しています。 

なお，担当教員により，これらの指定期間とは別に，授業期間中にこれらの試験に準ずる試験を行う場合がある他，

中間試験その他を行うことがあります。また，レポート，論文等をもって試験に替える場合もあります。 

受験に際しては次の事項に留意してください。 

(1) 試験科目，試験の日時および場所は予め掲示します（その際に受験についての注意事項を併せて掲示します）。 

(2) 次の何れかに該当する者は試験を受けることはできません。たとえ受験しても無効とします。 

ａ．科目の履修登録をしていない者 

ｂ．学生証を所持しない者 

ｃ．試験開始後２０分以上遅刻した者 

(3) 受験の際は学生証を必ず机上に置かなければなりません。 

(4）試験当日学生証の携帯をしていない者は，事務局の証明書自動発行機より「受験（受講）のための証明書」を発行

し，机上に置いてください。 
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(5) 試験開始後３０分以内の退場は許可しません。 

(6) 病気・負傷，登校途中の事故又はやむを得ない正当な事由により受験できなかった場合は，欠席届に診断書又は証

明するものを添えて事務局に提出しなければなりません。その場合に限り，再試験を受けることができます。 

 

8-2．定期試験の試験時間 

定期試験の試験時間は以下の通りです。なお，各時限６０分を原則としており，平常の授業時間（１００分）と異な

るので注意してください。 

 

時 限 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

時 間 9:00～10:00 10:20～11:20 11:40～12:40 13:40～14:40 15:00～16:00 16:20～17:20 17:40～18:40 

 

8-3．試験の際に不正を行った者に対する処分 

本学部学生が，試験（単位互換により，本学部以外での受験を含む）において不正行為を行った場合，「学則」および 

「学生の懲戒に関する規程」に従って処分の手続きを行い，「当該クォーター期間内に実施する全ての科目試験の評価を

不可（０点）にする」とともに，「１０日以上の停学または退学」とします。 

 

(1) 試験には，大学が当該年度の学年暦で定めた定期試験期間中に行う試験の他，担当教員が授業期間中に各学期末試

験または学年末試験として行う試験や，クォーター開講科目で学期途中に実施する試験も対象とし，これらのすべ

てを「当該クォーター期間内に実施する全ての科目試験」として取り扱います。 

(2) 停学の期間は在学年数に算入します。 

(3) 処分の内容は決定後公示します。 

(4) 停学の執行開始は，処分を決定した日の翌日からとします。 

注１：下記のような場合を不正行為と断定します。 

(a) 代人に受験させた場合 

(b) 他人のために答案，メモ等を書いたり，他人に答案，メモ等を書いてもらったりしている場合 

(c) 問題配布後で試験開始の合図がある前,および試験終了後に鉛筆などの筆記用具を手に持っている場合 

(d) 持ち込みを許可されていない教科書，参考書，ノート，メモ等を参照したと認められる場合 

(e) 他人の答案を見たと認められる場合 

(f) 他人に自己の答案を見せたと認められる場合 

(g) 言語，動作をもって互いに連絡した場合 

(h) 教科書，参考書，ノート等を参照してよい場合に，これらを互いに貸借した場合 

(i) その他，試験監督者および出題者が不正と判断する行為(例えばメモ，ノートを机上においている場合や所持

している場合等)を行った場合 

(j) 携帯電話やスマートフォンなどの携帯端末を机の上に置いたり,身に着けていたりした場合 

 

注２：不正行為は試験場で指摘された場合に限らず，採点の際に発見された場合も同様の扱いを受けます。 

注３：処分を受けると当該クォーター期間内に実施される科目試験の全ての科目が不合格となるので，ほぼ確実に１年以

上の卒業延期となります。 

 

９．科目成績 

 

9-1．成績の発表 

(1) 科目試験の結果は，８月下旬（クォーター開講を含む前期配当科目）と３月下旬（クォーター開講を含む後期配当

科目および通年配当科目）の２回発表します。 

(2) 成績は発表と同時に効力を発生するものとします。 

(3) 卒業の要件を充たして卒業資格を認定された者は，３月に本学内に掲示します。 
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9-2．成績の評価 

学業成績の評価は，秀（100点～90点），優(89点～80点)，良（79点～70点），可（69点～60点），不可（59点以下）

の５段階に分け，秀，優，良，可を合格とします。当初の評価で合格に達していない場合でも，授業への出席状況や授

業内容の理解度などから追加の学習によって合格に達すると期待される学生には再教育の期間を設け，成績評価を「保

留」することがあります。 

なお，他大学で修得した科目を本学の科目として認めたときの評価は段階別に分けず，「認定」との表記になります（例

えば，認定留学で修得した単位など） 

 

9-3．成績順位の算定方法 

成績順位は，ｆ－ＧＰＡ（ファンクショナル・グレード・ポイント・アベレージ）方式により算定されます。計算式

は以下の通りで，算出された評定値の大きい順に順位がつけられます。 

（履修した各科目のＧＰ×単位数）の合計 
＝ 評定値 

履 修 単 位 数 

   ※ＧＰ＝（科目の得点―５０）／１０ ただし，科目の得点が６０未満の場合は，ＧＰは０とする。 

 

(1) 評価値算出対象となる科目は「卒業要件対象科目」とします。（教職課程や特別履修で卒業要件非加算科目は対象外） 

(2) 評定値算出には不合格科目も対象とします。 

(3) 不合格科目を再履修した場合は，分母の履修単位数の変更はせずに，分子のＧＰのみ最新評価結果に替えて算出し

ます。 

(4) 前期終了時に評定値を算出する場合，当該年度に履修中の通年科目については，分母（履修単位数）に含めません。 

(5) 評定値が同じ場合には，分子が大きいものを上位とします。分子も同じ場合には同順とします。 

(6) 評価が「認定」の科目は，評定値算出の対象にならない。 

 

10．学年末の指導 

 

10-1．単位修得状況による指導 

(1) １年次前期終了時に修得単位が１０単位未満の者に対しては，学修意欲の促進と成績向上を目的として，クラス担

任が面談等の個別指導を行います。また，１年次終了時に修得単位が２０単位未満の者に対しては，クラス担任が

面談等を行い，勉学意志の確認や進路変更を含めた今後の進め方に関する相談および指導を行います。  

なお，いずれの場合も上記修得単位数には卒業要件非加算の単位数を含みません。また，途中に休学がある場合は

その期間を考慮して対応します。 

(2) ２年次終了時に修得単位が４０単位未満の者に対しては，クラス担任が面談等を行い，生活状況や進路変更などに

関する話し合いを行う他，その後についてより強い指導を行います。 

なお，上記修得単位数には卒業要件非加算の単位数を含みません。また，途中に休学がある場合はその期間を考慮

して対応します。 

  

10-2．ｆ－ＧＰＡによる指導 

各年次終了時に，ｆ－ＧＰＡが０.６未満の者には，退学勧告を行います。併せて，ｆ－ＧＰＡの低い成績不振の者

には個別面談を実施します。 

 

11．卒業研究の着手条件 

 

４年次に，各指導教員の研究室に分属して，「卒業研究(1)」「卒業研究(2)」に着手（履修）するには，下記条件を満

たしていることを必要とします。この条件を満たしていない者は着手（履修）が認められず，卒業は延期されることに

なります。 

①１００単位以上修得していること。 
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なお，卒業要件とならない科目の修得単位数は含みません。 

②３年以上在学していること。 

なお，休学期間は在学期間に含みません。 

③「卒業研究(2)」に着手（履修）するには，「卒業研究(1)」を修得していること。 

 

注 1：「卒業研究」は学年始めの４月からはじまります。３年終了時までに休学期間があると，それが１年未満であっても，

着手は次の学年始めの４月まで延期されることになります。 

注 2：前期末で在学期間を含む卒業研究着手条件を全て満たした場合に限り，後期からの卒業研究着手を認めます。すな

わち，卒業研究(1)の履修が可能です。 卒業研究(1)の単位を修得した場合，翌年度の前期に卒業研究(2)の履修が

可能です。 

 

12．修業年限と卒業延期 

 

12-1．修業年限 

本学を卒業するためには４年以上在学しなければなりません。４年を越えて在学し，なお卒業できない場合でも，在

学年数は８年を超えることはできません。ただし，休学中の期間は在学期間に算入されません。 

 

12-2．卒業延期 

４年を越えて在学する場合は，４月３０日までに所定の学費を納入しなければなりません。履修登録手続きについて

は前年度までの方法と同じです。 

なお，卒業延期者に対しては，科目試験については学期末毎に，卒業試験（卒業研究）については２カ月毎に審査が

行われます。その審査の結果，卒業に必要な条件が満足されれば，前者については学期末に，後者については２カ月毎

の月末に卒業資格が認定されます。 

 

13．他学部・他大学の科目の履修 

 

13-1．特別履修 

科目の５区分（3-2.参照）に属さない，他学部（理工学部・建築都市デザイン学部・情報工学部・環境学部・メディ

ア情報学部・人間科学部）あるいは他大学（単位互換提携をしている大学に限る）の科目を，「特別履修科目」として履

修することができます。ただし，「特別履修科目」は，「卒業要件単位数」に加算される場合と，加算されない場合があ

りますので，事務局に確認してください。卒業要件単位数に加算される場合は，原則として「自由選択」の単位内に含

めることができます。 

 

13-2．他学部の科目の特別履修 

他学部で開講される科目の履修については以下のとおりです。 

(1) 履修の手続き 

履修する場合は，「特別履修申告書」（各自ポータルサイトよりダウンロード）に必要事項を記入の上，第１週目の

授業に出席し科目担当者の認印を受けてから，事務局に提出してください。履修にあたっては，事務局に備え付け

の該当学部「学修要覧」，「教授要目」，「授業時間表」を参考にしてください。 

(2) 履修の制限 

・履修の可否は，他学部内の他学科で開講される科目の取り扱いに準じます。 

・所属学年よりも上の学年の配当科目は履修できません。 

・履修順序の指定がある科目で，前提となる科目を履修していない場合は，当該科目を履修することはでません。 

・履修希望者数が多く，履修人数を制限する場合は，開講学部の学生が優先されます。 

(3) 試験日程および成績評価 

履修科目の試験日程および成績評価は，開講学部の日程および基準によります。 
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14．他大学の科目の特別履修 

 

東京理工系４大学単位互換 

東京理工系４大学の交流協定に基づき，工学院大学，芝浦工業大学，東京電機大学で開講される科目のうち，単位互

換可能科目を所属学科の許可を得て履修することができます。修得した科目は学則で定める最大の単位数までを卒業要

件に算入できます。ただし，本学において開講している科目と同一内容の科目については，履修を許可できません。単

位互換が可能な科目と履修手続は事務局で確認してください。他大学での受講については，クラス担任の指導・助言を

受けてください。 
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１．進路・職業のイメージ 

 

将来どの分野に進むのか，どのような職業につき，どのような企業に就職するのか。進路・職業を考えて，履修科

目を選択することが必要です。本学部には①都市のライフスタイル，②都市のマネジメント，③都市のデザイン，④

都市のしくみの４つの領域があります。下の表は，この４分野のもとに小分類を設け，卒業後の進路・職業のイメー

ジを示したものです。もちろん，都市生活に関する産業，職業は多様で，これら以外の進路・就職先も十分考えられ

ますので，これに縛られる必要はありません。あくまで例示したものとして参考にしてください。 

 

＜都市のライフスタイル＞ 

大分類 小分類（職業，職種の例） 

流通・広告・ 

メーカー関係 

デパートやブランド・ショップ等の仕入・商品構成・展示・営業・管理担当， 

広告会社の企画・営業担当，メーカーの市場調査・営業担当，等。 

文化・出版関係 
文化施設（美術館，劇場，コンサートホール等）の企画，運営担当， 

出版社・インターネット関連企業等の企画，編集，営業開発担当，等。 

交通・観光関係 鉄道・航空会社等・旅行代理店・ホテル等の企画・商品開発・営業・企画・接客，等。 

＜都市のマネジメント＞ 

大分類 小分類（職業，職種の例） 

都市開発， 

マネジメント関係 

都市開発会社社員，商業開発会社社員，商業プロパティマネジメント会社社員，建設会社社員， 

ビルマネジメント会社社員，鉄道会社開発部門社員，等。 

都市計画，都市行政 地方公務員，独立行政法人，公益法人職員，まちづくりコンサルタント，等。 

不動産仲介・住宅産業 宅地建物取引士，不動産仲介会社社員，ハウスメーカー社員，等。 

不動産投資，金融関係 資産投資マネージャー，信託銀行などの銀行員，不動産鑑定法人職員，等。 

＜都市のデザイン＞ 

大分類 小分類（職業，職種の例） 

住宅産業関係 
インテリアコーディネーター，ハウスメーカー設計・営業担当，住宅設備機器メーカー社員， 

開発プランナー，住宅関連独立行政法人，住宅不動産会社社員，等。 

建築設計・都市行政関係 
建築家，建築士，インテリアプランナー，商業施設士，インテリアデザイナー， 

建築設計事務所所員，ディスプレイ会社社員，インテリアデザイン事務所所員，地方公務員，等。 

建設産業関係 建設会社設計・施工部社員，建設資材・設備機器メーカー社員，建築士，施工管理技士，等。 

＜都市のしくみ＞ 

大分類 小分類（職業，職種の例） 

都市計画，都市行政関係 地方公務員（都市自治体の職員），国家公務員，中央・地方の独立行政法人，公益法人職員，等。 

建設コンサルタント・国

際協力関係 

建設コンサルタント会社社員，社会調査会社社員，建設会社社員， 

国際協力機関の専門家職員，途上国開発援助コンサルタント会社社員，等。 

インフラ関連事業関係 鉄道会社・バス会社社員，公営企業職員，電力・ガス・通信事業会社社員，等。 

不動産管理･生活ｻｰﾋﾞｽ 宅地建物取引士，ビル管理・マンション管理業社員，ソーシャルビジネスの起業家，等。 

 

２．進路・職業と履修モデル 

 

履修モデルは, 専門科目を選択する際に，それぞれの進路・職業において必要，有用な科目をそれぞれの分類にあ

わせて作成してあります。履修科目を選択する際の参考にしてください。もちろん，このモデルだけが全てではあり

ません。様々な組み合わせがあるでしょう。興味と将来のことを十分考えて，科目を選択しましょう。 

なお，履修要綱３-１卒業の要件に示されているように，卒業にはそれぞれの区分に従い合計１２４単位以上を修得

する必要があります。 

(1) 国際都市経営コース ７９ページ  (2) 都市生活創造コース ８０～８３ページ 
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専門領域の科目一覧 

 

 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年  

 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

           

 マーケティング概論 都市の経済学      専門基礎科目  

 経営学概論 世界の都市      （基幹科目）  

          

 都市計画(1) 国際都市経営概論

(1) 

都市の文化・芸術 会計学概論 民法と商法   （基礎共通科目）  

 世界の住まい 国際都市経営概論

(1) 

 統計と分析     

         
          

          

 コンピュータ演習  まちの観察  Facilitation & Communication     （演習領域）  

 グラフィックデザイン演習 都市デジタルシミュレーション(1) 

 

 都市デジタルシミュレーション(2)    
 

 

 空間デザイン演習(1) 空間デザイン演習(2) 空間デザイン演習⑷ 都市デジタルシミュレーション(⑶      

  空間デザイン演習(3)  マーケティングリサーチ演習(2)      

  マーケティングリサーチ演習(1)  マーケティングリサーチ演習⑶)      
          

          

    Urban Area 

Marketing 

Urban Landscape Urban Tourism  専門科目  

       （国際コース指定）  

    Urban Development  

& Management 

Urban Environment 

Design 

Urban Mobility    

        

          

  都市の社会学  集客学 経営戦略論 広告コミュニケーション  （ライフスタイル）  

     経営財務 

 

ブランド戦略    
          

          

   住宅と不動産 エリアマネジメント プロジェクトマネジメント   （マネジメント）  

   コミュニティマネジメント 都市空間の演出       

    不動産ビジネス      

          
          

          

  都市デザイン インテリアデザインと実務   建築空間論 住宅計画  （デザイン）  

   建築史  リノベーションとコンバージョン     

          
          

          

  都市政策 まちの防災 ユニバーサルデザイン 都市計画(2)   （しくみ）  

    住まいの構法・生産・流通      

    住まいと環境      

          
          
 

 

  建築法規  構造力学(1)及び演習 構造力学(2)及び演習   （建築士対応科目） 

 

 

    建築材料  環境と設備 建築構造    

      鉄筋コンクリート構造    
          

          

 
 

 

 

   

 キャリアデザイン(1)    （総合領域）  

  
  

キャリアデザイン(2)     

  プロジェクト演習(1) プロジェクト演習(2) 卒業研究(1) 卒業研究(2)  
          

 以下は学年配当なし        

 海外研修(1)～(2)  インターンシップ(1)～(2)      

 まちづくり演習(1)～(3) 国際ワークショップ(1)～(3) 特別講義(1)～(3)    
          

          

 凡例 必修科目 選択必修科目  Urban Tourism 国際都市経営コース指定科目  
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専門領域の科目一覧：国際都市経営コース    

                       

 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年  

 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

           

 マーケティング概論 都市の経済学      専門基礎科目  

 経営学概論 世界の都市      （基幹科目）  

          

 都市計画(1) 国際都市経営概論

(1) 

 会計学概論    （基礎共通科目）  

 世界の住まい 国際都市経営概論

(2) 

 統計と分析     

   

 

      
          

          

 コンピュータ演習  まちの観察 Facilitation & Communication     （演習領域）  

 グラフィックデザイン演習 都市デジタルシミュレーション(1) 

 

 都市デジタルシミュレーション(2)    
 

 

 空間デザイン演習(1)         

    マーケティングリサーチ演習(2)      

  マーケティングリサーチ演習(1) 
 

マーケティングリサーチ演習⑶)      
          

          

    Urban Area 

Marketing 

Urban Landscape Urban Tourism  専門科目  

              （国際コース指定）  

   
 

Urban Development  

& Management 

Urban Environment 

Design 

Urban Mobility    

       

          

  都市の社会学  集客学 経営戦略論 広告コミュニケーション  （ライフスタイル）  

     経営財務 

 

ブランド戦略    
          

    エリアマネジメント プロジェクトマネジメント   （マネジメント）  

   コミュニティマネジメント 都市空間の演出      

    不動産ビジネス      

          
          

          

        （デザイン）  

          

                    

          

  都市政策   都市計画(2)   （しくみ）  

          

          

           
 

 

         

 

 

          
          
          
 

 

      （建築士対応科目） 

 

 

           

          

                    

          

 
 

 

 

   

 キャリアデザイン(1)    （総合領域）  

  
  

キャリアデザイン(2)     

  プロジェクト演習(1) プロジェクト演習(2) 卒業研究(1) 卒業研究(2)  
          

 以下は学年配当なし        

 海外研修(1)～(2)  インターンシップ(1)～(2)      

 まちづくり演習(1)～(3) 国際ワークショップ(1)～(3) 特別講義(1)～(3)     
          

          

 凡例 必修科目 選択必修科目        Urban Tourism 国際都市経営コース指定科目  

  

 

      
        

 

専門基礎科目３７単位を修得 

（必修２１単位,選択必修１６単位※） 

       ※演習領域４単位を含む 

専門科目５３単位を修得 

（必修１２単位,選択必修１０単位, 

国際コース指定６単位,選択２５単位） 
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専門領域の科目一覧：都市生活創造コース 都市のライフスタイル   

                       

 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年  

 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

           

 マーケティング概論 都市の経済学      専門基礎科目  

 経営学概論 世界の都市      （基幹科目）  

          

  
 

都市の文化・芸術 会計学概論 民法と商法   （基礎共通科目）  

  
 

 統計と分析     

   

 

      
          

          

 コンピュータ演習  まちの観察 Facilitation & Communication     （演習領域）  

 グラフィックデザイン演習 都市デジタルシミュレーション(1) 

 

 都市デジタルシミュレーション(2)    
 

 

 空間デザイン演習(1) 空間デザイン演習(2)        

    マーケティングリサーチ演習(2)      

  マーケティングリサーチ演習(1) 
 

マーケティングリサーチ演習⑶)      
          

          

    Urban Area 

Marketing 

 Urban Tourism  専門科目  

              （国際コース指定）  

   
 

Urban Development  

& Management 
 

    

       

          

  都市の社会学  集客学 経営戦略論 広告コミュニケーション  （ライフスタイル）  

     経営財務 

 

ブランド戦略    
          

   住宅と不動産 エリアマネジメント プロジェクトマネジメント   （マネジメント）  

   コミュニティマネジメント 都市空間の演出      

    不動産ビジネス      

          
          

          

  都市デザイン   建築空間論   （デザイン）  

     リノベーションとコンバージョン     

                    

          

  都市政策 まちの防災 ユニバーサルデザイン    （しくみ）  

          

          

           
 

 

         

 

 

          
          
          
 

 

      （建築士対応科目） 

 

 

           

          

                    

          

   

 

   

 キャリアデザイン(1)    （総合領域）  

  
  

キャリアデザイン(2)     

  プロジェクト演習(1) プロジェクト演習(2) 卒業研究(1) 卒業研究(2)  
          

 以下は学年配当なし        

 海外研修(1)～(2)  インターンシップ(1)～(2)      

 まちづくり演習(1)～(3) 国際ワークショップ(1)～(3) 特別講義(1)～(3)     
          

          

 凡例 必修科目 選択必修科目        Urban Tourism 国際都市経営コース指定科目  

  

 

      
        

 

専門基礎科目３７単位を修得 

（必修２１単位,選択必修１６単位※） 

       ※演習領域８単位を含む 

専門科目５３単位を修得 

（必修１２単位,選択必修１０単位, 

選択３１単位） 
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履修モデル 

 

専門領域の科目一覧：都市生活創造コース 都市のマネジメント    

                       

 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年  

 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

           

 マーケティング概論 都市の経済学      専門基礎科目  

 経営学概論 世界の都市      （基幹科目）  

          

 都市計画(1) 

 

都市の文化・芸術  民法と商法   （基礎共通科目）  

 
  

 統計と分析     

   

 

      
          

          

 コンピュータ演習  まちの観察 Facilitation & Communication     （演習領域）  

 グラフィックデザイン演習 都市デジタルシミュレーション(1) 

 

 都市デジタルシミュレーション(2)    
 

 

 空間デザイン演習(1) 空間デザイン演習(2)  都市デジタルシミュレーション(⑶      

  空間デザイン演習(3)  マーケティングリサーチ演習(2)      

  マーケティングリサーチ演習(1) 
 

マーケティングリサーチ演習⑶)      
          

          

    Urban Area 

Marketing 

Urban Landscape Urban Tourism  専門科目  

              （国際コース指定）  

   
 

Urban Development  

& Management 
 

    

       

          

  都市の社会学   経営戦略論   （ライフスタイル）  

     経営財務 

 

ブランド戦略    
          

   住宅と不動産 エリアマネジメント プロジェクトマネジメント   （マネジメント）  

   コミュニティマネジメント 都市空間の演出      

    不動産ビジネス      

          
          

          

  都市デザイン    建築空間論   （デザイン）  

   建築史  リノベーションとコンバージョン     

                    

          

  都市政策  ユニバーサルデザイン 都市計画(2)   （しくみ）  

          

          

           
 

 

         

 

 

          
          
          
 

 

      （建築士対応科目） 

 

 

           

          

                    

          

 
 

 

 

   

 キャリアデザイン(1)    （総合領域）  

  
  

キャリアデザイン(2)     

  プロジェクト演習(1) プロジェクト演習(2) 卒業研究(1) 卒業研究(2)  
          

 以下は学年配当なし        

 海外研修(1)～(2)  インターンシップ(1)～(2)      

 まちづくり演習(1)～(3) 国際ワークショップ(1)～(3) 特別講義(1)～(3)     
          

          

 凡例 必修科目 選択必修科目        Urban Tourism 国際都市経営コース指定科目  

  

 

      
        

 

専門基礎科目３７単位を修得 

（必修２１単位,選択必修１６単位※） 

       ※演習領域８単位を含む 

専門科目５３単位を修得 

（必修１２単位,選択必修１０単位, 

選択３１単位） 
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履修モデル 
 

 

専門領域の科目一覧：都市生活創造コース 都市のデザイン   

                       

 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年  

 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

           

 マーケティング概論 都市の経済学      専門基礎科目  

 経営学概論 世界の都市      （基幹科目）  

          

 都市計画(1) 

 

都市の文化・芸術  民法と商法   （基礎共通科目）  

 世界の住まい 
 

      

   

 

      
          

          

 コンピュータ演習  まちの観察     （演習領域）  

 グラフィックデザイン演習 都市デジタルシミュレーション(1) 

 

 都市デジタルシミュレーション(2)    
 

 

 空間デザイン演習(1) 空間デザイン演習(2) 空間デザイン演習⑷ 都市デジタルシミュレーション(⑶      

  空間デザイン演習(3)        

  マーケティングリサーチ演習(1) 
 

      
          

          

    
 

Urban Landscape   専門科目  

              （国際コース指定）  

   
  

Urban Environment 

Design 

    

       

          

  都市の社会学      （ライフスタイル）  

          
          

   住宅と不動産 エリアマネジメント プロジェクトマネジメント   （マネジメント）  

    都市空間の演出      

          

          
          

          

  都市デザイン インテリアデザインと実務   建築空間論 住宅計画  （デザイン）  

   建築史       

                    

          

  都市政策  ユニバーサルデザイン    （しくみ）  

    住まいの構法・生産・流通      

    住まいと環境      

           
 

 

         

 

 

          
          
          
 

 

  建築法規  構造力学(1)及び演習 構造力学(2)及び演習 （建築士対応科目） 

 

 

    建築材料  環境と設備 建築構造    

      鉄筋コンクリート構造    

          
          

          

 
 

 

 

   

 キャリアデザイン(1)   （総合領域）  

  
  

キャリアデザイン(2)     

  プロジェクト演習(1) プロジェクト演習(2) 卒業研究(1) 卒業研究(2)  
          

 以下は学年配当なし        

 海外研修(1)～(2)  インターンシップ(1)～(2)      

 まちづくり演習(1)～(3) 国際ワークショップ(1)～(3) 特別講義(1)～(3)     
          

          

 凡例 必修科目 選択必修科目        Urban Tourism 国際都市経営コース指定科目  

  

 

      
        

 

専門基礎科目３７単位を修得 

（必修２１単位,選択必修１６単位※） 

       ※演習領域８単位を含む 

専門科目５３単位を修得 

（必修１２単位,選択必修１０単位, 

選択３１単位） 
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履修モデル 
 

 

専門領域の科目一覧：都市生活創造コース 都市のしくみ    

                       

 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年  

 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

           

 マーケティング概論 都市の経済学      専門基礎科目  

 経営学概論 世界の都市      （基幹科目）  

          

 都市計画(1) 

 

 会計学概論 民法と商法   （基礎共通科目）  

 
  

 統計と分析     

   

 

      
          

          

 コンピュータ演習  まちの観察     （演習領域）  

 グラフィックデザイン演習 都市デジタルシミュレーション(1) 

 

 都市デジタルシミュレーション(2)    
 

 

 空間デザイン演習(1) 空間デザイン演習(2)  都市デジタルシミュレーション(⑶      

          

  マーケティングリサーチ演習(1) 
 

マーケティングリサーチ演習⑶)      
          

          

    
 

Urban Landscape   専門科目  

              （国際コース指定）  

   
 

Urban Development  

& Management 

Urban Environment 

Design 

Urban Mobility    

       

          

  都市の社会学  集客学 経営戦略論   （ライフスタイル）  

     経営財務 

 

    
          

   住宅と不動産 エリアマネジメント プロジェクトマネジメント   （マネジメント）  

          

    不動産ビジネス      

          
          

          

  都市デザイン    建築空間論   （デザイン）  

          

                    

          

  都市政策 まちの防災 ユニバーサルデザイン 都市計画(2)   （しくみ）  

    住まいの構法・生産・流通      

    住まいと環境      

           
 

 

         

 

 

          
          
          
 

 

  建築法規    （建築士対応科目） 

 

 

           

          

                    

          

  

 

 キャリアデザイン(1)   （総合領域）  

  
  

キャリアデザイン(2)     

  プロジェクト演習(1) プロジェクト演習(2) 卒業研究(1) 卒業研究(2)  
          

 以下は学年配当なし        

 海外研修(1)～(2)  インターンシップ(1)～(2)      

 まちづくり演習(1)～(3) 国際ワークショップ(1)～(3) 特別講義(1)～(3)     
          

          

 凡例 必修科目 選択必修科目        Urban Tourism 国際都市経営コース指定科目  

  

 

      
        

 

専門基礎科目３７単位を修得 

（必修２１単位,選択必修１６単位※） 

       ※演習領域８単位を含む 

専門科目５３単位を修得 

（必修１２単位,選択必修１０単位, 

選択３１単位） 
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資 格 

 

資格には，国家試験によって得られる「国家資格」をはじめ，各種団体の実施による「公的資格」「民間資格」などがあ

ります。学科の単位取得との関係では，次のように分類されます。 

(1) 所定単位を修得して卒業すれば，無試験で資格を取得できるもの（実務・研修・講習を含む。） 

(2) 所定の単位を修得して卒業すれば，試験の受験資格を取得できるもの 

(3) 単位の修得や学歴が資格と関係ないもの 

ただし，資格・試験が単位修得と関係がなくても，試験科目と関係のある科目がありますので，本要覧に履修を推奨す

る科目として示していますので，参考にしてください。なお，試験日，試験科目や受験資格など詳細は，それぞれの試験

要項などでよく調べてください。 

＜総括表＞ 

 資格名 類型 資格と単位修得との関係 

1 一級建築士，二級建築士，木造建築士 (2) 所定単位修得により受験資格 

2 インテリアコーディネーター (3) 関係なし 

3 商業施設士補 (1) 所定単位と講習により資格取得 

4 商業施設士 (2) 士補の資格があると，士の学科試験免除／実技試験あり 

5 福祉住環境コーディネーター（２級） (3) 関係なし 

6 宅地建物取引士 (3) 関係なし 

7 公務員試験 (3) 関係なし 

8 建築施工管理技士 (2) 所定単位修得により受験資格 

 

資格・試験ごとの関係科目 

 

１．一級建築士，二級建築士，木造建築士 

 

 建築士の受験資格は，国土交通省指定の学科のみに認められ，文系では本学部の他にほとんどなく，就職や卒業生の大

きな強みとなっています。このため，本学部に進学した以上はこの受験資格を得るように，ぜひ検討してください。 

(1) 資格の種類 

国家資格 

(2) 建築士の区分 

・一級建築士：国土交通大臣の免許を受け，すべての建築物の設計，工事監理等の業務を行うことができる。 

・二級建築士：都道府県知事の免許を受け，建築物の構造や規模等の制限を受け，規定された建築物の設計，工事

監理等の業務を行うことができる。 

・木造建築士：都道府県知事の免許を受け，木造の建築物の設計，工事監理等の業務を行うことができる。 

(3) 受験資格 

国土交通省が指定する建築に関する科目（指定科目）を修めて卒業後，所定の実務経験により建築士試験受験資格

が与えられる。一級建築士試験および二級・木造建築士試験の受験に必要な卒業時の単位数と，建築士免許の交付

を受けるに必要な建築実務の経験年数は,次表の通りである。なお，二級建築士の資格を以って一級建築士試験を受

験する場合は，建築実務の経験が４年以上必要である。 

指定科目（⑤参照） 一級建築士試験 二級・木造建築士試験 

必修科目 

建築設計製図 7単位 7単位 7単位 5単位 5単位 5単位 

建築計画 7単位 7単位 7単位 

7単位 7単位 7単位 建築環境工学 2単位 2単位 2単位 

建築設備 2単位 2単位 2単位 

構造力学 4単位 4単位 4単位 

6単位 6単位 6単位 建築一般構造 3単位 3単位 3単位 

建築材料 2単位 2単位 2単位 

建築生産 2単位 2単位 2単位 1単位 1単位 1単位 

建築法規 1単位 1単位 1単位 1単位 1単位 1単位 

必修科目の総単位数(a) 30単位 30単位 30単位 20単位 20単位 20単位 

必修科目以外の総単位数(b) 適宜 適宜 適宜 適宜 適宜 適宜 

(a) + (b) 60単位 50単位 40単位 40単位 30単位 20単位 

建築実務の経験 2年 3年 4年 0年 1年 2年 
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資 格 

 

(4) 試験科目 

試験科目は，次表の通りである。 

 一級建築士試験 二級・木造建築士試験 

学科の試験 

学科Ⅰ 建築計画，建築積算等 (20問) 

学科Ⅱ 環境工学，建築設備等 (20問) 

学科Ⅲ 建築法規等 (30問) 

学科Ⅳ 構造力学，建築一般構造， 

建築材料等 (30問) 

学科Ⅴ 建築施工等 (25問) 

５科目合計 125問，四枝択一 

学科Ⅰ 建築計画 (25問) 

学科Ⅱ 建築法規 (25問) 

学科Ⅲ 建築構造 (25問) 

・二級建築士：構造計算および建築材料を含む 

・木造建築士：建築材料を含む 

学科Ⅳ 建築施工 (25問) 

４科目合計 100問，五枝択一 

設計製図の試験 

あらかじめ公表された設計課題に対する計画，設計

の知識および技能に加え，記述，図的表現等による

構造および設備計画の基本的な能力も求められる。 

あらかじめ公表された設計課題に対する計画，設計

の知識および技能を求められる。 

 

(5) 指定科目 

本学都市生活学部都市生活学科は，平成２１（２００９）度以来，建築士指定科目が認められた課程である。令和

２（２０２０）年度入学者については，２０２１年３月までに変更申請による認可を得る予定であり，下表の指定

科目を予定している。認可後の詳細は２０２１年４月にあらためて周知する。 

 

学校・課程名  東京都市大学 都市生活学部 都市生活学科 

指定科目の分類 

（単位数） 
指定科目に該当する科目（予定） 

二級・木造 一級 科目名 履修学年 必修・選択 
単位数 

時間数 
備 考 

①建築設計製図 

実務０～２年 

(5単位以上) 

実務３～５年 

(3単位以上) 

①建築設計製図 

(7単位以上) 
都市デジタルシミュレーション(1) 1年後期 必修 2  

都市デジタルシミュレーション(2) 2年後期 選択必修 2  

都市デジタルシミュレーション(3) 2年後期 
①選択必修 

②自由選択 
2  

空間デザイン演習(1) 1年前期 必修 3  

空間デザイン演習(2) 1年後期 選択必修 2  

空間デザイン演習(3) 1年後期 
①選択必修 

②自由選択 
2  

  空間デザイン演習(4) 2年前期 
①選択必修 

②自由選択 
2  

②～④ 

建築計画， 

建築環境工学 

又は建築設備 

実務０～２年 

(7単位以上) 

実務３～５年 

(2単位以上)  

 

②建築計画 

(7単位以上) 

 

建築史 2年前期 選択 2  

ユニバーサルデザイン 2年後期 選択必修 2  

都市デザイン 1年後期 選択必修 2  

住宅計画 3年後期 選択 2  

建築空間論 3年前期 選択必修 2  

リノベーションとコンバージョン 3年前期 選択 2  

コミュニティマネジメント 2年前期 選択 2  

③建築環境工学 

(2単位以上) 
住まいと環境 2年後期 選択 2  

④建築設備 

(2単位以上) 
環境と設備 3年前期 選択 2  

                             ①：都市生活創造コース  ②：国際都市経営コース  
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指定科目の分類 

（単位数） 
指定科目に該当する科目 

二級・木造 一級 科目名 履修学年 必修・選択 
単位数 

時間数 
備 考 

⑤～⑦ 

構造力学， 

建築一般構造又

は建築材料 

実務０～２年 

(6単位以上) 

実務３～５年 

(3単位以上) 

⑤構造力学 

(4単位以上) 
構造力学(1)及び演習 3年前期 選択 3  

構造力学(2)及び演習 3年後期 選択 3  

⑥建築一般構造 

(3単位以上) 
建築構造 3年後期 選択 2  

鉄筋コンクリート構造 3年後期 選択 2  

※建築構法(1) ※建築学科開講科目 2 他学部履修 

※木質構造 ※建築学科開講科目 2 他学部履修 

⑦建築材料 

(2単位以上) 
建築材料 2年前期 選択 2  

⑧建築生産 

(1単位以上) 

⑧建築生産 

(2単位以上) 
住まいの構法・生産・流通 2年後期 選択 2  

⑨建築法規 

(1単位以上) 

⑨建築法規 

(1単位以上) 
建築法規 2年前期 選択 2  

⑩その他 

 

⑩その他 

 
世界の住まい 1年前期 選択必修 2  

世界の都市 1年後期 必修 2  

住宅と不動産 2年前期 選択 2  

都市空間の演出 2年後期 選択 2  

まちの防災 2年前期 選択 2  

インテリアデザインと実務 2年前期 選択 2  

都市計画(2) 3年前期 選択 2  

都市計画(1) 1年前期 選択必修 2  

都市政策 1年後期 選択必修 2  

 

            ①：都市生活創造コース  ②：国際都市経営コース 

 

一級建築士試験の受験に必要な単位数は， 

建築実務の経験 2年：上表①～⑨までの各区分の要件を充たした計 30単位を含め，合計 60単位以上 

建築実務の経験 3年：    同                       合計 50単位以上 

建築実務の経験 4年：    同                       合計 40単位以上 

 

 

二級・木造建築士試験の受験に必要な単位数は， 

建築実務の経験 0年：上表①～⑨までの各区分の要件を充たした計 20単位を含め，合計 40単位以上 

建築実務の経験 1年：    同                       合計 30単位以上 

建築実務の経験 2年：    同                       合計 20単位以上 

 

注意１：建築都市デザイン学部建築学科で受講を認められている指定科目以外の科目を建築学科で受講しても，都

市生活学科の指定科目としては認められない。 

注意２：「構造力学(1)及び演習」「構造力学(2)及び演習」を履修する場合は，高校の数学および物理（特に力学）

を理解している必要がある。 

 

(6) その他 

  一級建築士の免許の交付を受けるには，上記の指定科目を修得して卒業することと，２年間の実務経験が必要とさ

れるが，本学大学院環境情報学研究科都市生活学専攻に進学した場合は，所定の科目を修得することで２年間のう

ち１年間分の実務経験とみなされる措置が適用される。 
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２．インテリアコーディネーター 

 

(1) 資格の種類 

社団法人インテリア産業協会が認定する公的資格 

(2) 役割 

住む人にとって快適な住空間を作るために適切な提案・助言を行うプロフェッショナル。インテリア（家具，ファ

ブリックス，照明器具，住宅設備等）に関する幅広い商品知識を持ち，インテリア計画や商品選択のアドバイスな

どを行なう。 

(3) 受験資格 

単位修得と関係なし 

(4) 試験科目 

１次試験 学科（マークシートによる択一式・160分） 

２次試験 論文試験・プレゼンテーション試験（記述式・180分） 

(5) 試験のために必要とする科目（太字科目は必ず履修すること） 

「空間デザイン演習(１)」「空間デザイン演習(２)」「都市デジタルシミュレーション(１)」 

「都市デジタルシミュレーション(２)」「都市デジタルシミュレーション(３)」 

「住宅計画」「インテリアデザインと実務」「住まいと環境」「建築法規」「環境と設備」「建築構造」「建築材料」 

 

 

３．商業施設士補  ４．商業施設士 

 

(1) 資格の種類 

・「社団法人 商業施設技術団体連合会」が認定する公的資格 

・（社）日本インテリアデザイナー協会，（社）日本ディスプレイ業団体連合会など 10団体の推薦資格 

(2) 資格の目的・特性 

・商業施設の企画，空間構成，設計，制作施工監理を行うのに必要な専門知識と技術を有すると認める技術者に「商

業施設士」の称号を付与し，プロの育成を推進する。 

・商業の従事者，専門技術者が持つことのできる現状唯一の資格。 

(3) 試験内容 

・学科試験：商業施設と技術に関する共通問題（学科試験受験者必須），選択問題（生活と商業，企画と計画，施設

と設計，監理と施工の４科目のうち２科目） 

・構想表現（実技）試験：文章表現または図案表現 

(4) 受験資格 

・学科試験＋実技試験：満 20歳以上で下表の実技試験受験資格に該当の者 

・実技試験のみ：下表の実技試験受験資格に該当する者 

《実技試験・受験資格一覧表》 

  最終卒業学校または資格 実務経験年数 

学歴＋実務の場合 大学・短期大学 
商業施設関連課程卒 左記以外の課程卒 

卒業後１年以上 卒業後２年以上 

資格保有者の場合 

一級・二級・木造建築士 

インテリアプランナー 

再開発プランナー 

中小企業診断士 

一級販売士 

インテリアコーディネーター 

商業施設士補 

０年 
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(5) 商業施設士補資格と認定に関するメリット 

・商業施設士補は，認定校の学生で，指定する認定課程の各科目の単位を取得しているという要件を満たす者に対

して付与する資格（科目単位認定及び講習受講による）。商業施設に関する知識を習得した証となり，商業や街づ

くりを志す者に有利な資格。 

・商業施設士補は商業施設士資格試験の学科試験が免除となる。 

 (6) 商業施設士補資格認定指定科目 

本学都市生活学部都市生活学科は，商業施設士補の受験資格認定課程となっている。下表「区分・科目」の各要件

に対して，「充当する教科目」を充足することで，資格の申請及び講習受講を経て資格取得をすることができる。 

なお，本認定制度は，入学年度の指定科目数・科目名でなく，各年度でのものを適用するため，学年ガイダンスの

他，窓口教員からの連絡事項に注意して履修をすすめること。 

 

東京都市大学 都市生活学部 都市生活学科 

商業施設士補 資格認定課程 指定科目 

区分・科目 
充当する教科目 単位数 

区分 必須単位 科目 

商
業
一
般 

6単位 

以上 

商業一般に関する科目 マーケティング概論 

都市の経済学 

経営学概論 

会計学概論 

経営戦略論 

（１年・前期） 

（１年・後期） 

（１年・前期） 

（２年・後期） 

（３年・前期） 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

商 

業 

施 

設 

構 

成 

計 

画 

10単位 

以上 

商業施設の企画 

商業施設に係わる法規と安全計画 

商業施設の計画 

商業施設の展示・装置計画 

商業施設の設計 

以上に関する科目 

Urban Environment Design 

ユニバーサルデザイン 

ブランド戦略 

都市デザイン 

都市計画(1) 

都市空間の演出 

Urban Tourism 

Urban Development & Management 

（３年・前期） 

（２年・後期） 

（３年・後期） 

（１年・後期） 

（１年・前期） 

（２年・後期） 

（３年・後期） 

（２年・後期） 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

建 

築 

一 

般 
 

及
び 

工 

事 

監 

理
・
施 

工 

6単位 

以上 

建築一般に関する科目 

及び 

商空間の工事監理に関する科目 

建築史 

住まいの構法・生産・流通 

建築空間論 

住まいと環境 

建築構造 

インテリアデザインと実務 

リノベーションとコンバージョン 

建築材料 

建築法規 

環境と設備 

（２年・前期） 

（２年・後期） 

（３年・前期） 

（２年・後期） 

（３年・後期） 

（２年・前期） 

（３年・前期） 

（２年・前期） 

（２年・前期） 

（３年・前期） 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

設
計
製
図 

9単位 

以上 

商業施設の設計製図に関する科目 空間デザイン演習(1) 

空間デザイン演習(2) 

空間デザイン演習(3) 

空間デザイン演習(4) 

都市デジタルシミュレーション (1)  

都市デジタルシミュレーション (2)   

都市デジタルシミュレーション (3)     

（１年・前期） 

（１年・後期） 

（１年・後期） 

（２年・前期） 

（１年・後期） 

（２年・後期） 

（２年・後期） 

３ 

２ 

２ 

２ 

２  

２ 

２ 

※各区分をバランスよく修得するために，太字科目の履修を推奨する。 
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５．福祉住環境コーディネーター（２級） 

 

(1) 資格の種類 

東京商工会議所が認定する公的資格 

(2) 目的 

高齢者や障害者に対して住みよい住環境を提案するアドバイザーを目指す。医療・福祉･建築について体系的で幅広

い知識を身につけ，各種の専門職と連携をとりながらクライアントに適切な住宅改修プランを提示する。 

(3) 主な業務 

介護保険制度下での住宅改修に係わるケアマネジャーとの連携 

福祉施策，福祉・保険サービスなどの情報提供 

福祉用具，介護用品から家具までの選択と利用法のアドバイス 

バリアフリー住宅への新築，建て替え，リフォームにおけるコーディネート 

(4) 受験資格 

単位修得と関係なし 

(5) 出題内容（公式テキストより出題） 

・高齢者，障害者を取り巻く社会環境と住環境 

・リハビリテーションと自立支援 

・高齢者・障害者の心身の特性 

・福祉用具 

・福祉住環境整備とケアマネジメント 

・建築図面の読み方，建築関連法規，建築構造の基礎知識 

(6) 試験のために履修を推奨する科目 

Ａ：推奨科目（資格試験の内容に対応した科目） 

「ユニバーサルデザイン」 

Ｂ：有益科目（資格試験に関連する科目／上記科目とあわせて受講することが望ましい） 

「インテリアデザインと実務」「空間デザイン演習(１)」「住まいと環境」「建築材料」「建築法規」 

 

 

６．宅地建物取引士 

 

(1) 資格の種類 

国家資格 

(2) 資格の意義 

不動産取引業に欠かせない資格。事務所ごとに，業務に従事する者 5 名に 1 人以上の専任の主任者の設置義務があ

り，宅地建物取引業者（一般にいう不動産会社）の相手方に対して，宅地又は建物の売買，交換又は貸借の契約が

成立するまでの間に，重要事項説明などの不動産取引業務に従事する。 

(3) 試験分野 

権利関係（財産法など），宅建業法，法令上の制限（都市計画法，建築基準法など），税・価格の評定，土地・建物，

需給・実務 

(4) 受験資格 

単位修得と関係なし 

(5) 試験のために履修を推奨する科目 

「民法」「都市計画（１）」「都市計画（２）」「建築法規」「住宅と不動産」「不動産ビジネス」「経営財務」 

「会計学概論」等 
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７．公務員試験 

 

(1) 公務員という職業 

公務員とは，国や地方公共団体の機関に勤務する職員のことで，「全体の奉仕者」(憲法第 15 条)と言われるよう

に日々の仕事そのものが社会貢献であることに特徴がある。公務員の仕事の分野は社会のあらゆる側面に関わる

ほど多岐に渡るが，とくに地方公共団体(都道府県や市町村)が行う「まちづくり行政」の分野は，都市生活学部

の学生にとって専門科目で学習する内容ととても関わりが深く，教育課程表において「都市のしくみ」や「都市

のマネジメント」に分類されている科目を中心に多くの科目を学修すれば，まちづくり行政の職務分野の感覚が

自然に身についたものになる。 

(2) 資格の種類 

公務員の採用は，職務に適する能力を持った者を公平な基準によって選抜するため，公務員採用試験に合格した

者のうちから行われる。公務員試験には種々の試験区分があるが，以下の試験が大学卒業者（卒業見込み者を含

む）が受験する一般的な試験区分である。 

・国家公務員総合職（省庁の幹部職員候補者の採用試験） 

・国家公務員一般職（省庁の中堅職員又は出先機関の幹部職員候補者の採用試験） 

・地方上級公務員（都道府県と市区町村，採用試験はそれぞれの地方公共団体ごとに実施） 

(3) 職種 

公務員には職種があり，大きくは事務職，技術職，専門職に大別され，採用試験の区分が異なり，採用後の主た

るポストや異動範囲が異なっている。技術職はさらに土木職，建築職，機械職などに分かれ，事務職も行政機関

によって一般事務職，社会福祉職などに分かれている場合がある。この他，専門職（資格・免許職）として保育

士，栄養士，司書などがある。また，警察官，消防士，交通局職員などは別途の採用試験による。 

これまでの就職実績を見ると，本学部は事務職のほか，地方上級の建築職が有利な傾向がみられる。 

(4) 試験科目 

国，各々の地方公共団体，さらに職種によって異なるが，基本的には一次試験（多肢択一型），二次試験（記述式

の試験）および面接試験の順に進む。一次試験は，一般に出題数が多く，出題範囲が非常に幅広い。例えば，教

養試験（択一式 40～50 問。内容は一般知能（文章読解と数的処理)及び一般知識（社会・人文・自然科学および

時事・社会事情）と専門試験（択一式 40問程度。事務系の場合は憲法，民法，行政法，政治学，経済学，社会学，

会計学，経営学，国際関係など）という場合が多い。詳しくは，過去の出題例の問題集が書店に並んでいるので，

進路として公務員を検討している者は，試験時間を設定して自宅で模擬試験をやってみることをお薦めする。 

(5) 資格の種類 

単位修得と関係なし。なお，都市生活学部の学生は通常は事務職を受験するが，建築職，土木職でも受験できる。 

(6) 試験のために履修を推奨する科目 

公務員試験は非常に幅広い分野から出題されるため，これだけをマスターしておけばといった特定の科目という

ものはないが，日頃から社会や経済に関心を持つとともに，人文・社会科学系の科目を広く受講しておくことを

お薦めする。例えば，以下の科目がある。 

「民法」「都市政策」「経営財務」「会計学概論」「都市の財政学」「マーケティング概論」「経営学概論」「経営戦略

論」「日本国憲法」「法学」「社会学（1a）・（1b）」「社会学（2a）・（2b）」「政治学（1a）・（1b）」「政治学（2a）・（2b）」

「国際関係論（1a）・（1b）」「国際関係論（（2a）・（2b）」等 

 (7) 試験・採用までの日程 

採用試験の申込みや試験の日程は，役所や試験区分ごとに違っています。例えば，東京都特別区職員の場合は，

特別区人事委員会のホームページで周知され，例年１月下旬に日程の公表，Ⅰ類一般方式の場合３月上旬に告示，

申込受付期間が４月上旬のみ，１次試験が５月上旬，２次試験が７月中旬，８月上旬に試験の合格発表があり，

その後に各区の面接を受けて，内定が決まります。申込期間が早く短いので，逃さないように注意が必要です。

東京都庁も概ね同様ですが，試験日が違うので両方受けることができます。また，その他の県庁や市役所などは

それぞれに日程が違い，申込期間や試験日が夏季や秋口になる役所もあれば，数回に分けて募集する役所もあり

ます。そのため，自身の関心のある役所のホームページの採用情報を早めにチェックし，あらかじめ日程計画を

たてておくことが必要です。 
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資 格 

 

 

 

(1) 資格の種類 

   国家資格（国土交通省） 

(2) 建築施工管理技士の効用 

    ・一般建設業，特定建設業の許可基準の一つである営業所ごとに置く専任の技術者，建設工事の現場に置く主任技術

者及び監理技術者の有資格者として認められる。 

・経営事項審査における技術力の評価において，計上する技術者数にカウントされる。 

施工技術の指導的技術者として社会的に高い評価を受けることになる。 

(3) 建築施工管理技士の区分 

・1級建築施工管理技士：特定建設業の営業所の専任技術者および監理技術者となり得る国家資格。 

・2級建築施工管理技士：一般建設業の営業所の専任技術者および主任技術者となり得る国家資格。  

2級は，建築・躯体・仕上げの種別に細分される。 

(4) 受験資格  

      都市生活学部都市生活学科は平成 28年 9月，国土交通省令で定める学科に準ずると認める学科（指定学科）として，

認定された。よって，下記に示す教科において指定する条件を満たし卒業したのち，受検しようとする種目に関し，

１級の場合は指導監督的実務経験 1 年以上を含む３年以上の実務経験を有する者，２級の場合は１年以上の実務経

験を有する者であれば，受験資格を得られる。 

 (5) 指定科目 

  下表の科目のうち，９単位以上を修得することが必要である。 

科目名 履修学年 必修・選択 
単位数 

時間数 
備 考 

空間デザイン演習(2) 1年後期 選択必修 2  

空間デザイン演習(3) 1年後期 
①選択必修 

②自由選択 
2  

空間デザイン演習(4) 2年前期 
①選択必修 

②自由選択 
2  

都市デジタルシミュレーション(2) 2年後期 選択必修 2  

都市デジタルシミュレーション(3) 2年後期 
①選択必修 

②自由選択 
2  

マーケティングリサーチ演習(2) 2年後期 選択必修   

マーケティングリサーチ演習(3) 2年後期 
①選択必修 

②自由選択 
  

建築空間論 3年前期 選択必修 2  

建築史 2年前期 選択 2  

住宅計画 3年後期 選択 2  

住まいの構法・生産・流通 2年後期 選択 2  

住まいと環境 2年後期 選択 2  

建築法規 2年前期 選択 2  

建築材料 2年前期 選択 2  

建築構造 3年後期 選択 2  

構造力学(1)及び演習 3年前期 選択 3  

構造力学(2)及び演習 3年後期 選択 3  

鉄筋コンクリート構造 3年後期 選択 2  

               ①：都市生活創造コース  ②：国際都市経営コース 

 

 

 

８．建築施工管理技士 
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東京都市大学留学プログラム（TAP・TUCP） 

 
本学の留学プログラムには，「東京都市大学オーストラリアプログラム（以下，

TAP）」と「東京都市大学とカンタベリー大学との留学プログラム（以下，TUCP）」
の２つがあります。これらのプログラムは，本学が独自に開発した留学プログラムで

す。 
2015 年より始まった TAP は，西豪州パースの大学に 16 週にわたり留学します。

参加条件を問いませんので，英語に自信が無い場合でも安心して留学することが可能

です。1 年次には，準備教育として，前期後期合わせて 100 日間の英会話レッスンも

あります。 
TUCP は，ニュージーランド・クライストチャーチ市のカンタベリー大学に 16 週

にわたり留学します。参加条件として TOEIC®600 点以上が求められますが，カン

タベリー大学の学生と共に現地の科目を受講できることがこのプログラムの特徴で

す。 
 
 

◆ プログラムの概要 

現在は以下の 2 プログラムが用意されています。英語レベルに合わせて参加するプログラムを決定します。 

   

概要 ＴＡＰ 
東京都市大学オーストラリアプログラム 
初体験でも安心してチャレンジできる留学システム。 
国内での準備教育とオーストラリア留学の 2 年間に 
わたる大規模プログラム。 

ＴＵＣＰ 
カンタベリー大学留学プログラム 
現地学生と共に専門科目を学ぶ上級者向け

プログラム 

募集定員  
サイクル A 環境学部 環境創生学科 30 名 

環境経営ｼｽﾃﾑ学科 24 名 
メディア情報学部 社会メディア学科 35 名 

情報システム学科 12 名 
都市生活学部 都市生活学科 90 名 
人間科学部 児童学科 4 名 

サイクル B 理工学部 全 7 学科 140 名 
建築都市ﾃﾞｻﾞｲﾝ学部 全 2 学科 40 名 
情報工学部 全 2 学科 70 名 

合計 
サイクル A：221 名 サイクル B：250 名 471 名※ 

学部学科によりサイクル（留学の時期）を指定。 
募集人員を超えた場合は選考あり。※学科によらない調整人数を含む 

45 名 
 

学部 2 年生以上及び大学院生にも開かれ

たプログラムです 

英語要件 特になし TOEIC®600 点以上 

語学準備講座 参加必須(1 年次 前後期 100 日間) 参加可能 

プログラム 
期間 

 

サイクル A 
語学準備講座 2020 年 5～7 月，9～12 月 

豪州留学 2021 年 2～5 月 

サイクル B 
語学準備講座 2020 年 5～7 月，9～12 月 

豪州留学 2021 年 8～11 月 

. 

 

ニュージーランド留学：2021 年 8～11 月 

 

派遣先大学 エディスコーワン大学／マードック大学 
［西オーストラリア州 パース］ 

カンタベリー大学 
［ニュージーランド クライストチャーチ］ 

学修内容と修

得単位 
英語科目/教養科目等 計 12 単位 
詳細は別表１参照 

英語科目/専門基礎科目等 計 12 単位 
詳細は別表２参照 
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東京都市大学留学プログラム（TAP・TUCP） 

 

◆ 留学中の学修 ① TAP：東京都市大学オーストラリアプログラム 

4か月間の留学において，1stクォーターは，大学付設の語学学校（能力別クラス）で英語を学びます。2ndクォーター

は国際人として必要な教養を身につけるために，教養の科目を英語で学びます。現地における科目と，本学における認定

科目については以下のとおりですが，詳細は学科の TAP担当教員及び教務委員に確認してください。 

 

（別表 1-1）単位認定表[TAP]：世田谷キャンパス（理工学部・建築都市デザイン学部・情報工学部） 

派遣先 期 派遣先大学での開講科目名 ※1 

単

位

数 

本学での認定科目名 

単

位

数 

理工学部 

認定科目区分 

建築都市 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ学部 

認定科目区分 

情報工学部 

認定科目区分 

エディ

スコー

ワン 

大学 

（ECU） 

前半 
Improving English 4 

Communication Skills(1) 1 
Improving English 4 単位を， 

外国語必修単位

CS(1),CS(2),RW(1a),RW(1b),RW(2a),RW(2b) 

＜1 年次配当＞の 4 単位で認定 
 

（上記科目の履修は不可） 

Communication Skills(2) 1 

Reading and Writing(1a) 0.5 

Reading and Writing(1b) 0.5 

Reading and Writing(2a) 0.5 

Reading and Writing(2b) 0.5 

Improving English 2 ※2 2 教養科目 教養科目 教養科目 

後半 

Collaborative Design 2 ※2 2 理工学基礎科目・選択 学部基盤科目・選択 情報工学基盤科目・選択 

Social, Cultural, and Media Studies 2 ※2 2 教養科目 教養科目 教養科目 

Introductory Applied Mathematics 2 ※2 2 理工学基礎科目・選択 学部基盤科目・選択 情報工学基盤科目・選択 

マード

ック 

大学 

（MU） 

前半 
Improving English 4 

Communication Skills(1) 1 
Improving English 4 単位を， 

外国語必修単位

CS(1),CS(2),RW(1a),RW(1b),RW(2a),RW(2b) 

＜1 年次配当＞の 4 単位で認定 
 

（上記科目の履修は不可） 

Communication Skills(2) 1 

Reading and Writing(1a) 0.5 

Reading and Writing(1b) 0.5 

Reading and Writing(2a) 0.5 

Reading and Writing(2b) 0.5 

Improving English 2 ※2 2 教養科目 教養科目 教養科目 

後半 

Australia and Asia 2 ※2 2 教養科目 教養科目 教養科目 

Using Web Data 2 ※2 2 理工学基礎科目・選択 学部基盤科目・選択 情報工学基盤科目・選択 

Sustainable Urban Design 2 ※2 2 理工学基礎科目・選択 学部基盤科目・選択 情報工学基盤科目・選択 

※1 海外大学での開講科目（名）は，変更となる場合がある。 

※2 学則第 43 条に則り，海外大学で単位を修得した科目名称のまま，本学で単位を認定する。 

 

（別表 1-2）単位認定表[TAP]：横浜キャンパス（環境学部・メディア情報学部） 

派遣先 期 派遣先大学での開講科目名 ※1 

単

位

数 

本学での認定科目名 

単

位

数 

環境学部 

認定科目区分 

メディア情報学部 

認定科目区分 

エディ

スコー

ワン 

大学 

（ECU） 

前半 
Improving English 4 

Communication Skills(1) 1 
Improving English 4 単位を， 

外国語必修単位

CS(1),CS(2),RW(1a),RW(1b),RW(2a),RW(2b) 

＜1 年次配当＞の 4 単位で認定 
 

（上記科目の履修は不可） 

Communication Skills(2) 1 

Reading and Writing(1a) 0.5 

Reading and Writing(1b) 0.5 

Reading and Writing(2a) 0.5 

Reading and Writing(2b) 0.5 

Improving English 2 ※2 2 教養科目 教養科目 

後半 

Collaborative Design 2 ※2 2 専門基礎科目・選択 専門基礎科目・選択 

Social, Cultural, and Media Studies 2 ※2 2 教養科目 専門基礎科目・選択 

Urban Movement and Analysis 2 ※2 2 専門基礎科目・選択 教養科目 

マード

ック 

大学 

（MU） 

前半 
Improving English 4 

Communication Skills(1) 1 
Improving English 4 単位を， 

外国語必修単位

CS(1),CS(2),RW(1a),RW(1b),RW(2a),RW(2b) 

＜1 年次配当＞の 4 単位で認定 
 

（上記科目の履修は不可） 

Communication Skills(2) 1 

Reading and Writing(1a) 0.5 

Reading and Writing(1b) 0.5 

Reading and Writing(2a) 0.5 

Reading and Writing(2b) 0.5 

Improving English 2 ※2 2 教養科目 教養科目 

後半 

Australia and Asia 2 ※2 2 教養科目 教養科目 

Digital Storytelling 2 ※2 2 専門基礎科目・選択 専門基礎科目・選択 

Sustainable Urban Design 2 ※2 2 専門基礎科目・選択 専門基礎科目・選択 

※1 海外大学での開講科目（名）は，変更となる場合がある。 

※2 学則第 43 条に則り，海外大学で単位を修得した科目名称のまま，本学で単位を認定する。 
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東京都市大学留学プログラム（TAP・TUCP） 

 

別表 1-3）単位認定表[TAP]：等々力キャンパス（都市生活学部・人間科学部） 

派遣先 期 派遣先大学での開講科目名 ※1 

単

位

数 

本学での認定科目名 

単

位

数 

都市生活学部 

認定科目区分 

人間科学部 

認定科目区分 

エディ

スコー

ワン 

大学 

（ECU） 

前半 
Improving English 4 

Communication Skills(1) 1 
Improving English 4 単位を， 

外国語必修単位

CS(1),CS(2),RW(1a),RW(1b),RW(2a),RW(2b) 

＜1 年次配当＞の 4 単位で認定 
 

（上記科目の履修は不可） 

Communication Skills(2) 1 

Reading and Writing(1a) 0.5 

Reading and Writing(1b) 0.5 

Reading and Writing(2a) 0.5 

Reading and Writing(2b) 0.5 

Improving English 2 ※2 2 教養科目 教養科目 

後半 

Collaborative Design 2 ※2 2 教養科目 教養科目 

Social, Cultural, and Media Studies 2 ※2 2 専門基礎科目・選択必修 教養科目 

Urban Movement and Analysis 2 ※2 2 専門科目・選択 教養科目 

マード

ック 

大学 

（MU） 

前半 
Improving English 4 

Communication Skills(1) 1 
Improving English 4 単位を， 

外国語必修単位

CS(1),CS(2),RW(1a),RW(1b),RW(2a),RW(2b) 

＜1 年次配当＞の 4 単位で認定 
 

（上記科目の履修は不可） 

Communication Skills(2) 1 

Reading and Writing(1a) 0.5 

Reading and Writing(1b) 0.5 

Reading and Writing(2a) 0.5 

Reading and Writing(2b) 0.5 

Improving English 2 ※2 2 教養科目 教養科目 

後半 

Australia and Asia 2 ※2 2 教養科目 教養科目 

Digital Storytelling 2 ※2 2 専門科目・選択 教養科目 

Sustainable Urban Design 2 ※2 2 専門基礎科目・選択必修 教養科目 

※1 海外大学での開講科目（名）は，変更となる場合がある。 

※2 学則第 43 条に則り，海外大学で単位を修得した科目名称のまま，本学で単位を認定する。 

 

 

◆ 留学中の学修 ② TUCP：東京都市大学＆カンタベリー大学留学プログラム 

最初の 4 週間は大学付設の語学学校で集中的に英語を学び，その後カンタベリー大学の正規学生とともに，専門基礎科

目等の科目を学びます。現地における開講予定科目と，本学における認定科目については以下のとおりですが，詳細は学

科の TAP担当教員及び教務委員に確認してください。 

 

（別表 2-1）単位認定表[TUCP]：世田谷キャンパス（理工学部・建築都市デザイン学部・情報工学部） 

派遣先 派遣先大学での開講科目名 ※1 

単

位

数 

本学での認定科目名 ※2 

単

位

数 

理工学部 

認定科目区分 

建築都市 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ学部 認定

科目区分 

情報工学部 

認定科目区分 

カンタ

ベリー 

大学 

（UC） 

Improving English Intensive 4 

Improving English Intensive(1) 1 
外国語必修単位の 4 単位で認定 ★1 ★2 ★3 

※ 英語の必修科目を修得済みの場合は， 

外国語科目・選択で認定 

Improving English Intensive(2) 1 

Improving English Intensive(3) 1 

Improving English Intensive(4) 1 

TUCP Specialist Course in Engineering 4 ※3 4 専門科目･選択 専門科目･選択 情報工学基盤科目・選択 

以下の A 群及び B 群から 1 科目ずつ（計 2 科目）を選択する 

A 

Strengthening communities 

through Social Innovation 
2 ※3 2 

専門科目･選択 専門科目･選択 情報工学基盤科目・選択 

Enterprise in Action 2 ※3 2 

B 

Introduction to  

Environmental Science 
2 ※3 2 

Land Journeys and Ethics 2 ※3 2 

★1 2018 年度以前入学生 Improving English Intensive 4 単位を，外国語必修単位 CS(1)･CS(2)<1 年次配当>･RW(2)･TP<2 年次配当>の 4 単位で認定 

★2 2019 年度入学生 Improving English Intensive 4 単位を，外国語必修単位 CS(1)･CS(2)･RW(1)･RW(2)<1 年次配当>の 4 単位で認定 

★3 2020 年度以降入学生 Improving English Intensive 4 単位を，外国語必修単位 CS(1)･CS(2)･RW(1a)･RW(1b)･RW(2a)･RW(2b)<1年次配当>の 4単位で認定 

※1 海外大学での開講科目（名）は，変更となる場合がある。 

※2 入学年度により，本学での認定科目は異なる。 

※3 学則第 43 条に則り，海外大学で単位を修得した科目名称のまま，本学で単位を認定する。 
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東京都市大学留学プログラム（TAP・TUCP） 

 

（別表 2-2）単位認定表[TUCP]：横浜キャンパス（環境学部・メディア情報学部） 

派遣先 派遣先大学での開講科目名 ※1 

単

位

数 

本学での認定科目名 ※2 

単

位

数 

環境学部 

認定科目区分 

メディア情報学部 

認定科目区分 

カンタ

ベリー 

大学 

（UC） 

Improving English Intensive 4 

Improving English Intensive(1) 1 
外国語必修単位の 4 単位で認定 ★1 ★2 ★3 

※ 英語の必修科目を修得済みの場合は， 

外国語科目・選択で認定 

Improving English Intensive(2) 1 

Improving English Intensive(3) 1 

Improving English Intensive(4) 1 

TUCP Specialist Course in Engineering 4 ※3 4 専門基礎科目･選択 専門基礎科目･選択 

以下の A 群及び B 群から 1 科目ずつ（計 2 科目）を選択する 

A 

Strengthening communities 

through Social Innovation 
2 ※3 2 

専門基礎科目･選択 

専門基礎科目･選択 

Enterprise in Action 2 ※3 2 

B 

Introduction  

to Environmental Science 
2 ※3 2 専門基礎科目･選択 

Land Journeys and Ethics 2 ※3 2 教養科目 

★1 2018 年度以前入学生 Improving English Intensive 4 単位を，外国語必修単位 CS(1)･CS(2)<1 年次配当>･RW(2)･TP<2 年次配当>の 4 単位で認定 

★2 2019 年度入学生 Improving English Intensive 4 単位を，外国語必修単位 CS(1)･CS(2)･RW(1)･RW(2)<1 年次配当>の 4 単位で認定 

★3 2020 年度以降入学生 Improving English Intensive 4 単位を，外国語必修単位 CS(1)･CS(2)･RW(1a)･RW(1b)･RW(2a)･RW(2b)<1年次配当>の 4単位で認定 

※1 海外大学での開講科目（名）は，変更となる場合がある。 

※2 入学年度により，本学での認定科目は異なる。 

※3 学則第 43 条に則り，海外大学で単位を修得した科目名称のまま，本学で単位を認定する。 

 

（別表 2-3）単位認定表[TUCP]：等々力キャンパス（都市生活学部・人間科学部） 

派遣先 派遣先大学での開講科目名 ※1 

単

位

数 

本学での認定科目名 ※2 

単

位

数 

都市生活学部 

認定科目区分 

人間科学部 

認定科目区分 

カンタ

ベリー 

大学 

（UC） 

Improving English Intensive 4 

Improving English Intensive(1) 1 

外国語必修単位の 4 単位で認定 ★1 ★2 ★3 

※ 英語の必修科目を修得済みの場合は， 

外国語科目・選択で認定 

Improving English Intensive(2) 1 

Improving English Intensive(3) 1 

Improving English Intensive(4) 1 

TUCP Specialist Course in Engineering 4 ※3 4 専門科目･選択 教養科目 

以下の A 群及び B 群から 1 科目ずつ（計 2 科目）を選択する 

A 

Strengthening communities 

through Social Innovation 
2 ※3 2 専門基礎科目・選択必修 

教養科目 

Enterprise in Action 2 ※3 2 専門科目・選択 

B 

Introduction  

to Environmental Science 
2 ※3 2 専門科目・選択 

Land Journeys and Ethics 2 ※3 2 教養科目 

★1 2018 年度以前入学生 Improving English Intensive 4 単位を，外国語必修単位 CS(1)･CS(2)<1 年次配当>･RW(2)･TP<2 年次配当>の 4 単位で認定 

★2 2019 年度入学生 Improving English Intensive 4 単位を，外国語必修単位 CS(1)･CS(2)･RW(1)･RW(2)<1 年次配当>の 4 単位で認定 

★3 2020 年度以降入学生 Improving English Intensive 4 単位を，外国語必修単位 CS(1)･CS(2)･RW(1a)･RW(1b)･RW(2a)･RW(2b)<1年次配当>の 4単位で認定 

※1 海外大学での開講科目（名）は，変更となる場合がある。 

※2 入学年度により，本学での認定科目は異なる。 

※3 学則第 43 条に則り，海外大学で単位を修得した科目名称のまま，本学で単位を認定する。 

 

上記の記載内容（開講科目名など）は変更される場合がありますのでご了承ください。 

 

◆ 留学プログラムに関するお問合せ先 

国際センター（事務局国際部） 世田谷キャンパス 1 号館 1 階  メールアドレス studyabroad@tcu.ac.jp 

 

 

 

 

 



 

 

科目概要 

 

97 

教養科目 

 

哲学(1)  001 

Philosophy(1) 

「政治学」や「心理学」といった学問は，学問名自体が

研究対象を大まかに指し示していますが，「哲学」はそ

うではありません（「哲学」の「哲」はけっして研究対

象を示しているわけではない）。では，いったい哲学の

「哲」は何を意味するのでしょうか。また哲学はそもそ

も何を研究する学問なのでしょうか。前期の哲学の講義

では，この根本的な問いに対する答えを，西洋哲学の源

流である古代ギリシャ思想に遡りつつ探り出してゆき

ます。 

 

哲学(2) 002 

Philosophy(2) 

我々は夢の中で，現実ではないことを現実であるかのよ

うに経験し，しかもそれが夢であることに通例気づきま

せん。だとすると，今我々が経験していることすべてが，

実は夢の中の出来事で，実体のない幻である可能性が生

じることになります。そしてさらにその結果我々は，全

ては疑わしいという疑念の底無沼に突き落とされるこ

とになります。 

この底無沼から脱出するには，どのようなやり方が考え

られるでしょうか。一つの脱出方法として想定できるの

が，何か一つ絶対疑えない確実なものを見つけ出し，そ

れを足場に疑念の底無沼からの脱出を果たすというや

り方でしょう。そしてまさにこのようなやり方をとって，

実際に疑念の底無沼からの帰還を果たしたのがデカル

トという哲学者であり，またその際に彼がまず見つけ出

した絶対確実なものが「私」という存在に他なりません。 

では，デカルトはいったいどのようにして「私」を絶対

確実なものとして見つけ出し，すべてが疑わしいという

状況から脱出を果たしてゆくのでしょうか。またデカル

トが見つけ出す絶対確実な「私」とは，どのようなもの

なのでしょうか。後期の講義ではその点について，『第

一哲学についての省察』という著作の内容検討を行いな

がら確認する作業を行ってゆきます。 

 

倫理学(1) 003 

Ethics(1) 

倫理学は，哲学の一分野であり，人と人との間に生成す

る価値，規範，善悪などを考える学問である。 

私と他者，そして両者を架橋する言葉の問題を中心に講

義する。 

 

 

 

倫理学(2) 004 

Ethics(2) 

バイオメディカル・エシックス(生命医学倫理)を講 

義する。 

生命が問われる現場では価値観・倫理観が激しく対立す

る。 

生命の問題を医学・医療関係者に任せきりにせず，自ら

の問いとして考えてみよう。  

 

倫理学(a)～(b) 005～006 

Ethics(a)～(b) 

古来，哲学者たちは「善／悪とは何か？」，「いかに行為

すべきか？」という倫理的・道徳的問題を扱ってきた。

こうした問題は，私たちが生きていく上で多かれ少なか

れ問わざるを得ない問題である。しかし近年は，科学技

術の発達により，さらに高度に枝分かれし専門化した文

脈においてこうした問題が問われるようになってきた。

こうした時代の要請に応える学問分野として登場して

きたのが応用倫理学である。この授業では，その下位領

域としての環境倫理学と情報倫理学を扱う。 

 

文化人類学 007 

Cultural Anthropology 

文化人類学は文化を「ものさし」としながら，人類が持

つ共通点と差異を見出そうとしてきました。本授業では

人類学者の視点の取り方を，誤解や思い込みをも含んだ

形で映像，文章などを通して追体験していくことで，人

類学という学問の歩みをともに踏み固めるとともに，現

代人類学の模索にまで踏み込んでみたいと思います。 

 

視覚芸術史(1) 008 

History of Visual Arts(1) 

絵画と彫刻が美術の全てではない。建築やデザインも美

術の範疇に含まれる。厳密に美術の範囲を規定すること

にそれほど意味はない。しかし「芸術とは何か」という

問いには，真摯に向き合わなければならない。本講義は

こうした姿勢を培うことを目的とする。 

 

視覚芸術史(2) 009 

History of Visual Arts(2) 

17 世紀の西洋社会における科学革命によって「近代主

義」がはじまり，それによって 18 世紀の産業革命が起

こり，芸術の分野がそれを自覚するのは 19 世紀の半ば

といわれている。新しい絵画は印象主義より始まる。本

講義では，印象主義以降の絵画，建築，デザインを扱う。 
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デザイン概論(1) 010 

Introduction to Design:Theory and History(1) 

「デザインとは何か」という問いの一つの解答を導ける

よう本講義を行ないたい。そのため機能と形態の関わり

を中心として，デザインという言葉をあまり広くとりす

ぎないよう「もの」に即して考察していく。本講義を履

修するにあたり視覚芸術史（1）（2）を履修済みのこと。  

 

デザイン概論(2) 011 

Introduction to Design:Theory and History(2) 

本講義は「デザイン概論(1)」と関連し，もののデザイ

ンについて講義していく。特に，ここでは「日本再発見」

というテーマで，日本のデザインに着目し，伝統的なも

のから現代のものまでを見ていきたい。デザインは，社

会の動向と無関係ではないため，時事に即した問題につ

いても随時とりあげる。 

 

日本文学 012 

Japanese Literature 

文学は，自分が生きてきた背景や培ってきた価値観等に

基づいて総合的に人間性を探究する営みである。人間に

は文学作品を読むことを通してしか学べないことがあ

り，読書習慣は生涯の心の支えになる。この科目では豊

かな教養を身につけるために，科学とは異なる，文学独

自の人間の捉え方を学ぶ。 

世田谷を背景とする文学作品の読解を通して，地域の自

然や環境，住民がどのように文学作品の中に描かれてい

るか探究しその価値を考える。また教科書掲載の一般に

よく知られた子どもの成長を描いた文学作品の読解を

通して，子ども時代の感情と思考の経験を共感的に理解

する。 

 

日本史(1) 013 

Japanese History(1) 

日本の歴史について，主に古代から明治維新までの前近

代を中心に概観し，近代に就ても概略を理解する。その

際，各時代の特徴的な資料を読みながら，他の資料にも

目を配ることにより，その時代の特徴と時代的な推移を

多面的，多角的に眺められるようにする。 

 

日本史(2) 014 

Japanese History(2) 

幕末から現在に至る日本の近現代の歴史を概観する。そ

の際，日本の政治の移り変わりを縦軸に，各時代の社会

状況を横塾にとらえながら，時代状況の変化を多面的，

多角的に捉えられるようにする。政治の中心ばかりでは

なく，一般社会の状況にも目を配っていく。 

 

西洋史(1) 015 

European History(1) 

古代ローマから中世末期に至るまでの西洋史を概観

する。その際，都市構造の変化を縦軸に，各時代の社会

状況を横軸に据えながら，時代的推移を多面的に眺めら

れるようにする。また『グリム童話』などのポピュラー

な話を素材にしながら，その背後に隠された時代状況を

読み解く。 

 

西洋史(2) 016 

European History(2) 

ルネサンス以降の西洋史を近代まで概観する。都市構造

の変化を縦軸に据えながら，各時代の社会状況を横軸に

据えて，時代的推移を多面的に眺められるようにする。

また飲み物やレジャーなど日常的なものを素材にしな

がら，それと当時の世界情勢との関係も読み解く。 

 

民俗学(a)～(b) 017～018 

Folklore Studies(a)～(b) 

「一日・一年・一生」の民俗学 

日本民俗学は日本という地域を主な対象に，人々の生活

を大きなスパンで眺めてきました。その中で，特に大事

にしてきたのが日常，つまり「当たり前の生活」でした。

本科目では，人々の生活感覚に繋がる三つの異なる時間

幅としての「一日」「一年」「一生」を軸に，民俗学が注

目してきた人々の「当たり前の生活」を，皆さん自身の

現在に繋げながら理解を深めていきます。 

 

宗教学 019 

Religious Studies   

三大一神教を中心に，世界で主要な宗教の教義，思想，

実践について学ぶ。また，宗教に関する国際問題につい

て学び，宗教が現代社会において果たす役割について考

える。 

 

社会学(1a)～(1b) 020～021 

Sociology(1a)～(1b)  

社会学とは何か，何を明らかにしていく学問なのか。本

講義では，社会学は社会のしくみを捉えるひとつの「も

のの見方・考え方」とゆるやかに定義し，毎回様々なト

ピックを取りあげながらそれについて学ぶことを目的

とする。 

 この講義を通じて，社会学の古典において語られてき

た見方を理解するとともに現代社会の諸現象や諸問題，

そして私たちの身の回りの諸文化を分析的に見る視点

を養うことを目的としている。 

 特に社会学に触れたことのない学生が多いため，でき

るだけ身近な事例を用いた説明を心がけていく。 
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社会学(2a)～(2b)  022～023 

Sociology(2a)～(2b)  

社会学とは何か，何を明らかにしていく学問なのか。本

講義では，社会学は社会のしくみを捉えるひとつの「も

のの見方・考え方」とゆるやかに定義し，毎回様々なト

ピックを取りあげながらそれについて学ぶことを目的

とする。 

 この講義を通じて，社会学の古典において語られてき

た見方を理解するとともに現代社会の諸現象や諸問題，

そして私たちの身の回りの諸文化を分析的に見る視点

を養うことを目的としている。 

 特に社会学に触れたことのない学生が多いため，でき

るだけ身近な事例を用いた説明を心がけていく。 

 

社会学入門(a)～(b) 024～025 

Introduction to Sociology(a)～(b) 

社会学入門では，社会学で培われてきた基本的な考えか

たを学ぶことで，私たちが生きる社会のしくみを読み解

いていくための基礎体力をつけることを目的とする。社

会は個人の存在なくしてはなりたたないが，単なる個人

の集まりでもない。私たちは社会によって拘束されてい

るが，社会を変えることも不可能ではない。このような

ジレンマをひとつひとつ解きほぐしていくことで，社会

の「なりたち」が見えてくる。社会のなりたちを理解す

ることで，私たちが生きる社会への見通しをよくしてい

く。社会学入門とは，そんな講義である。 

 

経済学(1a)～(1b)  026～027 

Economics(1a)～(1b)  

経済を把握する際に必要となる基礎的な学問領域はミ

クロ経済学とマクロ経済学に分けられます。本科目では，

それらのうちのミクロ経済学を学習していきます。近代

経済学は経済事象をモデル化して実際の事象を説明し

ていく学問です。本科目で経済事象モデルを説明する際

には，数式による説明は極力避け，図式による説明を中

心にして直観的な理解ができるよう講義していきます。

また本科目では経済用語が多く出てくるので，適宜その

用語の意味について解説していきます。 

 

経済学(2a)～(2b) 028～029 

Economics(2a)～(2b)  

経済を把握する際に必要となる基礎的な学問領域はミ

クロ経済学とマクロ経済学に分けられます。本科目では，

それらのうちのマクロ経済学を学習していきます。近代

経済学は経済事象をモデル化して実際の事象を説明し

ていく学問です。本科目で経済事象モデルを説明する際

には，数式による説明は極力避け，図式による説明を中

心にして直観的な理解ができるよう講義していきます。

また本科目では経済用語が多く出てくるので，適宜その

用語の意味について解説していきます。 

 

日本経済論(a)～(b) 030～031 

Japanese Economy and Economics(a)～(b) 

日本経済の現状と課題，およびそれを示す主要指標を学

ぶ。最初に日本経済の現状と課題および歴史を概観し問

題意識を高める。経済政策の枠組みを学んだあと，財政，

金融，地域，企業，雇用，エネルギー，環境などの分野

別考察を行い，最後に全体をまとめる。 

 

政治学(1a)～(1b)  032～033 

Political Science(1a)～(1b)  

政治とは，私たち自身が当事者であるさまざまな問題を

共同で解決しようとする営みである。人間の自由な活動

は日々新たな問題を生み出す。政治学はそうした問題を

理性的に考え，解決や判断を行うための道具箱であると

同時に，政治それ自体を批判的に理解するための手段で

ある。本講義ではまず，政治学の方法および基礎概念を

簡潔に解説する。次に，現代政治学の基本問題のいくつ

かを取り上げ，その歴史的な経緯と現状を検討してゆく。 

 

政治学(2a)～(2b)  034～035 

Political Science(2a)～(2b)  

哲学者たちは古来より政治という営みの本質について，

またその在るべき姿について考察してきた。政治とは結

局のところ権力者同士の闘争のことであるのか，それと

も市民の自由な善き生が開花する場なのか。政府はどの

ような目的のもとで設立され，その権力行使の限界はど

のように画定されるべきか。政治学の目的は，政治とい

う人間の営為を分析・理解する一方で，政治の現実を変

革する可能性を示すことにある。本講義は政治学の基本

的諸問題を，それらの問題を提起した古典的文献の講読

を通じて検討してゆく。時事的問題についても適宜取り

上げ，コメントシートを用いて受講者と討論する。 

 

日本の政治(a)～(b) 036～037 

Modern Politics in Japan(a)～(b) 

本科目は日本政治における選挙制度や政治・行政の役割

といった，政治学における基本的な知識を学ぶ。この科

目は，社会科学的な思考を学び，本授業を通じて政治現

象に対する見解を持てるようになることを目的とする。

授業内容は大きく分けて，①戦後の日本政治の流れを把

握する，②日本政治の制度や現在の日本政治の仕組みに

ついて学ぶ，の 2点で構成されている。従って，政治学

における基本的な知識を身につけること，戦後の日本政

治の流れを把握し，重要なポイントを理解することを達

成目標とする。 
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国際関係論(1a)～(1b)  038～039 

International Relations(1a)～(1b)  

国際関係論の基礎を幅広く学び，基礎知識をつける。国

際関係論（１）は，国際関係と現代世界の国際秩序につ

いて，主に歴史的変遷と基盤となる理論を扱う。したが

って最新の国際情勢か現代的課題を扱うというよりは，

国際関係を考える上で必要な基礎を身につけることに

主眼を置く。国際関係論（２）は，現代世界の平和の課

題を主に扱い，そうした課題への国際的な対処をみてい

く。（２）では，グローバリゼーションを取り上げ，そ

の中で現代の国際社会が直面する課題について学ぶ。 

国際関係論（１），（２）は異なる内容のため，いずれか

のみの履修も可能だが，両方の履修を推奨する（また，

（１）→（２），（２）→（１）いずれの順の履修でも構

わない構成をとっている。） 

 

国際関係論(2a)～(2b)  040～041 

International Relations(2a)～(2b)  

国際関係論の基礎を幅広く学び，基礎知識をつける。国

際関係論（１）は，国際関係と現代世界の国際秩序につ

いて，主に歴史的変遷と基盤となる理論を扱う。したが

って最新の国際情勢か現代的課題を扱うというよりは，

国際関係を考える上で必要な基礎を身につけることに

主眼を置く。国際関係論（２）は，現代世界の平和の課

題を主に扱い，そうした課題への国際的な対処をみてい

く。（２）では，グローバリゼーションを取り上げ，そ

の中で現代の国際社会が直面する課題について学ぶ。 

国際関係論（１），（２）は異なる内容のため，いずれか

のみの履修も可能だが，両方の履修を推奨する（また，

（１）→（２），（２）→（１）いずれの順の履修でも構

わない構成をとっている。） 

 

日本国憲法 042 

the Constitution of Japan 

憲法は，日常生活で意識される機会は多くはないが，国

家の基本法であり非常に重要である。本講義では，国家

の基本法である憲法の全体像を学ぶ。憲法についてより

深く理解するために，まず，法と歴史について概観する。

そのうえで，憲法とは何か，その意義および成り立ち，

憲法の基本原理，国家の統治機構の枠組み（司法権，行

政権，立法権），人権（精神的自由権，経済的自由権，

社会権等）について，条文および判例を中心に学習する。

必要に応じて，基本的な法律用語の意味についても説明

する。 

 

民法 043 

Civil Law 

本講義では，日常生活において特に身近な法である民法

について学ぶ。具体的には，債権総論，物権，親族，相

続について学習する。具体的設例の検討を通じて学ぶこ

とで，法の規定を理解するだけでなく，身近な出来事を

法的に分析することができる能力（法的思考力）も身に

つけてもらいたいと考えている。民法のルールは相互に

密接な関連があるため，例えば物権について学ぶ回であ

っても，総則，債権などのルールに言及する場合がある。 

 

法学 044 

Jurisprudence 

本講義では，法学についての基礎的なことがら概観した

うえで，日常生活において特に身近な法である民法につ

いて学ぶ。まず，民法の歴史および構造を概観したうえ

で，個別のルール（総則，物権，債権総論，契約）につ

いて学習する。具体的設例の検討を通じて学ぶことで，

法の規定を理解するだけでなく，身近な出来事を法的に

分析することができる能力（法的思考力）も身につけて

もらいたいと考えている。民法のルールは相互に密接な

関連があるため，例えば物権について学ぶ回であっても，

総則，債権などのルールに言及する場合がある。 

 

西洋経済史 045 

Economic History 

「大航海時代」を出発点にして，ヨーロッパとアメリカ

大陸，アジアの経済的関係を概観した上で，産業革命の

実態と社会的影響力，産業構造の転換，消費型社会の誕

生，スタンダード・テクノロジーの登場，世界恐慌とニ

ューディール政策などを講義する。 

 

人文地理学(a)～(b) 046～047 

Human Geography(a)～(b)  

地表面における人間の生活や活動のありようを，地域的

同質性や差異といった空間的視点から考察する人文地

理学という学問について概説します。人文地理学の重要

な分析手段である地図や，地域や分布や伝播などの人文

地理学における主要概念の理解と応用を目指して，各種

の具体的な事例を挙げながら解説します。 

 

現代中国論 048 

Contemporary Chinese Society 

中国の名目国内総生産（GDP）は 2010年に日本を追い抜

いて世界第２位となった。2020 年代には米国を抜いて

第１位になるとの予測もあり，「21 世紀は中国の時代」

「世界の工場」といった将来性の高さが期待・注目され

るが，その一方で，「バブルの崩壊」や「シャドーバン

キング（影の銀行）」問題といった先行きへの懸念が取

り沙汰されることも増えつつある。中国経済の高成長の

背景には 1970 年代末以降の「改革・開放」政策による
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経済的な資本主義制度の導入があるが，政治的には社会 

主義が堅持され，共産党の一党独裁が維持されている。

また，近年の日中関係は靖国神社問題や尖閣諸島問題な

どをめぐって摩擦が絶えず，1970 年代初めの関係正常

化以来で「最悪の状態」との評さえある。本講義では，

このような中国内外の現状や諸問題について，様々な視

点から検討してゆく。 

 

教育学(1a)～(1b)  049～050 

Education(1a)～(1b)  

人間は次世代の育成をつねに考え，そのために努力して

きた。それゆえ教育についての社会的な関心は大変強い

のだが，教育それ自体について深く考える機会は多くな

い。この授業では，現代の教育問題を偏見や固定観念に

とらわれず議論するための，教育に関する事実や概念の

正確な認識の習得を目指す。講義の前半では，おもに歴

史上の思想家たちによる教育論を検討していく。続いて

海外の教育状況を考察し，後半ではこうした論を単なる

知識の習得におわらせず，現代の教育問題にどのように

適用できるかを議論していく。 

 

教育学(2a)～(2b) 051～052 

Education(2a)～(2b)  

近現代日本の教育について歴史的に考察していく。その

出発点として，いわゆる前近代の教育状況の検討からは

じめ，基本的には時代順に現代教育の諸問題まで扱う予

定である。考察の対象は教育についての歴史的事実と思

想だけでなく，教育と深く関わる言語や芸術，社会論な

ども含める。近現代史に関しては今でも見解の分かれる

論点が多数ある。それゆえ講義では近現代の教育に関す

る具体的な知識だけでなく，現代の私たちが考え判断す

るための素材を提供すべく，可能な限り偏りなく多くの

議論を紹介していく。 

 

スポーツ・健康論 053 

The theory of Health, Physical Fitness and Sports 

現代社会における心身の健康に関する諸問題やスポー

ツをとりまく現状について考えるとともに，生涯にわた

って健康な生活を送るために必要な知識について解説

する。 

 

心理学(1a)～(1b)  054～055 

Psychology(1a)～(1b)  

心理学の基本領域のひとつである学習と動機づけを中

心として自己および他者の行動，またその変容について

理解することを目的とする。ただ単に心理学の知識を獲

得するのではなく，自分自身の体験と理論を各自が結び

つけられるようにしたい。  

心理学(2a)～(2b)  056～057 

Psychology(2a)～(2b)  

人間の発達と教育という心理学上の重要なテーマを中

心として，遺伝，環境，自己認知の関連を理解すること

を目的とする。ただ単に心理学の知識を獲得するのでは

なく，自分自身の体験と理論を各自が結びつけられるよ

うにしたい。 

 

心理学概論(a)～(b) 058～059 

Basic Psychology(a)～(b) 

「心理学」がひとつの科学としてどのように発展してき

たかを，最新の知見を通して学んでいく。また，いろい

ろな分野の知見を学ぶことで，心の不思議さや仕組みの

理解・自己や他者への理解を深め，生涯にわたる自己変

革と豊かな人間関係の育成といった，学習者としての資

質向上をはかることを目指す。 

 

心理学入門 060 

Introduction to Psychology 

ここでは心理学における二つの対立するパラダイムに

ついて概説する。一つは，知性を「心」の内部に展開す

る表象活動に由来するもの，したがって人間が自身で作

り出すものとみなす見方，もう一つは知性を人間と環境

の相互作用が生み出すもの，人間と環境が相互的に構成

するものとみなす見方である。前者は私たちには馴染み

が深く，現代心理学の主流派の見方で，そこから認知科

学なども派生してきた。他方，後者はアフォーダンス心

理学あるいは生態心理学と呼ばれ，近代に特徴的な心身

二元論を超越しており，今後，革新的理論として隣接領

域にも大きな影響を与えると期待されている。ここでは

二つの見方がどのように異なるのか，アフォーダンス理

論の革新性とは何かについて学ぶ。 

 

社会とジェンダー(a)～(b) 061～062 

Gender in Society(a)～(b) 

ジェンダーとは社会的に作られた性別，性差という意味

である。「男は仕事，女は家事」といった性別役割分担

など，この社会で観察される多くの「性差」の大部分は

従来，自然なことだと考えられてきた。それに対し，ジ

ェンダーという概念は，これらの性差は自然でも，必然

でもなく，社会的に構築されたものだと捉える視点を与

える。本授業では，私たちを取り巻く社会の課題をジェ

ンダーの視点で考察し，人々の生活と日本の政治・法

律・社会制度と国際社会との関連などを理解する。 

 

国際化と異文化理解(a)～(b) 063～064 

Globalization and Intercultural Understanding  

(a)～(b) 
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国際化が進む現代社会では，様々な文化背景の人々と関

わり協力することが必須である。私たちの日常生活や子

どもを取り巻く環境においても，異文化と多文化共生に

ついて理解を深める必要性は高まっている。日本の文化

や保育について再認識し，異文化間で生じる問題と対処

方法について理解を深めることを目指す。自分と異なる

文化を持つ他の民族に関心を寄せ，尊重し理解すること，

さらに幼児期の発達上の問題をふまえて実際に関わる

方法を探る。 

 

日本文化の伝承(a)～(b) 065～066 

Transmission of Japanese Culture(a)～(b) 

日本文化の一つである茶道は書道・華道・香道や能・狂

言といった芸能など様々な伝統文化が活かされている。 

この講義ではその茶道が現代でどのような役割を果た

しているのか，茶道の歴史をさかのぼり茶道の真意・点

前の意義・懐石の意味やマナー，茶室などの数奇屋建築

といった衣食住の重要性を学びます。 

現代を生きる知恵を学びましょう。 

 

データサイエンスリテラシー(1) 067 

 

          

データサイエンスリテラシー(2) 068 

 

 

文系のための数理基礎 069 

 

  ※上記３科目については，ＷＥＢにて公開します。 

 

論理学(1a)～(1b)  070～071 

Logic(1a)～(1b)  

論理学は推論（前提からある主張を結論として導き出す

こと）について研究する学問である。そして推論には正

しい推論と正しくない推論があるが（前提から結論を

「ちゃんと」導き出せている推論とそうでない推論があ

るが），それらがどのような点において区別されるのか

を学ぶことが本講義の目的である（この講義では，「タ

ブローの方法」と呼ばれる方法の学習を通じてその点を

学ぶことになる）。また，そうした学習を通じて論理と

いうものについての理解を深めてもらうとともに，論理

的に考える能力を養うことも目的とする。 

 

論理学(2a)～(2b)  072～073 

Logic(2a)～(2b)  

論理学は推論（前提からある主張を結論として導き出す

こと）について研究する学問である。そして推論には正

しい推論と正しくない推論があるが（前提から結論を

「ちゃんと」導き出せている推論とそうでない推論があ

るが），それらがどのような点において区別されるのか

を学ぶことが本講義の目的である（この講義では，「自

然演繹」と呼ばれる方法の学習を通じてその点を学ぶこ

とになる）。また，そうした学習を通じて論理というも

のについて考えを深めてもらうとともに，論理的に考え

る能力を養うことも目的とする。 

 

生活とメディア 074 

Media and Society 

本講義では，日常的なメディアや，メディア利用状況

をとりあげ，それらが私たちの生活にどのような影響を

与えているかを論じる。具体的には，プリクラやケータ

イ小説，SNSといった，私たちの認識や思考に強く染み

込んだメディアについて，認知科学や社会文化学的の観

点から概説する。またあわせて，講義の後半では今日的

な場のデザインや文化構築とメディアとの関係をとり

あげる。 

 

公衆衛生学 075 

Public Health 

共同社会の組織的な努力を通じて，疾病を予防し，生命

を延長し，身体的・精神的・社会的健康の保持・増進を

図るため，環境保健，疾病予防，保健・福祉，健康教育，

健康管理，衛生行政，医療制度および社会保障などの基

本的概念を学ぶ。また，プライマリ・ヘルス・ケアおよ

びヘルスプロモーションの概念を学び，さらに，集団で

の各種疾病や中毒の予防，診断などについて，疫学，統

計学などの技術を学び，科学的根拠に基づいたデータの

評価方法を知り，応用として，健康教育・政策・管理が

自ら立案できるよう学習する。具体的には，シラバスに

そって，公衆衛生の観点に立って健康を意識し，視野を

高めると同時に，自ら自発的に公衆衛生活動ができるよ

うに教育する。公衆衛生学の学習は，保育所や幼稚園な

ど集団生活を営む機関において，特に就学前の成長・発

達の著しい園児の健康の保持，増進を図る上で，極めて

重要であるばかりでなく，そこで働く保育・教育者の健

康の保持・増進においても，最も基本的で重要である。 

 

現代の物理(a)～(b) 076～077 

Contemporary Physics(a)～(b) 

２０世紀に大きな発展を遂げた現代の物理は，科学の多

くの分野と関連し，環境や情報を含む技術の重要な基礎

となっている。社会は科学と技術の発展を基に作られて

いるので，誰でも物理学を学ぶことが望ましい。この講

義では，大事で面白いテーマを，できるだけわかりやす

く取り上げる。 
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現代の化学 078 

Modern Chemistry 

本科目は，環境学部およびメディア情報学部カリキュラ

ムポリシーの 1に基づく，一般教養の化学です。身の回

りの「製品」や「現象」を通じて「化学」を理解するこ

とを目指します 。身の回りにある「製品」に対して，

なぜそのような機能を発揮するのか（原理），なぜその

ような素材を用いるのか，といった根本的な疑問を考え

ることで「化学」に興味を持ち，化学の知識はもちろん

のこと化学的に（科学的に）考える習慣を身につけるこ

とを目標に授業を進めます。 

 

現代の地学 079 

Modern Earth Science 

地学は地質学，岩石・鉱物学，古生物学，地球物理学，

地震学，自然地理学，気象学，海洋学，天文学などを含

んでいる広い分野で，今後の更なる発展が期待される学

問である。これらについての基礎的なことがらを学ぶと

ともに，地球の変貌と今後の地球と私たちの関係を科学

的に考察することを目的とする。 

 

科学技術と社会 080 

Science, Technology and Society 

現代の社会は，科学と技術の発展をもとに作られていて，

科学と技術は社会に不可欠の要素である。しかし，一方

で，科学技術は我々の意識の中で縁遠くなりつつあり，

地域－地球環境問題のような負の影響も無視できない。

この講義では，科学と技術の歴史をふまえ，それらと社

会とのかかわりを具体的に考察する。 

 

ボランティア(1)～(2) 081～082 

Volunteer(1)～(2) 

学生の自発的な意志により，個人が持っている能力ある

いは労力をもって災害，人権，福祉，平和などの他人や

社会に貢献する国内で行われる無償の活動を経験する

ものである。得られた体験や知見をまとめた活動報告書

等により評価し，単位認定を行う。 

 

教養ゼミナール(1)～(2) 083～084 

Cultural Seminar(1)～(2) 

この科目は，名称・内容ともに各教員の積極的な提案に

より，双方向性を前提として少人数の学生を対象に開講

する。学生はこの科目において，教員の熱意と薀蓄を傾

けたゼミ内容に魅せられるであろう。また，少人数で学

年・学科を問わず履修できるので学生同士や教員との人

間的な交流も深められるはずで，学生にとっても極めて

有益であろう。 

なお，教養ゼミナールは，４単位まで「教養科目」区分

の卒業要件として認められる。開講されるゼミは，年度

によっても異なるので，時間割等で確認すること。 

 

教養特別講義(1)(2) 085～086 

Special Lecture of the Liberal Arts (1)～(2) 

 

外国語科目 

  

Communication Skills(1) 087 

Communication Skills(1) 

本科目は一年生全員を対象にした必修科目である。プレ

ースメントテストを実施し，その結果を踏まえ履修者を

4レベル（基礎，初級，中級，上級）に分け，授業を行

う。主にリスニングとスピーキングの練習を通じて，レ

ベルに応じた英語コミュニケーション能力の向上を目

標とする。リスニングに関しては，テキストの文字と音

声を照合させながら，音声への抵抗感をなくし，話し言

葉における独特のリズムに慣れる。更にペアやグループ

ワークを利用し，平易な英語を用いて，意思疎通が図れ

るように練習する。原則，基礎から中級レベルまでは日

本語を中心とした説明を行い，上級クラスでは英語を中

心とした授業運営を行う。  

 

Communication Skills(2) 088 

Communication Skills(2) 

Communication Skills(1)と同様，一年生全員を対象に

した必修科目であり，４つのレベルに分けた授業を展開

する。英語でのコミュニケーション能力を更に向上させ

ることを目標とするが，基礎レベルでは基本的な表現を

復習し，身近で日常の物事に関する簡単な情報交換を行

う力を身につける。初級レベルでは簡単な話を作り，聞

き取る実力を身につける。中級レベルではより実践的な

会話力を高め，英語話者と緊張なく会話ができるための

技術を修得し，自信をつける。上級レベルでは更に上の

英語運用力の開拓を目指し，自分の考えをより正確かつ

流暢に表現できる能力の習得を目指す。本科目は原則，

日本語と英語を織り交ぜた演習形式で実施するが，上級

クラスでは英語を中心として授業を行う。 

 

Reading and Writing(1a)～(1b)  089～090 

Reading and Writing(1a)～(1b) 

本科目は一年生全員を対象にした必修科目である。プレ

ースメントテストを実施し，その結果を踏まえ履修者を

4レベル（基礎，初級，中級，上級）に分け，授業を行

う。平易な英語で書かれた様々な内容の文章を読み，読

解力を向上させ，論理的な思考力を養成する。リーディ

ング演習を通して語彙，文法，構文の英語基礎力を向上

させ，平易な文章の主題を十分に理解すると共に，読ん
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で得た情報について見解を表現できるようにする。また，

トピックの背景を学び，異文化理解，知的好奇心を高め

る。 

 

Reading and Writing(2a)～(2b)  091～092 

Reading and Writing(2a)～(2b) 

Reading and Writing(1a)～(1b)と同様，一年生全員を

対象にした必修科目であり，４つのレベルに分けた授業

を展開する。様々な内容の英文を読み，それに関する見

解を英語で書くことを練習し，読解力と表現力の向上お

よび論理的かつ批評的な思考力の養成する。リーディン

グ演習を通して語彙，文法，構文の英語基礎力に加えて，

パラグラフや全体の構成を把握し，十分に主題を理解す

ると共に，幅広い内容について，複数の見解を適切に関

連づけ，自分の意見を詳しく記述するライティング力を

養成する。また，トピックの背景をより詳しく学びなが

ら，異文化理解を深める。 

  

Basic English Training(a)～(b) 093～094 

Basic English Training(a)～(b) 

本科目では，基礎・初級レベルの学生を対象に，英語の

基礎力を定着させることを目的とする。基本的な語彙や

基礎文法の確認をすると共に，平易な英語が聞き取れる

ようになるよう，リスニング練習を重ねていく。また，

比較的短い読み物の読解や，センテンスライティングも

行い，読む，書く，聴く，話すという英語の四技能すべ

ての基礎を固めることを目標とする。そして，テレビド

ラマや音楽，アニメ，絵本などの教材も利用しながら，

多方面から英語を学ぶ方法を体験し，英語や英語圏文化

への興味を深めていく。また，学んだ内容を使って身近

な事柄についての表現活動も行う。 

 

Grammar(1a)～(1b) 095～096 

Grammar(1a)～(1b)  

本科目では，初中級レベルの学生を対象に，既習の基本

的な文法を確認し，復習することを目的とする。平易な

英文を読む際に，その理解の基礎となる文法力を養う。

また，身の回りの出来事や個人的な経験について，日常

生活語彙を用いて正確な英文で表現するための基礎力

を養う。また，構文の知識を深めるために，文の分析を

行い，文法および構文の形式とそれが表す意味について

検討を加えていく。 

 

Grammar(2a)～(2b) 097～098 

Grammar(2a)～(2b)  

本科目では，中級レベルの学生を対象に，基礎的な既習

英文法を体系的に捉え直し，アウトプットに向けて文法

理解をより一層深めることを目的とする。特に，今まで

学習した英文法が，単文や複文においてどのように機能

するのか演習を通じて理解し，実際に使用できるように

する。また，より専門的な内容に関する言い回しや学術

論文における文構造にも目を向ける。到達目標として，

幅広い内容において，明瞭かつ詳細な文章を作ることが

できることを目指す。 

 

Test Taking Skills(1a)～(1b)  099～100 

Test Taking Skills(1a)～(1b)  

本科目では，基礎・初級レベルの学生を対象に，TOEIC

などの資格試験で効果的に点数を獲得するためのスキ

ルの修得を目指す。資格試験で頻出の文法事項を初歩か

ら徹底的に復習することで文法基礎知識の定着を図る

と共に，語彙力を増強し，リスニング，読解力を養成す

る。リーディングでは，素早い読解に必要なスキミング，

スキャニング力を，リスニングでは，短い設問のポイン

トを素早く掴むコツを身につけていく。特にリスニング

では，イギリス，カナダ，アメリカ，オーストラリアな

ど，地域によって異なるイントネーションやアクセント

にも対応できるよう演習を重ねる。 

  

Test Taking Skills(2a)～(2b) 101～102 

Test Taking Skills(2a)～(2b)  

本科目では，中級レベルの学生を対象に，TOEICなどの

資格試験への対応力を養成することを目的とする。疑問

点はその都度解消するようにして，苦手な箇所に重点を

おきながら学習に取り組んでいく。リスニングでは問題

演習を繰り返すことにより，完璧に近い理解をめざす。

リーディングでは速読訓練により，問題の解答速度を向

上させる。 

 

Test Taking Skills(3a)～(3b) 103～104 

Test Taking Skills(3a)～(3b)  

本科目では，主に海外の大学進学希望者を対象に，IELTS，

TOEFLなどの資格試験での高得点取得を目指す。授業で

は，英文の効率的な読み方・聞き方を修得する。同時に

目標のスコア達成に必要不可欠な口頭でのレスポンス

力，文章構成力を高める訓練を行う。  

 

Critical Reading(1a)～(1b)  105～106 

Critical Reading(1a)～(1b)  

本科目では，基礎・初級レベルの学生を対象に，平易な

英文をたくさん読むことで，基本的な英語読解力の定着

をはかる。多読・速読により，英語を英語のまま理解す

る力を伸ばすと共に，読み物の内容や背景について考え

ようとする姿勢も身につける。基本的なリーディングス

トラテジーを段階的に身につけ，直読直解につなげるこ

とを目標とする。さらに，英語を読むことを通じて，積
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極的に英文のメッセージを読みとろうとする好奇心や，

それに対して自分の意見を発信しようとする姿勢を体

得する。  

 

Critical Reading(2a)～(2b)  107～108 

Critical Reading(2a)～(2b)  

本科目では，初級レベルの学生を対象とし，雑誌記事や

論説文，学術論文などを用いて，英語読解力を鍛え，論

理的な議論や表現方法を学ぶ。多種多様な英文を読みこ

なしていくことで，語彙を増やしながら，定型表現など

に触れ，英文の論理を読み解く力を養成する。英語特有

の表現方法や，日本語と英語との言語構造の違いなど，

言語に対する洞察を行うことで，より深い英文理解を目

指す。また，スピーキングやライティングの技能を鍛え

るための活動も取り入れる。 

  

Critical Reading(3a)～(3b)  109～110 

Critical Reading(3a)～(3b)  

本科目では，中級レベルの学生を対象に，欧米の新聞記

事やニュース，学術的な文章の読解を通じて，物事を深

く理解するための多面的な視野を習得することを目標

とする。英文の表面的な意味の把握だけでなく，筆者の

主張や立場，その背景にある社会事象や文化なども考察

する。また，英語によるディスカッションやライティン

グなど，アウトプットのスキルも総合的に鍛えることを

目指す。基礎的な英文を正確に理解し読みこなす力があ

ることが受講の前提となる。 

 

Critical Listening(1a)～(1b)  111～112 

Critical Listening(1a)～(1b)  

本科目では，基礎・初級レベルの学生を対象とし，特に

聴解力養成を主眼とした授業を展開する。授業では，英

語と日本語の音声の違いを確認し，英語特有の発音やリ

ズムおよび脱落，同化，弱化，リエゾンなどの音声変化

を体系的に習得しながら，英語を正しく聴き取る力を身

につけていく。そして，日常生活での簡単な会話表現を

学びながら，ロールプレイやペアワークなどの演習を通

して，英語でのコミュニケーション力を養うことを目指

す。 

 

Critical Listening(2a)～(2b)  113～114 

Critical Listening(2a)～(2b)  

本科目では，初級レベルの学生を対象として，主に英語

圏の映像作品や音楽などの文化的な教材を活用して英

語を学ぶ。リスニング，ディクテーション，読みの演習

を交えながら，英語特有の音声変化やリズムに慣れ，速

いテンポの会話も聞き取れるようになることを目指す

ほか，シチュエーションに応じた英語表現を学んでいく。

そして，場面の再演，ロールプレイなどを通して，英語

での発話力の向上にもつなげる。また，授業で扱う文化

的産物に表象された歴史や文化的背景，社会問題を知り，

それに関する討論なども行いながら異文化理解を深め，

批評的思考を養う。 

 

Critical Listening(3a)～(3b)  115～116 

Critical Listening(3a)～(3b)  

本科目では，中級レベルの学生を対象として，映像作品

や音楽などの文化的な教材を活用しながら，リスニング

力向上を目指す。標準的な英語の発音だけでなく，様々

な国で話される英語のアクセントにも慣れ，また，多岐

にわたる場面で発話される英語のニュアンスをくみ取

り，それを実際に運用できる能力も養う。さらに，扱う

教材に関するリサーチプレゼンテーションや討論も行

うことで，批評的に読み，聴き，考える力も高めていく。

授業は原則として英語で行われる。 

 

Communication Strategies(1a)～(1b)  117～118 

Communication Strategies(1a)～(1b)  

本科目は，基礎・初級レベルの学生を対象とした技能向

上型の科目である。対話形式の演習により，英会話を行

う上で必要な基礎的な技術を身につけ，人前で臆せず話

せるようになるための自信を培うことを目標とする。4

技能を統合した能動型授業活動を通じて，言語発話や内

容理解の過程に目を向け，考える力も伸ばすことを目指

す。そのため会話の演習に留まらず，リーディングやラ

イティング活動を踏まえた討論等の授業活動を重視す

る。 

 

Communication Strategies(2a)～(2b)  119～120 

Communication Strategies(2a)～(2b)  

本科目は，初級レベルの学生を対象とした技能向上型の

科目である。多種多様な文化的・社会的事項に目を向け，

言語としての英語のみならず，英語圏の文化・社会的背

景に対する理解を深めることを目標とする。本科目では

リーディングやライティング活動を踏まえた 4 技能統

合型の能動学習活動を促すことに加え，使用に注目した

文法理解にも目を向ける。 

 

Communication Strategies(3a)～(3b)  121～122 

Communication Strategies(3a)～(3b)  

本科目は，中級レベルの学生を対象とした技能向上型の

科目である。対話形式の演習を通じて，効果的な意見の

伝え方や発話の言語構造に目を向けることで実践的な

英語力向上を目指す。一般会話に縛られた活動を飛び越

え，自らの意見を説得力ある形で英語にて産出する演習

を重ねる。ペアワーク・ディスカッション活動やスピー
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チ後の質疑応答等によって，よりアカデミックな考察力

や教養を培い，グローバルな社会人としてのスキルを身

につけることを目標とする。本科目では英語の使用を原

則とする。 

 

Academic English(1a)～(1b)  123～124 

Academic English(1a)～(1b)  

今日，大学では学問領域を問わず，いかなる分野でも自

らの考えを構成し，効果的に発表するプレゼンテーショ

ンやパラグラフ・ライティングの能力が求められる。本

科目では，初級レベルの学生を対象として，大学生に必

要なリサーチ，プレゼンテーション，ライティングの各

能力を養成することをねらいとする。テキストとオンラ

イン教材を使ってグローバルな状況を意識した授業を

実施する。英語プレゼンテーションに求められる文章構

成，論の展開，発表スタイル，また質疑応答の仕方につ

いて学ぶことができる。 

 

Academic English(2a)～(2b)  125～126 

Academic English(2a)～(2b)  

本科目では，中級レベルの学生を対象として，英語プレ

ゼンテーションやパラグラフ・ライティングの能力を高

めることをねらいとする。効果的なプレゼンテーション

技能の修得，及びライティングによる表現力向上によっ

て，自己発信能力を養成する。オンライン教材でも利用

される TED や学術雑誌・論文のサマリーなども活用し，

実践的なコミュニケーション能力の向上をはかる。 

 

Academic English(3a)～(3b)  127～128 

Academic English(3a)～(3b)  

海外留学やインターンの希望者や経験者，また将来，職

業・研究等で高い英語コミュニケーション能力を必要と

する人向けの科目である。受講生の関心に合ったテーマ

をもとにプロジェクトを設定し，そのプロセスでは英語

による問題発見及び解決のためのディスカッションを

重ねる。グループ活動を重視し，対話，交渉，問題解決

に必要なコミュニケーション能力の修得をめざす。授業

は原則英語で行われる。 

 

Literature in English(1a)～(1b)  129～130 

Literature in English(1a)～(1b)  

本科目は，英語圏の絵本や，児童文学を含む平易な文学

作品をはじめとする多くの作品に触れることによって

読解能力を伸ばすと共に，文学を知り，理解するための

入門コースである。詩，戯曲，小説，自伝など，さまざ

まな文体と形式をもった作品を活用しながら，文学作品

に含まれるテーマ，登場人物，視点，背景，シンボリズ

ムなど，作品分析に欠かせない要素についての知識を深

める。 

 

Literature in English(2a)～(2b)  131～132 

Literature in English(2a)～(2b)  

本科目では，中級レベルの学生を対象として，英語圏だ

けでなく，英訳された他言語圏の文学も扱いながら，文

学理解をさらに向上させる。作品分析・批評の手法を確

認しながら，作品の内容のみならず，作家や作品の文化

的・歴史的・社会的背景についての知識を深め，読解力，

分析力，批評力を高めていく。授業は，発表や討論を中

心に進められる。さらにクリエイティブライティングの

コツを学び，簡単な創作活動にも挑戦する。 

 

Global Culture(1a)～(1b)  133～134 

Global Culture(1a)～(1b)  

世界には多様な文化がある。複雑化した今日の社会をよ

りよく理解するためには，様々な民族，宗教，生活様式，

歴史等の「文化」を考慮することが求められる。本科目

は，世界の文化を理解するための入門講座として位置づ

けられる。授業で扱うテーマとしては，欧米圏の社会風

俗や世界各地の神話伝承，言語の歴史などがあげられる。

これらのテーマを通じて異文化に触れ，異文化と自国文

化との差異を考察することで，重要な気づきを得ること

ができるだろう。講義は日本語で行い，受講に関して特

別な要件は設けない。 

 

Global Culture(2a)～(2b)  135～136 

Global Culture(2a)～(2b)  

一口に文化といっても，その内容には多様性がある。本

科目では，世界の文化に関するトピックを取り上げて，

多角的に考察し，議論することを目的とする。例えば，

アメリカの黒人文化を扱う場合，社会状況，様相，アメ

リカ大陸へ辿り着いた歴史，使用言語等，様々な視点か

ら考察する。そうした考察，議論を通じて新たな視点が

生みだされ，他の事例に応用できることも期待できる。

授業は原則として，英語で行われる。 

 

Language Sciences(1a)～(1b)                          

 

137～138 

Language Sciences(1a)～(1b)  

言語学は過去から現在に至るまでの言語を対象とし，そ

の形式や役割を分析・研究する学問範囲である。人間の

主要行動の一つである言語を分析することで，人々がど

のようにして言語と向き合い，使用し，発展させている

のか，また言語とは何かを問う。本講義は入門科目とし

て，初めて言語学を学ぶ学生（文理を問わない）を対象

とする。言語学の諸分野（音声学，音韻論，形態論，統

語論，意味論，語用論等）を切り口にして言語の成り立

ちや構成，メカニズムを考察する。我々の「ことば」に



 

 

科目概要 

 

107 

対する知見を広げることで，教養を高めることを目標と

する。講義は日本語で開講し，履修のための特別な事前

条件は設けない。 

 

Language Sciences(2a)～(2b)  

 

139～140 

Language Sciences(2a)～(2b)  

言語活動は単に意味伝達の手法に限らず，むしろ規律正

しく構成された社会行動でもある。本講義は実証的な観

点から我々の言語活動を科学する。本科目では言語の実

例に基づき，言語の音声分析や会話構造の規律性といっ

たマイクロ分析や，言語学における統計学などマクロ的

な手法を導入する。これら分析手法は文理を問わず他分

野に応用できる教養である。言語分析を切り口として，

各種分析手法の理解や実践を経て，最終的には実際に研

究を行い結果の産出が出来るようになることを目標と

する。本科目は原則英語で行う。また，入門科目である

Language Sciences(1)との同時・事前履修が望ましい。

（ただし履修のための必須条件ではない。） 

 

Global Society(1a)～(1b) 

 

141～142 

Global Society(1a)～(1b)  

インターネットで繋がれた現代社会においては，情報は

瞬時に全世界へと流れていく。そしてその情報の大半は，

英語によってもたらされる。この科目では，刻々と変化

する現代社会で起きている出来事について，英語を通じ

て情報収集し，理解し，批判的考察を行うための基礎力

を養うことを目的とする。扱う内容は，受講生にとって

身近な話題である，世界の同年代の人々の生活や，文化，

価値観等で，受講生はソーシャルメディアを含めたメデ

ィアを通じてもたらされるこれらの話題について英語

で情報を視聴し，正確に内容を理解し，その事象への興

味関心を深めていくことが期待される。 

 

Global Society(2a)～(2b)                        143～144 

Global Society(2a)～(2b)  

本科目では，グローバルシチズンシップの感覚を養うこ

とを目的として，英語を通じて情報収集し，理解し，批

判的考察を行っていく。この科目を通して，他人を尊重

すること，個人の権利と責任，人種・文化の多様性の価

値など，グローバルな社会の中で円滑な人間関係を維持

するために必要な事柄への気づきや発見を促すことを

目的とする。扱う地域や話題は，地球規模で起きている

環境問題や人種，紛争問題，その背景となる歴史，経済

問題等を主とする。受講生はこれらの話題について正確

に内容を理解し，自らの意見を発信することが期待され

る。 

 

 

海外・特別選抜セミナー 145 

English seminar for Overseas Study   

本学が指定した海外の施設や大学等での語学研修に参

加する。これらの活動を通じて，対象とする言語の習得

を促すとともに，国際的な視野や異文化理解など，現代

社会で必要とされるバランス感覚や判断力を磨くこと

を目指す。必要に応じて事前研修や帰国後の成果発表な

どを課すことがある。研修先での授業時には，自主的か

つ積極的な授業参加を前提とする。語学への学習意欲の

ほかにも，授業や研修に対して貢献する積極的な態度，

異文化への洞察力，本学の学生としての責任感などを持

って参加することが望まれる。 

 

外国語特別講義(a)～(b) 146～147 

Learning English for Specific Purposes(a)～(b)  

本科目は，世界各国に関わる様々な議題を扱う上級者向

けの講座である。外国語学習と密接に関わる文化・社会

背景に注目し，領域横断的な学習活動を経て教養を身に

付けるとともに，他者を理解し尊重する姿勢を培う。日

本を含む世界各国の歴史，文化，社会情勢，経済問題な

どについて知識を深めながら，批評的な考察を行い，議

論や発表を通して，自らの考えを明確に表現できる力を

養う。グローバル社会において様々な他者と関わる中で，

自分が何をしたいか，何をすべきか，何ができるかを常

に考えながら生きることができる基盤を築きたい。 

 

ドイツ語(1a)～(1b)  148～149 

German(1a)～(1b)  

本科目はドイツ語初級者向けの授業である。ドイツ語が

どのような言語であるかを理解し，人称代名詞や動詞の

変化など，最も初歩的な文法事項を習得していく。そし

て，それら基底知識を活用して，短文理解や，挨拶や自

己紹介をはじめとした，簡単な会話表現ができるように

なることを目指す。授業ではドイツ語技能検定試験（独

検）5級レベルを見据え，日常生活でよく使われる簡単

な表現や会話を演習を通して身につけると共に，ドイツ

語圏の文化や社会にも触れていく。 

     

ドイツ語(2a)～(2b)  150～151 

German(2a)～(2b) 

本科目では，基礎的な動詞の使い方や，名詞の性と格な

ど初級文法全般を身に付け，日常生活に必要な基礎表現

の習得，発音精度の向上を目指し，より幅広い話題での

読解力やコミュニケーション能力を会得する。また，授

業ではドイツ語圏諸国に関する歴史や社会，文化背景な

どの話題を扱い，異文化理解も深めていく。ドイツ語技

能検定試験（独検）4 級レベル以上への到達を目指し，

簡単な内容のコラムや記事などの文章を読む等のより
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実践的な演習が中心となる。 

 

フランス語(1a)～(1b)  152～153 

French(1a)～(1b)  

本科目はフランス語初級者向けの授業である。フランス

語の基礎的な文法事項や発音の習得や，辞書の使い方を

定着することで，中級以降へ進むための基盤を培う。実

用フランス語技能検定試験（仏検）5級レベルへの到達

を目標に設定し，単に文法や単語を覚えるだけでなく，

演習を通して，習熟度を高めていく。授業においてはフ

ランス語の基本的な語彙や文法項目を中心に，簡単な作

文や日常会話で頻度の高い基本的表現の理解と運用を

重視すると共に，フランス語圏文化や社会についても学

んでいく。  

 

フランス語(2a)～(2b)  154～155 

French(2a)～(2b)  

本科目では，フランスの歴史や社会，文化背景など幅広

い話題に注目しながら，平易な内容の読解活動などを通

じて既習の文法知識を定着させる。フランス語の質問に

対し，聴いて理解でき，それに対する応答が臆さずでき

るようになるだけでなく，フランス語圏諸国に関しての

知識を増やしながら，ある程度の分量の文章を正確に読

み解く力の習得を目標とする。実用フランス語技能検定

試験（仏検）3級～4級レベル到達を目指す。 

 

スペイン語(1a)～(1b)  156～157 

Spanish(1a)～(1b)  

本科目では，スペイン語初級者向けの授業である。スペ

イン語圏の社会・文化について学びながら，スペイン語

の基礎的コミュニケーション能力の獲得を目指す。具体

的には発音練習や辞書の使用法への理解を基に，本言語

独特な動詞の活用や時制の用法など最も初歩的な文法

事項の定着と運用力の構築を目指す。授業では発音練習，

基本的な挨拶表現や言い回しの練習から始まり，品詞変

化や活用を理解するための演習が中心となる。また，自

己・他者紹介や日常生活でよく使われる平易な表現が運

用できるよう発話を中心にした活動も行う。 

 

スペイン語(2a)～(2b)  158～159 

Spanish(2a)～(2b)  

本科目では，基礎的なスペイン語を理解し，初歩的な文

法を駆使し日常生活に必要な表現や幅広い話題におけ

る文の運用に注目する。スペイン語圏諸国の歴史や社会，

文化背景を扱いながら，基礎文法の理解を固め，より複

雑な文章を理解し運用出来るようにする。授業では，あ

る程度まとまった文の読解活動や，身近な話題に関する

表現や質疑応答を伴う発話活動などを中心に行う。授業

においては適時，必要に応じて発音練習や文法事項の解

説，語彙の確認を行う。 

 

イタリア語(1a)～(1b)  160～161 

Italian(1a)～(1b)  

本科目はイタリア語初級者向けの授業である。イタリア

語の最も基礎的な文法事項を学び，発音を習得しながら，

イタリア語の初歩的なコミュニケーション力を培う。特

に，挨拶や自己紹介など日常生活で必要となる表現が適

切に使えるようになることを目指す。辞書の使用法も学

びながら，発音練習を重ねると共に，ペアワークなどを

通して臆せず発話ができる力を獲得する。授業では，基

礎文法の定着を目標とした活動や演習を行うほか，イタ

リアの文化にも触れていく。 

 

イタリア語(2a)～(2b)  162～163 

Italian(2a)～(2b)  

本科目では，発音を含む基礎文法の知識をさらに深める

ことで，より実践的な水準に到達することを目的とする。

一般会話における言い回しや表現を身に付けることに

限らず，幅広い話題において比較的簡単な文の発話や筆

記が出来るようになることを目指す。授業では歴史や社

会，文化などイタリア語に関する背景知識を扱いながら，

ある程度まとまった文章の読解活動も行う。授業におい

ては適時，必要に応じて発音練習や文法事項の解説，語

彙の確認を行う。 

 

中国語(1a)～(1b)  164～165 

Chinese(1a)～(1b)  

本科目は中国語初級者向けの授業である。基本的な語法

を学ぶとともに，発音の練習に重点を置き，中国語独特

の音声構造が体に染み込むまで徹底的に訓練すると共

に，長い歴史に培われてきた中華文明のエッセンスもあ

わせて紹介する。中国語のローマ字表記が間違いなく発

音できるようになること，簡単な中国語を聴き取り，声

調（tone）を判断し，なおかつローマ字で表記できるこ

とを目指す。簡単な会話や自己紹介も臆さずできる心持

ちも育みたい。 

 

中国語(2a)～(2b)  166～167 

Chinese(2a)～(2b)  

本科目では，既習の事柄を土台にして中国語の基礎を確

立する。発音の反復練習を続けながら，より複雑な語法

と表現に踏み込み，短文読解を通して中国語独特のロジ

ックを体感することで，今後とも継続して自学自習でき

る素地を固めていく。より実践的な会話練習も行いなが

ら，「中国問題」と呼ばれる事象も取り上げ，現代中国

の実状にもアプローチする。中国語の簡単な読み書きと
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リスニングができるレベル，具体的には中国語検定４級

以上を目指す。  

 

アラビア語(1a)～(1b)  168～169 

Arabic(1a)～(1b)  

本科目はアラビア語初級者向けの授業である。基本的事

項としてアラビア語文字といくつかの定型表現への理

科を深め，挨拶や日常生活で身近な会話表現や言い回し

を学習する。基礎的なアラビア語の発音や規則を理解し，

初歩的な文法を使って日常生活に必要な表現や文が運

用できることを目標とする。またアラビア語母語話者の

文化や生活習慣について学び，アラブ・イスラム文化に

ついての理解を深める。基本は演習形式で進め，ロール

プレイなどを用いて日常生活でよく使われる平易な表

現を会得できるよう発話を中心にした活動も行う。 

 

アラビア語(2a)～(2b)  170～171 

Arabic(2a)～(2b)  

本科目では，基礎的なアラビア語の文法や語彙を復習し，

挨拶や簡単な会話内容に限らず，より幅広い場面でのコ

ミュニケーションが行える力を養う。アラビア語の基礎

的な文法事項・単語の定着を目標とするほか，アラビア

語圏諸国の歴史や社会，文化背景について理解を深める

ことも目指す。授業では，ある程度まとまった文の読解

活動や，身近な話題に関する表現や質疑応答を伴う発話

活動などを中心に行う。 

 

韓国語(1a)～(1b)  172～173 

Korean(1a)～(1b)  

本科目は韓国語初級者向けの授業である。韓国語の文字

や発音，初歩的規則を学習し，中級以降へ進むための基

底能力を付ける。韓国語文字（ハングル）を定着させ，

基本語彙，初歩的文法を習得しながら，日常生活におけ

る基本的表現の会得を目指す。授業では辞書の使い方か

ら始まり，発音練習，会話表現の言い回し，読み書きを

含む演習を中心に活動する。こうした韓国語の学習を基

盤に，韓国の文化，歴史や，韓国人の価値観等も考察し，

韓国語・韓国文化への理解を深めていく。 

 

韓国語(2a)～(2b)  174～175 

Korean(2a)～(2b)  

本科目では，既習の韓国語の文型，語彙，表現を基礎に，

新しい表現を徐々に加え，目，口，耳を使った総合的な

訓練を繰り返し行う。韓国の歴史や社会，文化背景など

幅広い話題に注目しながら，平易な内容の読解活動など

を通じて，韓国語能力試験初級以上の取得にも対応でき

るようにする。授業は基本的に演習形式で，基本的表現

の練習や自己表現，相手への質疑応答などを含む発話活

動を行う。日常会話に必要な豊富な語彙を習得していく

と共に，豊かな表現力を身につけていく事を目標とする。 

この授業では，韓国語能力試験初級合格も目指したい。 

 

日本語表現(a)～(b) 176～177 

Advanced Japanese(a)～(b) 

本科目は本学で学ぶ留学生に向けた日本語科目である。

一定の日本語力を保持しながらも，より高い運用能力の

構築や日本に関する知識・教養に興味のある留学生を対

象とする。日本語特有の複雑な会話構造や文法，言語に

関する態度や規律等，日本語の使用に目を向けた様々な

授業活動を行う。また，ペアワークやディスカッション

等を活用し，授業内外問わず能動的に日本語が使用でき

る環境を提供する。日本語能力試験に耐えうる力の育成

や，日本における文化背景や社会情勢等に理解を深める

ことを目指す。 

 

体育科目 

 

基礎体育(1)～(2) 178～179 

Physical Training(1)(2) 

近代科学の発展は，経済的に恵まれた国民生活を誕生さ

せてきた。しかしその一方では，運動不足による疾病の

増加やストレスによる心の健康問題など，心身の健康に

関する現代的課題が深刻化している。このような状況に

おいて，スポーツを通して心身の健康の保持増進を図る

ことが重要なことは言うまでもない。この授業では，受

講者がバレーボール，ソフトボール，テニス，卓球から

１種目を選択し，週１回の授業を通して運動習慣を身に

つけ，生涯スポーツの基礎とする。 

 

応用体育(1)～(2) 180～181 

Advanced Physical Training(1)(2) 

現代社会において，運動不足による疾病の増加やストレ

スによる心の健康問題など心身の健康に関する問題が

深刻化している。このような状況の中で，生涯にわたっ

て親しむことができるスポーツを身につけることによ

って心身の健康の保持増進を図ることが重要なことは

言うまでもない。この授業ではテニス，バドミントン，

球技等の種目を開設する。週１回の授業を通して運動習

慣を身につけ，生涯スポーツの考え方をより深めていく。 

※ゴルフ・スキー等の集中授業もあります。 
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ＰＢＬ科目 

 

ＳＤ ＰＢＬ(1) 182 

 

この科目は，入学直後の 1年次の学生に対して，学部の

専門カリキュラムをよく知って各人が自己の目標を設

定し，それにあった履修計画の展望を持ち，TCU FORCE

の活用に習熟し，論理的な執筆能力や分析的なものの見

方など大学の教育課程に不可欠な学習基礎力を習得す

ることを支援するとともに，グループワークの協働作業

を通じて Problem Based Learning を体験し，企画提案

プロセスにおける探求姿勢，コミュニケーション能力お

よび表現力を養い，併せて担任教員との顔の見える支援

関係を築くことによって，学部への帰属意識の形成と個

人尊重型のきめ細かな学習支援を目指すものである。 

授業は，1)全体授業，2)グループワーク，3)個別面談，

の 3 種類のパートから構成される。「全体授業」では，

本学部が 4 つの領域に及ぶ幅広い専門分野を守備範囲

とする特色を踏まえ，学生それぞれが専門科目の履修計

画の展望を持つために役立つ情報を提供するとともに，

TCU FORCEの使い方に習熟し，学業修得と大学生活にお

ける的確な目標の設定と振り返りの体験を実施する。

「グループワーク」では，5名程度のグループになって

Problem Based Learning 型の協働学習プロセスを体験

し，能動的な探求姿勢と建設的なコミュニケーション能

力を涵養する。さらに，2課題のレポート作成を通じて

学部生としての研究基礎力を習得する。また学生一人ひ

とりと担任教員との「個別面談」の機会を確保すること

により，顔と名前を知って個人的な相談ができる関係を

最低一人の教員との間で築き，学部への帰属意識を持っ

てきめ細かに支援を得られる状態を構築する。 

 

ＳＤ ＰＢＬ(2) 183 

 

SD-PBL(1)の内容を引き継ぎ，将来のキャリア形成に必

要なスキルを再認識するとともに，これからの社会や企

業から必要とされる人材とは何かを考える機会を提供

する。例えば，社会においてキャリアと見なされるもの

として，資格取得，国内外インターン，ボランティア活

動，留学，PBL 型のキャリアインカレなどがあり，2 年

次から積極的にこのような活動に参加し，「形あるキャ

リア形成」を促進することを大きな目的とする。そのた

めに，社会課題にどのように向き合い，自分のキャリア

形成をしていくのかを考え，実行し，その結果を出すと

いう一連の活動自体が PBL(Problem Based Learning)で

あり，このような経験を通じて，有益なキャリア形成の

取り組みを加速させる。また，最終的には担当教員と個

別面談において，その活動成果と以降のキャリア形成の

あり方について振り返るとともに，個々の将来キャリア

を明確にするための指導を行う。 

なお，この科目はカリキュラム・ポリシーの 1「複雑化

する都市社会の中で確かな価値を見抜く力」，ディプロ

マ・ポリシー1「責任ある社会人として活躍できる基礎

能力を修得している」に関連している。 

 

ＳＤ ＰＢＬ(3) 184 

 

SD-PBL(1)および SD-PBL(2)の内容を引き継ぎ，学際的，

応用的な内容に取り組む科目である。SD-PBL は持続可

能な社会を築いていくための様々な課題について，学生

の自発的な活動を通じて解決策を探索していく科目で

ある。SD-PBL(1)，SD-PBL(2)は各学部学科の特性に応じ

たテーマ，手法に基づいて進められるが，この

SD-PBL(3)は，全学の学部学科を横断して学生がグルー

プを形成し，大きなテーマの課題解決やプロジェクトに

取り組む。各学部学科の専門知識やスキルを互いに提

供・活用し，様々な境界を超えた実践的な課題解決能力

を育成する科目である。 

この科目は全学ディプロマポリシーの 1～5 の全て，全

学カリキュラムプリシーの 2および 5に対応している。 

 

専門基礎科目：基幹科目 

 

マーケティング概論 185 

Principle of Marketing 

本科目は都市生活学部の教育課程の基礎となる“経営

学”商学”における主要な分野であるマーケティング論

の概要を学習する。まず，マーケティング・プロセス全

体の流れと，その主要な構成要素を理解することで，マ

ーケティングに関する基礎的な理解を築く。次に，マー

ケティング環境情報の収集と分析に基づくマーケティ

ング戦略立案の基礎を理解する。その後，消費者行動心

理の基本を学習した後に，ターゲット・マーケティング

（STP）について，市場の細分化，標的セグメントの選

択，選択したセグメントにおける差別化/ポジショニン

グの基礎的な学習をする。そして，設定した STPを具現

化するためのマーケティング・ミックスの構築方法につ

いて学習をする。すなわち，製品施策，価格施策，流通

施策，販売促進施策立案に必要な基本についての理解で

ある。また，サービス経済の拡大を反映して，サービス

マーケティングについても，製品マーケティングとの対

比という視点で解説をする。 なお，この科目は本学部

カリキュラムポリシーの「都市生活に関する４領域の専

門知識と方法論を体系的かつ多角的に修得するための

専門科目」に該当する。 

 



 

 

科目概要 
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経営学概論 186 

Principle of Business Management 

この講義では，経営学の観点から，企業活動やビジネス

に関する基礎知識について解説する。企業は商品やサー

ビスを生み出して人々に提供する生産者であり，現代社

会を支える重要な存在である。企業の活動や仕組みを理

解するために，この講義では，組織，戦略，ガバナンス，

財務，知識・情報，社会的責任といった多様な切り口か

ら，具体例を挙げながら解説する。なお，この科目は本

学部のカリキュラムポリシー4「商学・経営学を基礎に

おき，社会科学的方法論，芸術・工学的方法論という複

眼的な方法論を獲得し，それを企画，業務の実践に生か

す能力を修得するための科目を設定する」，ディプロマ

ポリシー3「都市生活についての総合的・横断的な知識

を基礎に，特定領域の専門的な深い知識を持ち，それら

を応用して魅力的で持続可能な都市生活の創造に導く

構想力および実践力を身に付けている」と関連している。 

 

都市の経済学 187 

Urban Economics 

この講義では，経済学の視点から，都市や地域をめぐる

諸問題がどのように理解されるのかについて解説する。

具体的なテーマは，地域間の人口移動，都市化，住宅価

格，土地の利用方法，都市の規模，企業立地，混雑と渋

滞，地方政府の役割と多岐にわたる。必要に応じて経済

学の基本的な考え方についても解説するが，都市や地域

をめぐる問題への応用を主な講義内容とする。なお，こ

の科目は本学部のカリキュラムポリシー4「商学・経営

学を基礎におき，社会科学的方法論，芸術・工学的方法

論という複眼的な方法論を獲得し，それを企画，業務の

実践に生かす能力を修得するための科目を設定する」，

ディプロマポリシー3「都市生活についての総合的・横

断的な知識を基礎に，特定領域の専門的な深い知識を持

ち，それらを応用して魅力的で持続可能な都市生活の創

造に導く構想力および実践力を身に付けている」と関連

している。 

 

世界の都市 188 

Cities Around the World 

この講義においては都市文化や都市経営を学ぶために

まちを観る視点を伝え，世界のまちづくりについて専門

的な学習を開始するに当たっての基礎的素養を身につ

けさせることを目的とする。具体的には，世界各国の風

土や歴史を代表する都市や街を対象に，各々のまちの創

られてきた過程，特徴となる文化，社会，都市空間や建

築，新しい街づくりの動きなどについて教授する。都市

生活を学ぶうえでグローバルな視点をもち，歴史や文化

異なる世界の都市を理解するため重要な基礎的知識を

養う重要な科目である。世界の都市の発達過程や，歴史

文化的な特性や相違点を含め，総合的に学ぶ。 

 

専門基礎科目：基礎共通科目 

 

都市計画(1) 189 

Urban Planning(1) 

この科目は，都市計画を初めて学ぶ若い学生諸君を対象

に，都市計画に関する基礎知識をひととおり知るための

講義である。講義では，具体的な実例を交えながら，都

市計画図，建築規制，事業制度，策定プロセスなど，都

市計画が現実にどうやって行われているのかを知ると

ともに，都市計画の歴史や，日本と欧米の制度の違いな

ど，都市計画を考える基礎的素養を身に着ける。なお，

この科目は本学部カリキュラムポリシーの「都市のしく

み領域の専門知識と方法論を体系的かつ多角的に修得」

および，ディプロマポリシーの「社会科学的な方法論を

習得し，それらを企画・業務の実践に生かせる応用力を

修得」に関連している。 

 

世界の住まい 190 

Housing Around the World 

都市のデザインコースの入り口として，住居を世界の地

理的，歴史的な視点から観る初歩的な方法を学ぶととも

に，多様な住まいづくりの基礎的素養を身につける。 

具体的には，まず現存する世界各地の気候風土，歴史文

化の違いが生み出した多様な住居形態を具体的にレビ

ューした後，主として産業革命以降の欧米で展開した近

代から現代の生活・建築に関する時代思潮とともに，著

名な建築家等によって構想・実現されてきた代表的な事

例を通して，その概要について学ぶ。最後に現代の日本

における多様な住宅を観察しながら，これからの「住ま

い像」を構想する視点について考察する。 

本科目の内容は，将来，住宅の計画・設計だけではなく，

住まいに関する営業やコーディネーション等の業務に 

も役立つような基礎的知識の涵養を骨子とする。 

なお，この科目は，カリキュラムポリシー1，ディプロ

マポリシー1と関連している。 

 

都市の文化・芸術 191 

Urban Culture and Arts 

ファッション，ブランド，エンターテインメント，レス

トラン，カフェ，出版，サロン，広場，大通り，商店街，

モニュメント，ホテル，空港など，都市文化を生み出し

た歴史を考察。都市文化を生み出す多種多様な要素につ

いて学習する。なおこの科目は，カリキュラムポリシー

1，ディプロマポロシー1に関連している。 

 



 

 

科目概要 
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民法と商法 192 

Civil Law and Commercial Law 

民法とは，夫婦親子関係などの身分関係や生活必需品の

取引関係を規律する私法の基礎法（一般法）をいう。営

業に関する組織や経済商取引を合理的かつ画一的に形

成するための特別法として商法や会社法がある。「特別

法は一般法に優先して適用される」という関係があるが，

商事に関して商法や会社法に規定がない場合は，民法の

規定が適用されるという関係にある。本講義では，私達

の日常生活において適用される民法の重要事項を概観

した後，民法と商法とで異なった扱いがなされている事

項および経済商取引において中心的役割を担っている

「会社」および「手形・小切手」に関する基本を学ぶ。

なお，この科目は，カリキュラムポリシー1，ディプロ

マポリシー1と 2に関連している。 

 

会計学概論 193 

Principle of Accounting 

経営の一領域を占める会計分野について全体の概要を

述べるとともに，その入門から意義，活用方法などにつ

いて段階的に講義する。また，それを活用した事業収支

計画の作成について解説する。具体的には，基本である

財務諸表の構造と意義を把握することで，財務諸表を

「読み解く」ことができるようにする。また，事例分析

を基に経営分析の考え方についても概観していく。最後

にはそれらを利用して各自事業収支計画の作成をして

もらう。なお，この科目は本学部カリキュラムポリシー

2 「経営学的な調査分析能力を持つための専門基礎科

目」およびディプロマポリシー2「社会科学的な方法論」

に対応している。  

 

統計と分析 194 

Statistical Analysis 

近年，ビックデータをはじめ，データサイエンスの可能

性が広がっているなか，その根幹となる学問である統計

およびデータ分析に関する基礎的知識が必然となって

いる。この科目では，情報の集計や分析のための基礎的

手法および幅広い事例を学ぶため，社会経済研究に向け

た知識を提供する。 

なお，この科目は本学部のカリキュラムポリシー1と関

連している。 

 

国際都市経営概論(1) 195 

International Urban Management(1) 

本講義は，TAP あるいは TUCP に参加し，かつ「国際都

市経営コース」に関心がある者を対象とする。 

これら「国際」的な観点や活動に関心がある者に対して，

都市生活学部での学びと「国際」がどのように関係して

くるのかや，将来のキャリアの可能性などについて，イ

メージを拡げることを目標とする。合わせて，「国際」

的な活動に必須となる，主体的に参加する，考えの異な

る他者と意見交換をして新たな考えを生み出そうとい

うような振舞い方や自主性，積極性などのマインドセッ

トを開発することを目標とする。 

 

国際都市経営概論(2) 196 

International Urban Management(2) 

本講義は「国際都市経営概論（１）」を履修し，TAP あ

るいは TUCP に参加するなど「国際都市経営コース」に

関心がある者を対象とする。 

「国際都市経営概論（１）」では，都市生活学部での学

びと「国際」の関係，将来のキャリアの可能性などにつ

いてイメージを拡げるなどした。その履修後に TAPなど

「国際」的な活動や学びを実践してきた学生を対象に，

より本学部にて取扱う教育体系と「国際」の交わりにつ

いて，より専門的な観点より講義などをおこない，「概

論（１）」に引き続き自主性，積極性や，英語でのコミ

ュニケーション能力の開発を目標とする。 

なお，この科目はカリキュラムポリシー１とディプロマ

ポリシー１「国際人として（国際的な場で）活躍できる

コミュニケーション能力の獲得」と関連している。 

 

専門基礎科目：演習領域 

 

コンピュータ演習 197 

Computer Practice 

この演習では，情報社会の必須の文房具として，パーソ

ナルコンピュータの基本操作をマスターし，大学の講義，

演習，レポート作成などに対応する。まず，ワープロソ

フトによる文章の作成，表計算ソフトの操作スキルを習

得する。さらに，プレゼンテーションソフトを使用した

グラフィカルなスライドショー作成スキルを習得する。

以上より，都市生活学分野での文書作成，統計解析，プ

レゼンテーションの一通りの基本を体得する。なおこの

科目は，カリキュラムポリシー2とディプロマポリシー

の 1，2と関連が深い。 

 

グラフィックデザイン演習 198 

Graphic Design Practice 

自分の伝えたい情報を文字だけでなく効果的な図版や

写真を使ってグラフィカルに表現するスキルは,デザイ

ン領域に限らずあらゆる分野で重要である。本演習では,

デ ザ イ ン の 現 場 で 標 準 的 に 使 用 さ れ て い る

Photoshop,Illustrator を用いて,分かりやすく洗練さ

れた情報伝達を行なうための基礎的な考え方やスキル

を習得する。 



 

 

科目概要 
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なお,この科目は本学部のカリキュラムポリシー2 にお

ける「経営学的な調査分析と空間デザインの二面の実践

能力を併せ持つ人物の育成のための演習科目」に該当す

る。また,ディプロマポリシー2 の中の「芸術・工学的

な方法論」の一つに該当している。 

 

 

まちの観察 199 

Urban Observation 

まちづくりのテーマを発見するため，都市空間に係わる

問題課題の抽出，街の個性把握のための総合的な街の観

察方法を学ぶ。まちを観察するには，フィールドサーベ

イによる自然，空間，生活などについての五感的観察と，

地図・統計・計画・規制などの資料を通しての客観的観

察の二つの方法があるが，この授業では五感的観察の手

法を中心に学ぶ。 

なお，この科目は本学部のカリキュラムポリシーにおけ

る「専門スキル向上のための演習型授業科目」に該当す

る。また，ディプロマポリシー2の中の「社会科学的方

法論と芸術・工学的な方法論の修得」に該当している。 

 

Facilitation & Communication 200 

 

In this course, let students understand the 

significance and value of facilitation and 

communication through acquiring basic knowledge 

about them. And it leads individual students to gain 

experience in doing facilitation and communication 

in front of a relatively large number of people, 

after learning how to structure them and preparing 

the actual presentation content. Finally as a group, 

students discuss on the given assignment and make a 

presentation in the class.  

The course is related to the one of the Faculty’s 
diploma policy, "Students have acquired a 

combination of social science methodologies and 

artistic and engineering methodologies, and have 

acquired the ability to apply them to the practice 

of planning and business.”  
 

空間デザイン演習(1) 201 

Space Design Practice(1) 

第一に将来どの分野に進んでも，都市や街の主要構成要

素である建築を見る目を養うことが重要であり，建築の

良し悪しを判断できる感性・能力を養うために，建築と

都市に関連する数多くスライドなどでレクチャーする。 

第二に「建築はどのように存在しているか」を空間を構

成する方法や構造架構の原理や方法を，身体的に体感し

学習する。そして，空間形態の可能性を考えてみる。 

第三にＣＡＤが主流の時代であるが，デザインワークの

基礎はハンドワークのドローイングにあり，手で思考す

ることが大事である。ドローイングの基本である線の引

き方，道具の使い方，などを学習し，平面図・断面図・

立面図・パーススケッチ・模型制作・写真撮影など立体

を表現する方法を学ぶ。頭に描いたイメージを出来るだ

け早く他人（社会）へ図や模型等を使用して説明・表現

をする能力とスキルを高めるため，造形について深く考

え，また，理想の住宅の課題を通じて，身体的な寸法と

空間の関係を考えたりライフスタイルの提案を表現で

きるようにする。 

なお，この科目は本学部のカリキュラムポリシー3.「特

定領域の専門知識を深めるとともに，独創性と問題の発

見力および解決力を養い，専門知識を実社会に活かす構

想力と実践力を修得する」，ディプロマポリシー2.「社

会科学的な方法論と芸術・工学的な方法論を複合的に習

得し，それらを企画・業務の実践に生かせる応用力を修

得している」と関連している。 

 

空間デザイン演習(2) 202 

Space Design Practice(2) 

空間デザイン演習（1）を継続する形で演習と講義を平

行して行う。引き続き，建築を見る眼，建築の良し悪し

を判断できる感性・能力を養うために，名建築を数多く

スライドなどでレクチャーする。 

空間デザイン演習（1）で培った空間の形成方法や手書

き表現スキルを前提に，この学年の能力に見合った内容，

規模の美術館のデザイン（対象アーティストの理解・コ

ンセプト・ドローイング・模型税作など）を通じて空間

デザインスキルを習得する。 

また，この空間デザイン演習は作品を仕上げることはも

ちろんだが，毎週時間内におけるデザインに関する教員

と学生の対話における，幅広い建築や都市を構成する知

識を理解し学習することが大変重要である。つまり，デ

ザインを行うときのプロセスを非常に重要視する科目

である。なお，この科目は本学部のカリキュラムポリシ

ー3.「特定領域の専門知識を深めるとともに，独創性と

問題の発見力および解決力を養い，専門知識を実社会に

活かす構想力と実践力を修得する」，ディプロマポリシ

ー2.「社会科学的な方法論と芸術・工学的な方法論を複

合的に習得し，それらを企画・業務の実践に生かせる応

用力を修得している」と関連している。 

 

空間デザイン演習(3) 203 

Space Design Practice(3) 

空間デザイン演習（1）と（2）を継続する形で演習と講

義を平行して行う。引き続き，建築を見る眼，建築の良
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し悪しを判断できる感性・能力を養うために，名建築を

数多くスライドなどでレクチャーする。 

空間デザイン演習（1）と（2）で培った空間の形成方法

や手書き表現スキルを前提に，この学年の能力に見合っ

た内容，規模の集合住宅のデザイン（コンセプト・ドロ

ーイング・模型税作など）を通じて空間デザインスキル

を習得する。そして,周辺の近隣状況を把握しながら集

まって住むことの重要な意義をインテリアデザインも

十分に考慮して建築空間の構成の方法を習得する。 

また，この空間デザイン演習は作品を仕上げることはも

ちろんだが，毎週時間内におけるデザインに関する教員

と学生の対話における，幅広い建築や都市を構成する知

識を理解し学習することが大変重要である。つまり，デ

ザインを行うときのプロセスを非常に重要視する科目

である。なお，この科目は本学部のカリキュラムポリシ

ー3.「特定領域の専門知識を深めるとともに，独創性と

問題の発見力および解決力を養い，専門知識を実社会に

活かす構想力と実践力を修得する」，ディプロマポリシ

ー2.「社会科学的な方法論と芸術・工学的な方法論を複

合的に習得し，それらを企画・業務の実践に生かせる応

用力を修得している」と関連している。 

 

空間デザイン演習(4) 204 

Space Design Practice(4) 

空間デザイン演習（1）,（2）,（3）を継続する形で演

習と講義を平行して行う。商業空間を含む様々な機能や

用途を含む複合建築の空間構築スキルを身につけさせ

る。 

敷地状況，敷地周辺や街の状況，社会や将来における

様々なテーマをリサーチしながら自ら探し出すことを

重視して,機能や用途を複合化させた建築を設計作品に

する。設計図書・模型のスキルを向上させつつ,手書き

と CG を使用しながら,複合化する建築と近隣周辺との

新しい関係性を見出しプレゼンテーションする能力を

習得する。都市生活学部として他の授業内容を十分に理

解し応用する形で,生活者と街との社会の関係性や,地

域の防災を考慮するなど,様々な大きな視点を重要とす

るが，一方で，非常に身体的に近い建築のディーテイル

や家具のデザインまで踏み込んでデザイン提案をする。 

なお，この科目は本学部のカリキュラムポリシー3.「特

定領域の専門知識を深めるとともに，独創性と問題の発

見力および解決力を養い，専門知識を実社会に活かす構

想力と実践力を修得する」，ディプロマポリシー2.「社

会科学的な方法論と芸術・工学的な方法論を複合的に習

得し，それらを企画・業務の実践に生かせる応用力を修

得している」と関連している。 

 

都市デジタルシミュレーション(1) 205 

Digital Urban Simulation(1) 

本演習は，都市空間や建築，インテリアデザインに至る

すべての設計業務をデジタル環境によって行う基礎技

術を習得することを目的としている。従来型の 2次元手

書き図面の作成とは異なり，本演習では３次元仮想建物

モデルをＰＣ内に組み立て，必要な図面データやパース

イメージなど，各種建物情報を取り出して扱う新しいタ

イプの 3D-CAD（ArchiCAD）を用いて建築教育を行う。

これは新世代 3D-CAD と呼ばれ，設計業務の現業におい

ても，設計者や施工者，設備メーカーやクライアントな

どの各関係者において必要な情報を共有し，生産性を向

上させる BIM（Building Information Modeling）の方

法論に基づいたものである。 

演習では，単純かつ基本的な床・柱・壁で構成される建

物（3 階建中規模 RC 造ビル建築）を組み立て，階段・

出入口・家具など建物部位を配置するという順序で，建

物の成り立ちを理解させると同時に，上記 BIMの特徴の

理解と基礎的な操作を習得する。また当該 BIMシステム

における温熱環境シミュレーション機能を用い, 各自

が構築した建築物の性能評価について基礎的な理解を

得る。 

尚この科目は，本学部カリキュラムポリシーのうえで，

空間のデザインに資する専門知識の習得を旨とし

（CP-2），かつ，ディプロマポリシーのうえで都市に関

する特定領域の専門知識の習得を以て都市生活の価値

創造に寄与する実践力を醸成する科目として位置付け

られている（DP-3）。 

 

都市デジタルシミュレーション(2)～(3) 

 

206～207 

Digital Urban Simulation(2)～(3) 

本演習は，通常の 3D-CAD とは異なる，空間を構成する

部位・部材に様々な属性情報を付与し管理する BIM

（Building Information Modeling）システムを用いて

行う。都市・建築・インテリアの計画段階においては，

この BIM の特性を生かした各種シミュレーションによ

って設計品質の向上が見込まれる。本演習では，都市・

建築・インテリアのコース別に，BIMモデルをベースと

してデータ連携を行い，エネルギー評価による環境計画，

人の行動特性に基づいた導線計画，光のバランスを配慮

した照明計画，アルゴリズムを応用した 3Dモデリング，

景観計画などを行う。また都市・建築・インテリアの各

コースではそれぞれ，都市景観デザイン，住戸デザイン，

商業施設・内部空間デザインを主たる構築対象とし，演

習を進める。 

尚この科目は，本学部カリキュラムポリシーのうえで，

空間のデザインに資する専門知識の習得を旨とし

（CP-2），かつディプロマポリシーのうえで都市に関す

る特定領域の専門知識の習得をもって，都市生活の価値
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創造に寄与する実践力を醸成する科目として位置付け

られている（DP-3）。 

 

マーケティングリサーチ演習(1) 208 

Marketing Research Practice (1) 

本科目は，企業や組織のマーケティング活動に必要な顧

客関連データの収集・分析・報告に関する演習である。

マーケティング活動とは，顧客・消費者のニーズを起点

に価格，製品，プロモーション，チャネルなどを設計す

ることを意味するが，マーケティングリサーチはその

各々の局面で必要に応じて実施される。マーケティング

リサーチ演習(1)においては，こうしたマーケティング

リサーチの意義，プロセス，ステップを理解したうえで，

定量的な方法により具体的課題に対するリサーチを演

習形式で行っていく。なおこの科目は本学部カリキュラ

ムポリシー5 「リサーチスキル（中略）などの専門スキ

ル向上のための演習型授業科目」およびディプロマ・ポ

リシー2 「商学・経営学的な知識を基礎に社会科学的な

方法論（中略）を複合的に修得し，それらを企画・業務

の実践に生かせる応用力を身に付けている」に対応して

いる。 

 

マーケティングリサーチ演習(2) 209 

Marketing Research Practice (2) 

本科目は，マーケティングに活用できる質的調査の方法

を習得する演習である。質的調査は，社会生活を営む人

たちが，具体的に「どのように」行動しているか，「な

ぜ」そのように行動しているかといった個別の体験にフ

ォーカスし，聞き取り調査や参与観察によって探る調査

方法である。ここでは質的調査の基礎的な原理と方法を

学んだ上で，実際に調査を行い，そのデータに基づいた

事業企画を提案する。なおこの科目は本学部カリキュラ

ムポリシー5 「リサーチスキル（中略）などの専門スキ

ル向上のための演習型授業科目」およびディプロマ・ポ

リシー2 「商学・経営学的な知識を基礎に社会科学的な

方法論（中略）を複合的に修得し，それらを企画・業務

の実践に生かせる応用力を身に付けている」に対応して

いる。 

 

マーケティングリサーチ演習(3) 210 

Marketing Research Practice (3) 

本科目は，市場や社会の動向を理解するための統計デー

タの分析手法を学ぶ演習である。現代では，数々の統計

やビッグデータなど，企業や組織のマーケティング戦略

の立案に用いることのできるデータは膨大にあり，それ

らのデータの適切な分析を通じて価値ある方策を導き

出すことのできる人材が求められている。ここでは，回

帰分析や因子分析など複数のデータの間の関係性を統

計的に明らかにする基本的な分析手法を身につける。な

おこの科目は本学部カリキュラムポリシー5「リサーチ

スキル（中略）などの専門スキル向上のための演習型授

業科目」およびディプロマポリシー2「商学・経営学的

な知識を基礎に社会科学的な方法論（中略）を複合的に

修得し，それらを企画・業務の実践に生かせる応用力を

身に付けている」に対応している。 

 

専門科目：都市のライフスタイル  

 

都市の社会学 211 

Urban Sociology 

都市は，「多くの人々が相互に関わりあうことによって

生じる社会的な現象」です。本講義ではこのように社会

学的な視点で都市を捉え，その結果浮き彫りになるさま

ざまな問題について議論します。「都市社会学」の体系

を深く理解するというよりもむしろ，現代の都市をめぐ

るさまざまな「社会課題」を手掛かりに，都市という問

題を「人と人との相互作用」として分析する力を身につ

けます。このため講義では，現代の都市をめぐる多様な

問題を事例を挙げて紹介するとともに，事前レポートや

ディスカッションを通じて理解を深めます。これらを通

じて，自ら課題を発見し解決方法を提案していくことの

できる「実践的研究者」の基礎となる知識と思考習慣を

身につけることを期待します。本科目はカリキュラムポ

リシー1，ディプロマポリシー1に関連しています。 

 

経営戦略論 212 

Strategic Management 

経営戦略とは企業が生存し続けるための基本方針であ

る。企業は，市場ニーズの変化や技術進歩といった環境

変化に適応し，ライバルとの市場競争に勝ち続けなけれ

ば，繁栄や成長を維持することはできない。この講義で

は，企業がどのような指針（経営戦略）によって持続的

な競争優位を構築できるのかについて学ぶために，経営

戦略の基礎的な理論から最新の理論まで解説する。合わ

せて，それぞれの戦略理論の事例についても学ぶ。 

なお，この科目は本学部のカリキュラムポリシー4「商

学・経営学を基礎におき，社会科学的方法論，芸術・工

学的方法論という複眼的な方法論を獲得し，それを企画，

業務の実践に生かす能力を修得するための科目を設定

する」，ディプロマポリシー2「商学・経営学的な知識を

基礎に，社会科学的な方法論と芸術・工学的な方法論を

複合的に習得し，それらを企画・業務の実践に生かせる

応用力を身に付けている」と関連している。 

 

経営財務 213 

Bookkeeping Theory 
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経営に関わる資金の働きについて学習する科目である。 

経営の基本的要素はよく「ヒト,モノ,カネ」と言われ,

資金に関しては非常に重要な要素であるとされている。

主として資金の調達,管理,運用が対象となるが,管理の

部分は会計的な分野と共通するものである。都市の開発,

運営においても財務の側面は必要不可欠であり,事業の

成否を左右するものである。このため,経営だけでなく

都市における資金の働きにもテーマを広げ,その調達,

管理,運用の仕組みについて理解し,修得することを目

指す。 

なお，この科目は本学部カリキュラムポリシー2「経営

学的な調査分析の実践能力」およびディプロマポリシー

2「社会科学的な方法論」に対応している。 

 

Urban Area Marketing 214 

 

The objective of Urban area marketing is to create 

and providing regional value with marketing tools. 

Urban area marketing is also a new regional 

management methodology with urban branding and a new 

framework for EBPM(Evidence-Based Policy Making). 

In this lecture, students would learn basic and 

theoretical knowledge about urban area marketing, 

and cases of urban area marketing. This course is 
related to the College's curriculum policy 2 and 

diploma policy 3. 

 

Urban Tourism 215 

 

The viewpoint of internationalization is becoming 

indispensable for attracting tourists in Japan. 

Interest in tourism in overseas cities has always 

been high, and Japanese cities have been targeted as 

senders and origins. However, since the emergence of 

a tourism nation, about 30 million foreign tourists 

are coming to Japan annually each year, and cities 

are beginning to have a market that accepts 

landing-based tourism. This lecture aims to learn 

"Urban Tourism" that integrates city planning, 

attracting strategies, urban design, tourism 

resources, culture, etc. with the theme of 

"gathering people" by attracting tourists to cities. 

Students learn tourism from the viewpoint of 

attracting customers, and then learn the 

relationship between attracting tourists and 

tourism and tourism strategies in cities. If you can 

strategically create a historical tourism heritage, 

restaurants and events that can attract a lot of 

people, you will have a lively and lively atmosphere. 

The class will be promoted by actively learning 

through planning and planning of tourist attraction 

in the city, ripple measurement, etc. The feature of 

this lecture is that emphasis is placed on the 

viewpoints of customer attraction, history, cases, 

theory, and internationalization. Thinking of 

“ tourism attracting customers ”  includes 

strategies for attracting customers, economic 

perspectives as a ripple effect on management and the 

region, and also includes fields of culture and arts. 

In addition, this curriculum policy corresponds to 

the “Specialized Subjects for Systematically and 

Diversely Acquiring Expertise and Methodology in 

Four Areas of Urban Life” in the Faculty Curriculum 

Policy. 

 

広告コミュニケーション 216 

Advertising Communication 

広告という「企業が生活者にメッセージを伝えるための

コミュニケーション」について，最新動向から歴史の振

り返りまで，事例を交えながら学んでいく。また，後半

には実際に広告表現を創るクリエイティブの演習も行

う。 

なお，この科目は本学部カリキュラムポリシーの「都市

生活に係る４領域の専門知識と方法論を体系的かつ多

角的に修得するための専門科目」に該当する。 

 

ブランド戦略 217 

Branding Strategy 

本科目は，「都市のライフスタイル」領域に属し，複眼

的な方法論の獲得により，企画・業務の実践に活かす能

力を活かすために習得するものである。私達の生活の中

には「憧れのブランド」が存在する。また，小売店に行

くと，商品が持っている機能は大差がないのに，値段が

高く，値引きには応じないというブランドが存在する。

企業の立場からすると，こうしたブランドは，単なる商

品と比較すると，高めの利益を得ることができるため非

常に魅力的である。また，「このブランド以外では，私

は満足しない」と言う熱烈で，長期的なファンが存在す

ることで，安定したビジネスを創ることができる。もち

ろん，こうしたブランドはモノに限らず，サービスでも，

また，街や国にも存在する。本授業では，こうした強い

ブランドを創る考え方や方法について理論と事例を用

いて学習する。なお，この科目は本学部のカリキュラム

ポリシーの「都市生活に関する４領域の専門知識と方法

論を体系的かつ多角的に修得するための専門科目」に該

当する。 
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集客学 218 

Human Attraction 

「ひとをあつめる」をテーマに街づくりや集客空間，都

市デザイン，観光資源，文化などを統合した「集客学」

を，学際的に学ぶことをめざす。集客を科学的に捉え，

実践的に考察をすること，デザイン的な展開や仕掛けづ

くり等を考えていくことを目的とする。人を多く集める

ことのできる商業施設，飲食店，イベントを戦略的につ

くることができれば「にぎわい」や「活気」がうまれ，

繁栄がうまれる。 集客資源，集客技術，集客施設，集

客マネジメントなど集客に関する基礎を学びながら学

術・文化・科学技術の発展に貢献するための方策などを

検討する。「集客」を考えることは「都市とは何か」，「都

市のデザイン」にも関係し，集客戦略，経営や地域への

波及としての経済的な視点，また文化芸術の分野も含む。

また観光や経営学への応用も考えられるとともに，デザ

インやイメージ等の感性の部分も集客学の要素である。

なお，この科目は本学部カリキュラムポリシーの「都市

生活に関する４領域の専門知識と方法論を体系的かつ

多角的に修得するための専門科目」に該当する。 

 

専門科目：都市のマネジメント  

 

プロジェクトマネジメント 219 

Project Management 

前半は，汎用的な分野でのプロジェクトマネジメントの

基礎的キーワードの理解から，10 の領域の主としてコ

ミュニケーション，スケジュール，コスト，リスク，品

質，デザインの各マネジメントの基礎的な内容を学ぶ。

後半は，建築・都市開発分野にフォーカスする。複合都

市開発を事例として，投資家，開発者，設計者，施工者，

地域住民，利用者，運営者など多くのステークホルダー

が様々に関わる中で，全体を見据えつつ横断的統括的に

業務をリードし，社会的経済的文化的価値を創造してい

く「クリエイティブ・プロジェクトマネジメント」の思

想・プロセス・手法について実践的に学ぶ。 

なお，この科目は本学部のカリキュラムポリシーの３と

4 及び 6 の導入，ディプロマポリシー2 と 3 と関連して

いる。 

 

住宅と不動産 220 

Housing and Real Estate 

日本の住宅市場は人口減少，住宅余りの現象から転換期

を迎えている。新築中心の時代からリノベーションや海

外展開など住宅市場も多様化してきている。そこで変化

の激しい住宅市場に着目して，現状と課題，プレーヤの

多様化などについて解説する。本講義では，住宅市場の

全体を理解するとともに，住宅と関連ビジネスを中心に

学習する。また，リノベーションなど派生してきた住宅

産業ビジネスについても解説する。 

本科目は，カリキュラムポリシー「複雑化する社会の中

で，社会人としての確かな獲得」に関連し，ディプロマ

ポリシー「都市生活についての総合的・横断的な知識を

応用し，魅力的な都市生活を想像する構想力」に関連し

ている。 

 

都市空間の演出 221 

Production of Urban Space 

既存，あるいは，新規都市開発や社会資本の再創造によ

り生成される多様な｢都市空間｣を定義・分類し，空間特

性，機能，都市との関係，社会的意義を検証する。そし

て，その空間に相応しい「演出」が，街の賑わいづくり，

人の流れ創出，新しいビジネス機会の創出，文化情報発

信等を喚起することを実例に即して検証・考察する。特

徴的な「演出」により「都市空間」はより魅力的になり，

都市の社会的経済的価値向上に繋がっていくことを学

ぶ。なお，この科目は本学部のカリキュラムポリシーの

3及び 1，4，ディプロマポリシー2と関連している。 

 

Urban Development & Manegement 222 

 

Considering the infrastructure of the city as the 

main discussion point, the "structure" of the city 

itself and the roles of the actors such as "public" 

sector and "private" sector are considered.  

Specifically, the roles expected and played by 

"public" sector and "private" sector in urban 

development, and the future trends will be discussed 

based on actual cases and historical background. 

Furthermore, with the trends of globalization, 

demographic changes and IT technology evolution, to 

obtain information through the media from a wide 

range of issues, observe the real world, and deepen 

awareness of the general trends of society and its 

relationship with cities are expected. 

This subject is related to Curriculum Policy 3 

"Develop creativity, problem-finding and 

problem-solving skills, and acquire the practical 

planning and realization skills to apply expertise 

to the society." 

 

不動産ビジネス 223 

Real Estate Business 

不動産ビジネスは転換期を迎えている。日本では従来か

ら，オフィス賃貸やマンション分譲がメインであったが，
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人口減少，少子高齢化，国際化等の環境変化によって，

不動産ビジネスも多様化してきている。本講義では，不

動産市場の全体を理解するとともに，不動産投資ビジネ

スを中心に学習する。また，リノベーション，インフラ

など派生してきた不動産ビジネスについても解説する。 

なおこの科目は本学部のカリキュラムポリシー3.「「都

市のマネジメント」，「都市のデザイン」，「都市のしくみ」

の４領域において企画・業務の遂行力の獲得をめざし，

総合的，専門的，実践的に学べる科目を設定する。」，デ

ュプロマポリシー３．都市生活についての総合的・横断

的な知識を基礎に，特定領域の専門的な深い知識を持ち，

それらを応用いて魅力的で持続可能な都市生活の創造

に導く構想力および実践力を身につけている」と関連し

ている。 

 

エリアマネジメント 224 

Area Management 

成熟した社会に対応して，これまでの社会資本の整備を

中心とした都市計画から，社会関係資本の構築をすすめ

るエリアマネジメントの重要性が高まっている。少子高

齢化社会を迎えたわが国においては，都市の新たなマネ

ジメントの手法が模索され，都市のコンパクト化もすす

められている。こうした状況において，国内の大都市中

心部，地方都市中心部，住宅市街地において展開されて

いるエリアマネジメントのメカニズムを理解し，海外の

先進事例から知見を得ながら，今後，どのように展開す

べきなのか課題と展望について考える。 

なお，この科目は本学部ディプロマポリシーの「社会科

学的な方法論と芸術・工学的な方法論を複合的に習得し，

それらを企画・業務の実践に生かせる応用力を修得して

いる」に関連している。 

 

コミュニティマネジメント 225 

Community Management 

本格的な少子高齢社会に向かう現在，これからの社会に

ふさわしい現代的コミュニティの形成は喫緊の課題で

ある。そのため，コミュニティの現状を分析し，適切な

マネジメント計画を立案・実行するコミュニティマネジ

メントの必要性が高まっている。本科目では，コミュニ

ティの基礎的な概念と現代社会におけるコミュニティ

の課題を理解した上で，全国で取り組まれている多様な

コミュニティデザインプロジェクトの事例を学び，実際

にコミュニティマネジメント計画を立案する。人と人と

の関わりによって生活の質を高めていくコミュニティ

のマネジメントは，建築や印刷物などと違い，目に見え

ない。それゆえ，関わりのなかで起こる価値，できごと

やサービスを可視化し計画に仕上げていくための独自

の手法を必要とする。本科目では，デザイン思考やサー

ビスデザインの手法を取り入れたユーザー参加型のデ

ザインスキルを学び，地域から企業まで，これからの社

会で求められるコミュニティマネジメントの手法を身

につける。本科目は，カリキュラムポリシー3，ディプ

ロマポリシー2に関連している。 

 

専門科目：都市のデザイン 

 

都市デザイン 226 

Urban Design 

都市を構成する要素は，建築をはじめとして多種多様で

あり従来の都市計画から都市再生へ，または，都市活用

へと社会的要求が変化している。そもそも私たちが生活

している都市とは何か？，都市空間とは何か？，また，

それらはどのようにデザインされるのか？人の生活と

密接に関係のある建築計画やデザイン，都市デザインの

例から，今日までの基本的な捕らえ方を，建築家や都市

計画家の思想とデザインを通じて，都市をデザインする

計画手法や考え方，思想に関して学ぶ。本科目は都市計

画や都市空間の演出等の科目と異なり，過去から現在，

そして未来へと変わりゆく手法やデザインを体系的に

捉えること，且つ，人・建築・都市・文化を総合的に理

解することを目的としている。 

なお，この科目は本学部のカリキュラムポリシー2.「都

市生活に関する４領域の専門知識と方法論を体系的か

つ多角的に修得するために「専門基礎科目」および「専

門科目」を設置する」，ディプロマポリシー3.「都市に

関する総合的・横断的な知識と，特定領域の深い専門知

識を持ち，それらを応用して都市生活の価値創造に寄与

する構想力および実践力を修得してい」と関連している。 

 

建築空間論 227 

Architectural Design 

建築空間を創造,提案するということは,これまでにな

い新たな問いを立て,それに答えるということである。

複雑な様相を示す社会に対して,よりよい空間を創造し,

建築が持続可能な社会に貢献するということを考えた

い。これまでも多くの都市や地域でこうした空間創造が

行われ,継承されてきた。我々もまたこうした人間の永

い取り組みの中の一つを担うのだということも含めて,

建築空間について考えたい。そして,なにより生み出さ

れた空間はそこに生きる人びとのための空間であるこ

とを前提に授業を進める。 

なお,この科目は本学部のカリキュラムポリシー2およ

びディプロマポリシー3と関連している。 
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Urban Landscape 228 

 

Urban landscape is attracting attention to create 

sustainable built environment, and landscape design 

is being developed along with regional planning, 

urban design and architectural design. Through the 

class, it makes students to understand the 

significance of urban landscape, which contributes 

to deriver sustainable environment, to create 

attractive urban spaces, and to provide rich urban 

lifestyles. It also gives students to discuss roles 

and prospects of urban landscape in Japan while 

gaining insights from advanced overseas cases. 

The course is related to the one of the Faculty’s 
diploma policy, “Students have acquired a 

combination of social science methodologies and 

artistic and engineering methodologies, and have 

acquired the ability to apply them to the practice 

of planning and business.”  
 

Urban Environment Design 229 

 

In the current situation that about 50 percent of the 

world's population live in urban areas, it is a key 

responsibility for us to adequately understand the 

surrounding environment as the fundamental of the 

livelihood space and to properly conserve it, and to 

hand down to the next generation. This course mainly 

deals with the various issues related to the urban 

environment and necessary approaches including the 

countermeasures, policies, designing, planning and 

management for the sake of reducing or resolving 

those problems from the viewpoint of the sustainable 

architecture and urban design for the future. 

 

インテリアデザインと実務 230 

Interior Design and Practice 

身近な住まいからオフィス，公共建築，商業施設に至る

までそのインテリアには共通するデザイン要素が多い。

インテリアデザインを決定する要素や手法を数多くの

事例を基に学習する。また，インテリアデザインの潮流

を学び，現在から将来に社会が求めるデザインを，建築

計画・空間構成・空間心理・機能・設備環境・人体スケ

ール等に連関させながら習得し，社会やクライアント，

マーケットの求める快適な空間を包括的に提案できる

素養を身につけることを本科目の目的とする。更にイン

テリアデザイナーや建築家，建築系コンサルタントが現

業でどのような職能を発揮しているかを事例を通して

理解し，関連資格取得とキャリアプランの具体化にも踏

み込んで講義する。 

 尚この科目は，本学部カリキュラムポリシーのうえで，

空間のデザインに資する専門知識の習得を旨とし

（CP-2），かつ，ディプロマポリシーのうえで社会科学

的かつ実践的な方法論を複合的に学修し，業務実践に寄

与するものと位置付けられている（DP-2）。 

 

建築史 231 

History of Architecture 

古代から近世に至るまで，自然・社会・宗教・文化と関

わりながら形成されてきた建築・都市の特徴を理解する。

特に，技術的な専門用語をしっかりと習得し，欧米・日

本の各地・各時代を比較しながら，その特徴を把握する。

さらに，技術革新以降の近・現代の建築・都市について，

日本を含む世界各地における課題とそれに対する建築

家の取り組み，新たな創造などを概観し理解する。それ

によって，技術・思想がいかに発展し，伝統がどのよう

に解釈されて現在までの建築・都市が創り上げられてき

たかを，広い視野をもって考察する。なお，この科目は

本学部のカリキュラムポリシー2，ディプロマポリシー3

と関連している。 

 

住宅計画 232 

Housing Design 

これまでの日本の住宅の在り方を理解し，これからの日

本の住宅の在り方を考える。対象として戸建住宅と共同

住宅の両方を扱い，多角的な視点から住宅を考える。最

初にライフスタイルと空間の関係を理解する。比較対象

として海外の事例も紹介する。シェアハウスなど新しい

共同生活の在り方についても考える。次にその空間の計

画の仕方を理解する。住宅全体の骨格，外観や室内に使

われる素材や色彩，部分の詳細，そして家具や庭のデザ

インなど，さまざまな計画項目とその関連性，扱い方を

把握する。新築のみならず既存ストックを活用したリフ

ォーム・リノベーションや，住宅の施工の仕方について

も取り上げる。続けて，住宅自体の取得方法，住宅に関

連する法律・税制・金融など，住宅計画に影響を与える

仕組みについて理解する。最後に環境対応，安全安心，

都市景観など現時点で重要視されている社会的価値の

視点から住宅の価値の在り方を考える。 

なお，この科目は本学部のカリキュラムポリシー2およ

びディプロマポリシー2と関連している。 

 

リノベーションとコンバージョン 233 

Renovation and Conversion 

これからも増加する傾向にあるオフィスビルや住宅の

ストックの有効な再利用方法を具体的なケーススタデ
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ィーを通して理解する。この授業では，リノベーション

をデザイン，不動産，ビジネスモデル，コミュニティ，

まちづくりなどが総合的にとらえ，まち再生事例，コミ

ュニティと連動したモデル，不動産投資を活用した事例

など，具体的なケーススタディを使って方法論を伝える。

また実際に街中に現存する具体的なストックをモデル

ケースとしながら，それを有効再生するための手法のシ

ミュレーションなどを行い，実践的なノウハウを学ぶ。

なお，この科目はカリキュラムポリシー3，ディプロマ

ポリシー2に関連する。 

 

専門科目：都市のしくみ 

 

都市政策 234 

Urban Policies 

この講義は，都市の暮らし，活力，魅力を対象とする公

共政策について，現代の多様な事象に関する基礎知識を

習得するとともに，都市問題を地域や立場の違いから多

面的に理解し，それらの解決に向けた政策の組み立て方

を筋道だてて考える視座を養うことを目指している。扱

うテーマが毎回異なり，全体として今日的話題に幅広く

触れる。 

なお，この科目は本学部カリキュラムポリシーの「都市

のしくみ領域の専門知識と方法論を体系的かつ多角的

に修得」および，ディプロマポリシーの「社会科学的な

方法論を習得し，それらを企画・業務の実践に生かせる

応用力を修得」に関連している。 

 

Urban Mobility 235 

 

We include the angle of transportation and mobility 

and consider a traffic image in future cities in this 

lecture. Students learn various technologies and 
policies about the future urban transportation. 

Professors make sure that the students can consider 
traffic plan in a future city from both of a political 

viewpoint and a technical viewpoint including PBL 
classes. In particular, a teacher of business man is 

invited in this lecture and students learn about the 
trend of recent years' MaaS and CaaS. This lecture 

is included in the range of the urban system.  
 

ユニバーサルデザイン 236 

Universal Design 

近年，高齢者の増加や障がい者の増加に伴い，誰もが快

適に過ごせるようなデザインを最初から行うユニバー

サルデザインが注目され，世界的にもそれをスタンダー

ドにする動きがある。この科目では，色々な身体の障が

いを意識しながら，誰もが快適に使える最大公約数的な

ユニバーサルデザインの基礎を学ぶ。ユニバーサルデザ

インと一言で言っても，駅や空港などのハードのユニバ

ーサルデザインもあれば，お店での人的サービスに代表

されるソフト面でのユニバーサルデザインもあり，対象

領域はかなりの多岐に亘る。それらを網羅しながらユニ

バーサルデザインを学び，就職後にも役立つような知識

を提供する。なおこの科目は，カリキュラムポリシーの

2とディプロマポリシーの 2，3と関連が深い。 

 

住まいの構法・生産・流通 237 

Building System, Production and Distribution of 

Housing 

現代の日本における住まいのつくり方，すなわち住宅の

構法は極めて多様なものになっている。代表的なものと

して，多数のストックを保持している「在来木造住宅」，

通称プレハブ住宅と呼ばれている「工業化住宅」，そし

て鉄筋コンクリート造による集合住宅等があり，これら

は 20 世紀後半の社会的変化や需要を背景に生み出され，

淘汰されてきた。 

構法は時代を反映するものであり，これからも変化して

いく。そこで，本講では代表的な構法を対象に，生まれ

てきた社会背景や変化を学習し，これからの持続可能型

社会における住まいのあり方について考える。なお，こ

の科目は本学部のカリキュラムポリシー1．ディプロマ

ポリシー3．と関連している。 

 

まちの防災 238 

Urban Disaster Prevention 

大規模地震や局所的集中豪雨の発生が危惧される中，災

害に強いまちづくり，人づくりの推進が求められている。

本講義では，災害に対する事前の備えと，発災時の緊急

対応，その後の復旧・復興に至るまでの一連のプロセス

を対象とし，各種災害の特徴と防災対策の枠組み，人間

の心理・行動，安全・安心のまちづくり事例などについ

て学ぶ。自然災害だけではなく，犯罪や日常災害につい

ても取り上げ，都市の安全性を向上させるための方策を

考える。 

なお，この科目は本学部カリキュラムポリシーの「都市

のマネジメント領域の専門知識と方法論を体系的かつ

多角的に修得」，およびディプロマポリシーの「社会科

学的な方法論と芸術・工学的な方法論を複合的に習得」

に関連している。 

 

住まいと環境 239 

Housing and Environment 

安全・健康で快適な暮らしを実践するためには，人と環

境の関係や建築と環境の関係を理解する必要がある。建
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築空間の環境性能は，音環境，熱環境，光・視環境，空

気環境に分類されるが，ここではその各々についての基

礎知識を修得する。快適な住まいを作るうえで，これら

の環境に配慮したデザインが不可欠であり，また地域性

や住まいの構造・形態がどのように影響しているかを学

び，さらにエコロジカルなデザインのための基礎知識，

要素技術，その手法を修得する。 

なお，この科目は本学部カリキュラムポリシー 2の「都

市のしくみ領域の専門知識と方法論を体系的かつ多角

的に修得」および，ディプロマポリシー 2 の「社会科

学的な方法論を習得し，それらを企画・業務の実践に生

かせる応用力を修得」に関連している。 

 

都市計画(2) 240 

Urban Planning(2) 

この科目は，都市計画の基礎知識をひとまず学習した皆

さんを対象にしている。都市計画は，都市の環境を今よ

りも望ましい状態にしていこうとする積極的な意思を

持った取り組みであるが，その実現手段となる法律制度

には，恣意性のある行為を抑制する法令固有の原則があ

り，両者は相反する側面がある。そこで，都市計画・ま

ちづくり関連の行政法規の全体像を確認するとともに，

それらの背景をなす法理と，実用の場面で工夫を考える

にあたってポイントとなる知識の習得を目指す。なお，

この科目は本学部カリキュラムポリシーの「都市のしく

み領域の専門知識と方法論を体系的かつ多角的に修得」

および，ディプロマポリシーの「社会科学的な方法論を

習得し，それらを企画・業務の実践に生かせる応用力を

修得」に関連している。 

 

専門科目：建築士対応科目 

 

建築法規 241 

Building Law and Regulation 

国民の「生命・健康・財産の保護」と「公共の福祉の増

進」を目的に定められた建築基準法を中心に，建築設計

をする上で関係する主要な法文の読解や，法規間の関連

性に関して解説する。ここでは，建築物を集団的に規制

する集団規定と，個別の建築物に適用する単体規定の二

つの基準を前半と後半に分けて取り上げる。建築基準法

は，社会情勢や時代背景に影響を受けながら度々改正さ

れ，今後も変化していくと考えられる。この変化を捉え，

上記の目的を実現するためにはどうすれば良いか学習

する。なお，この科目は本学部のカリキュラムポリシー

1．とディプロマポリシー3．と関連している。 

 

建築材料 242 

Building Materials 

建物は建築材料で構成されている。建築材料は無機材料

と有機材料に分類され，材料の性質により，建物を支え

る構造材料や建物を保護する仕上材料として用いられ

る。また，建築材料はほとんどが人工材料であるが，古

代より使われている木材や石材・土・漆などの天然材料

もある。本科目では，構造材料や仕上材料を含む各種建

築材料の歴史や特徴を理解し，建物での使われ方につい

て学習する。なお，この科目は本学部のカリキュラムポ

リシー1．ディプロマポリシー3．と関連している。 

 

建築構造 243 

Building Structure 

本来，建築から構造を分離して建築は成立し得ず，完成

した建築物にあっては建築と構造は一体で不可分のも

のである。 

けれども，建築の計画段階や設計段階，また施工や維持

管理段階の各過程においては，構造はその工学技術体系

に根ざした経験と知識に基づき，建築とは別の次元の可

能性と必然性，つまり構造的な性能（安全性能，居住性

能，施工性能など）が追及されることになる。 

そうした建築における構造の本質的な重要性，機能と社

会的位置について，きちんと認識できるようになるには，

力学や数学・科学などの自然科学に対する知識とともに，

構造全般に対する包括的で俯瞰した知識が必須である。 

本科目では，さまざまな素材，構造骨組，そして構造技

術全般の講義を通して，建築構造の重要性，機能と社会

的位置について包括的に捉えられるようになることを

目指す。 

また建築物に作用する様々な自然条件，特に常時の静的

な荷重や非常時の動的な外乱要因等についても，それら

に対する各構造形式の特徴と役割，また法規上の取り扱

いについて，基本的内容を理解することを目指す。 

あわせて，構造骨組の模型を各自実際に製作し荷重を与

えて破壊する（耐荷重を計測する）ことを通し，素材と

構造形式の特徴と力学的仕組みを体験的に把握するこ

とを目指す。なお，この科目は本学部のカリキュラムポ

リシー2，ディプロマポリシー3と関連している。 

 

構造力学(1)及び演習 244 

Architectural Structures(1) 

建築物は人が生活したり働いたりする，いわゆる人と関

わる構造物であることに特徴を有している。したがって，

建築物には様々な荷重が作用するが，第一にその荷重に

耐える構造安全性が求められる。構造力学は構造物の安

全性の観点から，様々な荷重が構造物に作用した時に各

部材がどのような力を受け，どのように変形し，そして

どのように壊れるのかを科学し，工学的な知見を得る学

問である。構造力学(1)では建築を学ぶ上で必要な力学



 

 

科目概要 
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の入門として，建築物と荷重をいかにモデル化して数式

表現するかを学び,特に静定構造物（釣り合い式で全て

の反力を求めることができる構造物）が様々な荷重を受

けた時に生じる応力（軸方向力，せん断力，曲げモーメ

ント）を力の釣り合いから求める方法を理解し，講義と

演習により基礎力を養う。 

 なお，この科目は本学部のカリキュラムポリシー２．

「経営的な調査分析と空間のデザインという二面の実

践能力を併せ持つ人材の育成を目指して演習科目を設

置するとともに，都市生活に関する４種類の専門知識と

方法論を体系的かつ多角的に習得するために「専門基礎

科目」および「専門科目」を設置する」，ディプロマポ

リシー３．「都市関に関する総合的・横断的な知識と，

特定領域の深い専門知識を持ち，それらを応用して都市

生活の価値創造に寄与する構想力および実践力を習得

している」に関連している。 

 

構造力学(2)及び演習 245 

Architectural Structures(2) 

構造力学（１）でも述べたように，構造力学の基本は静

定構造物の応力を求めることにある。構造力学（２）で

は「構造力学（１）及び演習」に引き続き，まず「力の

釣り合い条件」の概念を復習する意味で，静定構造物の

反力と応力の求め方を，静定梁とトラス構造物を対象と

して取り上げる。次に構造設計に必要となる構造力学の

例として「梁の変形」と「梁の応力度」について断面の

性質を用い，剛性と強度の観点から学習する。次に，釣

り合い式のみでは全ての反力が求められない構造物の

例として，不静定梁の応力の求め方について述べ，その

他，構造設計で考慮しなければならない力学現象である

振動や座屈についても演習を交えて学習する。最後に，

大地震時の構造物の状態を許容する塑性力学について

も基本事項を修得する。 

 なお，この科目は本学部のカリキュラムポリシー２．

「経営的な調査分析と空間のデザインという二面の実

践能力を併せ持つ人材の育成を目指して演習科目を設

置するとともに，都市生活に関する４種類の専門知識と

方法論を体系的かつ多角的に習得するために「専門基礎

科目」および「専門科目」を設置する」，ディプロマポ

リシー３．「都市に関する総合的・横断的な知識と，特

定領域の深い専門知識を持ち，それらを応用して都市生

活の価値創造に寄与する構想力および実践力を習得し

ている」に関連している。 

 

鉄筋コンクリート構造 246 

Reinforced Concrete Structures 

鉄筋コンクリート構造は木質構造や鉄骨構造と並んで

代表的な構造形式である。コンクリートの圧縮強度は構

造的に期待できるが，引張り強度は全く期待できないこ

とから鉄筋を用いることになる。また，我が国の構造設

計では鉄筋コンクリート構造にも靱性（粘る特性）が求

められることから，圧縮側にも鉄筋を用いる。このよう

に，コンクリートと鉄筋の複合材からなる鉄筋コンクリ

ート構造を梁，柱および耐力壁の役割を中心に構造設計

の観点から解説する。とくに，各部材の特性に基づく各

種鉄筋の配筋の仕方について学ぶ。また，地震国である

わが国の鉄筋コンクリートの柱と耐力壁の役割につい

て理解する。 

なお，この科目は本学部のカリキュラムポリシー２．「経

営的な調査分析と空間のデザインという二面の実践能

力を併せ持つ人材の育成を目指して演習科目を設置す

るとともに，都市生活に関する４種類の専門知識と方法

論を体系的かつ多角的に習得するために「専門基礎科

目」および「専門科目」を設置する」，ディプロマポリ

シー３．「都市関に関する総合的・横断的な知識と，特

定領域の深い専門知識を持ち，それらを応用して都市生

活の価値創造に寄与する構想力および実践力を習得し

ている」に関連している。 

 

環境と設備 247 

Building Equipment for Environment 

建築計画における，人体快適，建築物における熱伝達，

湿気と結露，換気と通風，室内空気質，音環境，人工照

明と昼光利用について学ぶ。特に，断熱，窓・ドア性能，

気密性と換気，日射取得と日射遮蔽といった建築形態が

居住者快適性とエネルギー消費に与える影響について

理解する。建築環境は室内と住居単位からビルディング，

街，都市単位まで学問領域を広げ，近年は温暖化で代表

される地球環境までを網羅するようになった。建築環境

工学は，快適で健康な建築空間，効率のよい建物と設備

システム及び都市環境に関わる物理現象を扱う学問で

ある。本講義はカリキュラムポリシー「都市生活に関す

る４領域の専門知識と方法論を体系的かつ多角的に修

得する」専門科目で，ディプロマポリシー「社会科学的

な方法論と芸術・工学的な方法論を複合的に習得し,そ

れらを企画・業務の実践に生かせる応用力を修得」に関

連する。 

 

専門科目：総合領域１ 

 

キャリアデザイン(1) 248 

Career Design(1) 

「キャリアデザイン」を通して,人生の働く期間を対象

とするワークキャリアについて基本的な知識と実践的

な方法を身につけることで,長期にわたって自分のワー

クキャリアを見定めることができるようにしていく。こ
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の授業では,SD-PBL(2)からの継続として,社会或は企業

と自分自身との適合について考え,自分自身を表現する

準備を始める。その為に,ポートフォリオ視点で自分を

客観視し,会社の仕組みの学習や企業への理解を深める。

最終的には,企業に自分自身をアピールするための具体

的な行動としてエントリーシートの基礎について学ぶ。

また,ＳＰＩの模試を受けることで自分自身の現状を知

り,スコア改善の準備を始める。なお,この科目はカリキ

ュラムポリシーの 1．「複雑化する都市社会の中で確か

な価値を見抜く力」,ディプロマポリシー1．「責任ある

社会人として活躍できる基礎能力を修得している」に関

連している。 

 

キャリアデザイン(2) 249 

Career Design(2) 

人の働く期間を対象とするワーク・キャリアについて基

本的な知識と手法を身につけることで，就業力を身につ

ける。具体的には，キャリア理論の体系的な知識習得に

始まり，４年生の成功体験，価値観，欲求，強み・弱み

等の分析に基づき各自キャリア・ビジョンを描く。また，

長期的なキャリア形成の選択肢について各産業分野で

活躍する講師から学び，各自のビジョンとの適合を図り，

実現シナリオを創る。最後にグループ内ディスカッショ

ンを通じて，結論に至るまでの議論への関わり方を学習

する。成績は，各自のキャリア・ビジョンを表現した期

末レポートで評価を行う。集合授業とプロジェクト演習

別授業の２種類を組合せ，集合授業では体系的な知識を

講師の講義により学習する。プロジェクト演習別授業で

は，学生が個別課題として構築していく長期的なキャリ

アプランに対して，きめ細やかな指導やトレーニングを

行い，学生生活全体をサポートする。なお，この科目は

本学部のカリキュラムポリシー1．ディプロマポリシー1

と関連している。 

 

プロジェクト演習(1) 250 

Project Based Learning (1) 

これまで学んできた教養・専門に関わる知識と，演習を

通して身につけた専門スキルを駆使して，専門分野毎に

テーマが設定された研究室にてプロジェクト単位の課

題に取り組む。ゼミ形式，グループワーク形式，個別指

導形式などテーマによって異なった演習形式により，学

生が自ら考え，成果をまとめる力を身につける。 

本授業は，本学部カリキュラムポリシー6に関連し，デ

ィプロマポリシー2に対応している。 

 

プロジェクト演習(2) 251 

Project Based Learning (2) 

専門分野の教員毎にカリキュラムの内容に関連する専

門性の高い演習テーマを設定し，学生は作品，小論文な

どの成果としてまとめプレゼンテーションする。卒業研

究においては，プロジェクト演習（2）で学んだ専門分

野をより深めて研究をおこなう。 

実施に当たっては，教員一人当たり 12 名程度の学生を

担当し，ゼミ形式，グループワーク形式，個別指導形式

などテーマに合った演習形式により，学生が自ら考え，

成果をまとめる力を身につけさせる。また，卒業研究へ

の導入として位置づける。複数の教員によるテーマ設定

も可能とするが，その場合も教員一人あたりの配属学生

数は同じとする。 

 

専門科目：総合領域２ 

 

海外研修(1)～(2) 

 

252～253 

Oversea Training Program (1)～(2) 

１年次選択必修科目「世界の都市」および「世界の住ま

い」等で学んだ内容に関連し，ヨーロッパ圏やアジア圏

などを訪問して本物の都市や住まいを実体験すること

によって，都市生活に関わる学修・研究の源泉となる生

きた知見を獲得する。具体的には，各都市の専門博物館

や行政機関・大学などで，都市空間・建築物・都市文化

について見学・受講・学修するとともに，学生自身によ

るフィールドサーベイを行う。 

 

インターンシップ(1)～(2) 254～255 

Internship(1)～(2) 

在学中に企業，設計事務所，研究所などで就業体験をす

ることで，自分の将来を見つめ，自己の適正を知り，将

来の進路計画に役立てる有意義な機会とする。 

大学における講義は，実社会で役立つことを想定して計

画しているが，実際の産業界における価値観や要求され

ることを具体的に体得する機会ともなる。 

２週間以上の実習を行い，実習先の証明書及び本人の実

習報告書を提出することで単位とするが，その前後には，

個別またはグループでの指導を行う。このように，産業

界での経験を踏まえて，より実践的な指導を行う。 

  

卒業研究(1)～(2) 256～257 

Graduation Studies(1)～(2) 

４年時に進級してきた学生が前年度のプロジェクト演

習のテーマをもとに大学における専門分野を一つに絞

り込むのがこの卒業研究である。 

専門分野の教員毎にカリキュラムの内容に関連する研

究フィールドを設定し，合計１０～１５程度の研究フィ

ールドの中から，学生は希望する分野を通期とおして１

分野選択し，その中から研究テーマを探索し設定する。

文献研究，各種調査，観察，実験，分析などの研究活動
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を通じて作品，論文などの成果としてまとめ，プレゼン

テーションする。 

この経験をもとに学生は大学生活において学びとった

知識とスキルをプロジェクトの企画，実施，成果品の作

成，伝達という一連の体験の中で統合的に習得し，プロ

ジェクトマネジメントの実践力を身につけて社会に巣

立っていく。 

実施にあたっては，教員一人当たり１０名程度の学生を

配分し，ゼミ形式，グループワーク形式，個別指導形式

など研究フィールドに合った演習形式により学生を指

導する。複数の教員によるテーマ設定も可能とするが，

その場合も，教員１人あたりの配属学生数は同じとする。 

 

まちづくり演習(1)～(3) 258～260 

Urban life studies (1)～(3) 

年度により，特別な演習を行うことがある。実施詳細は

その都度紹介する。 

 

国際ワークショップ(1)～(3) 261～263 

 

年度により，特別な演習を行うことがある。実施詳細は

その都度紹介する。 

 

特別講義(1)～(3) 264～266 

Special Lecture(1)～(3) 

年度により，特別な講義を行うことがある。実施詳細は

その都度紹介する。 

 

 

 

2020年度実施予定 

特別講義 東急グループの都市創造 

東急グループとの連携による寄付講座として行う。 

東急グループの各社（交通・不動産・流通・レジャー・

サービス・メディアなど）からの解説により，東急グル

ープの街づくり，生活創造に関わる多岐に渡る企業活動

を通じて，都市創造が現実にどのように行われているの

かの具体的事例を理解し，これらの分野の事業戦略のあ

り方を学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


